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は 
じ 

め 

に

　

二
〇
二
〇
年
四
月
一
日
、
新
型
コ
ロ
ナ
ウ
イ
ル
ス
が
世
界
を
震
撼
さ
せ
る
な

か
で
、
新
た
な
非
正
規
公
務
員
制
度
で
あ
る
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
始

ま
っ
た
。
し
か
し
な
が
ら
こ
の
新
制
度
は
、
多
く
の
非
正
規
公
務
員
に
失
望
と

落
胆
を
も
た
ら
し
た
。

　

そ
れ
は
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
を
定
め
た
二
〇
一
七
年
の
地
方
公
務
員

法
・
地
方
自
治
法
改
正
が
、「
不
安
定
雇
用
者
に
よ
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
」
を

法
定
化
す
る
も
の
で
、
労
働
時
間
に
よ
る
差
別
を
合
法
化
す
る
と
と
も
に
、
無

期
転
換
申
入
権
を
付
与
し
な
い
ま
ま
有
期
雇
用
の
非
正
規
公
務
員
を
雇
う
こ
と

と
し
た
た
め
、
解
雇
に
準
ず
べ
き
雇
止
め
を
も
是
認
す
る
「
偽
装
解
雇
」
の
合

法
化
だ
っ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
劣
悪
な
改
正
法
を
下
敷
き
に
し
て
各
自
治
体
で
進
め
ら
れ
て
き

た
会
計
年
度
任
用
職
員
の
制
度
化
は
、
そ
の
過
程
に
お
い
て
、
月
例
給
の
減
額

や
雇
止
め
の
頻
発
と
い
う
事
態
を
招
い
た
。
処
遇
は
改
善
さ
れ
る
ど
こ
ろ
か
、

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
が
い
っ
そ
う
進
展
し
た
。

　

ま
た
施
行
後
に
お
い
て
は
、
従
前
に
は
法
定
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
「
任
期
」

の
概
念
が
導
入
さ
れ
た
た
め
、
一
定
年
限
に
達
し
た
非
正
規
公
務
員
に
対
す
る

雇
止
め
が
横
行
し
た
。

　

そ
の
一
方
で
、
処
遇
が
改
善
さ
れ
た
と
の
主
張
も
み
ら
れ
る
。
た
と
え
ば
、

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
へ
の
道
筋
を
つ
け
た
総
務
省
の
審
議
会
で
あ
る

「
地
方
公
務
員
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
及
び
任
期
付
職
員
の
任
用
等
の
在
り
方

に
関
す
る
研
究
会
」
で
座
長
を
務
め
た
高
橋
滋
法
政
大
学
法
学
部
教
授
は
、「
会

計
年
度
任
用
職
員
へ
の
切
替
え
に
際
し
、
報
酬
の
減
額
が
実
施
さ
れ
た
例
の
あ

る
こ
と
等
を
根
拠
と
し
て
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
否
定
的
な
評
価
が
表

明
さ
れ
る
こ
と
が
あ
る
も
の
の
、
同
制
度
が
地
方
公
共
団
体
の
臨
時
・
非
常
勤

職
員
の
処
遇
を
改
善
す
る
効
果
を
発
揮
し
た
事
実
を
看
過
し
て
は
な
る
ま
い
」

と
す
る
。

　
「
処
遇
を
改
善
す
る
効
果
」と
は
何
を
さ
し
て
い
る
の
か
不
明
で
あ
る
。
今
は

改
善
し
て
い
な
い
が
将
来
改
善
す
る
道
筋
は
つ
け
た
と
い
う
こ
と
か
、
そ
れ
と

も
改
善
事
例
も
あ
っ
た
と
い
う
こ
と
か
。
し
か
し
、
従
前
の
司
法
判
断
、
す
な

わ
ち
常
勤
の
勤
務
時
間
の
四
分
の
三
を
超
え
る
時
間
を
勤
務
す
る
者
は
自
治
法

二
〇
四
条
の
常
勤
職
員
と
み
な
す
、な
い
し
は
、「
常
勤
の
職
員
」
と
同
じ
仕
事

を
し
て
い
る
と
い
う
よ
う
な
勤
務
実
態
に
あ
る
「
非
常
勤
の
職
員
」
は
、
自
治

法
二
〇
四
条
の
「
常
勤
の
職
員
」
と
み
な
す
こ
と
と
し
た
司
法
判
断
を
蔑
ろ
に

し
、「
一
分
で
も
短
け
れ
ば
パ
ー
ト
」
と
い
う
制
度
設
計
の
も
と
、パ
ー
ト
化
と

賃
金
引
き
下
げ
が
横
行
し
た
事
実
こ
そ
看
過
す
べ
き
で
な
い
。

　

ど
の
よ
う
な
事
実
が
看
過
す
べ
き
で
な
い
か
は
論
者
に
よ
っ
て
異
な
る
の
だ

ろ
う
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
施
行
し
て
五
年
が
経
過
し
、
一
体
ど
の

よ
う
な
事
実
が
進
行
し
た
の
か
は
、
可
視
化
す
べ
き
時
期
に
来
て
い
る
の
か
も

し
れ
な
い
。

　

そ
こ
で
本
特
集
に
お
い
て
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施
行
後
に
お
い

て
、
約
一
二
〇
万
人
に
も
の
ぼ
り
、
地
方
自
治
体
に
勤
務
す
る
職
員
の
三
割
、

市
区
町
村
に
お
い
て
四
割
を
占
め
る
に
至
っ
た
非
正
規
公
務
員
に
対
し
、
制
度

は
ど
の
よ
う
な
影
響
が
あ
り
、
そ
の
負
の
影
響
を
排
除
す
る
た
め
に
、
ど
の
よ

う
な
制
度
改
正
を
な
す
べ
き
か
を
中
心
に
、
述
べ
て
い
く
こ
と
と
す
る
。

（
1
）

（
2
）

（
3
）

（
4
）

（
5
）
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第
一
章　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と
は
な
に
か

１　

�

会
計
年
度
任
用
職
員
を
は
じ
め
と
す
る�
�

非
正
規
公
務
員
を
め
ぐ
る
法
環
境

　

一
九
五
〇
年
一
二
月
一
三
日
公
布
（
法
律
二
六
一
号
）、一
九
五
一
年
二
月
一

三
日
施
行
の
地
方
公
務
員
法
（
以
下
、「
地
公
法
」
と
い
う
）
は
、
そ
の
二
条

で
、「
地
方
公
務
員
と
は
地
方
公
共
団
体
の
す
べ
て
の
公
務
員
を
い
う
」
と
定
義

し
、地
方
公
共
団
体
の
す
べ
て
の
公
務
員
を
一
律
に
扱
う
こ
と
と
し
た
。だ
が
、

現
代
に
お
い
て
は
、
任
期
の
有
無
、
勤
務
時
間
の
長
短
等
に
よ
り
区
分
さ
れ
た

多
様
な
勤
務
形
態
の
職
員
が
地
方
公
務
員
と
し
て
任
用
さ
れ
て
い
る
。

　

労
働
者
と
し
て
の
地
方
公
務
員
に
は
二
種
類
あ
る
。
正
規
公
務
員
（
＝
定
数

内
職
員
）
と
非
正
規
公
務
員
（
＝
定
数
外
職
員
）
で
あ
る
。

　

正
規
公
務
員
と
は
、
地
公
法
一
七
条
の
二
に
規
定
す
る
競
争
試
験
ま
た
は
選

考
に
よ
り
採
用
さ
れ
た
者
の
う
ち
、
地
方
自
治
法
（
以
下
、「
自
治
法
」
と
い

う
）
一
七
二
条
三
項
に
規
定
す
る
職
員
定
数
条
例
に
定
め
る
定
数
を
占
め
る
職

員
の
こ
と
で
あ
る
。
そ
の
勤
務
形
態
は
、
勤
務
時
間
条
例
に
定
め
ら
れ
た
週
勤

務
時
間
以
上
を
勤
務
す
る
「
常
勤
の
職
員
」（
自
治
法
二
〇
四
条
一
項
）
で
あ

る
。
ま
た
そ
の
任
期
は
、
多
く
の
場
合
、
無
期
で
あ
る
。

　

一
方
、
非
正
規
公
務
員
と
は
、
正
規
公
務
員
（
常
勤
・
定
数
内
・
無
期
）
以

外
の
す
べ
て
の
職
員
の
こ
と
で
あ
る
。
主
要
な
も
の
と
し
て
、
二
〇
一
七
年
の

地
公
法
改
正
で
新
設
さ
れ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
が
こ
れ
に
当
た
る
。
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
が
新
設
さ
れ
る
前
の
非
正
規
公
務
員
に
関
し
て
は
自
治
体
ご

と
に
任
意
に
呼
称
さ
れ
、
総
じ
て
、
臨
時
職
員
、
非
常
勤
職
員
、
嘱
託
職
員
等

と
さ
れ
て
き
た
（
第
4
図
）。

　

一
七
年
地
公
法
改
正
で
導
入
さ
れ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
（
地
公
法
二

二
条
の
二
）
は
、「
一
会
計
年
度
を
超
え
な
い
範
囲
内
で
置
か
れ
る
非
常
勤
の
職

〔
中
略
〕
を
占
め
る
職
員
」
と
定
め
ら
れ
て
い
る
。
す
な
わ
ち
、①
一
会
計
年
度

の
期
間
（
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
一
日
ま
で
）
を
限
度
と
す
る
有
期
雇
用

で
、
②
「
非
常
勤
の
職
」
を
占
め
る
職
員
と
い
う
こ
と
で
あ
る
。
な
お
、
こ
の

場
合
の
「
非
常
勤
の
職
」
の
「
非
常
勤
」
と
は
、
勤
務
時
間
の
長
短
と
い
う
勤

務
形
態
の
こ
と
だ
け
で
は
な
く
、
常
時
勤
務
で
無
期
雇
用
の
正
規
公
務
員
が
配

置
さ
れ
て
い
な
い
職
を
総
称
し
て「
非
常
勤
の
職
」と
い
っ
て
い
る
。
任
期
は
、

最
長
一
年
で
、
四
月
一
日
か
ら
三
月
三
一
日
ま
で
の
予
算
会
計
年
度
以
内
で
設

定
さ
れ
る
。
だ
か
ら
「
会
計
年
度
」
任
用
職
員
と
い
う
名
称
な
の
で
あ
る
。
な

お
採
用
の
た
び
に
、
一
月
の
条
件
付
採
用
期
間
が
置
か
れ
る
。

　

定
数
条
例
と
の
関
係
に
お
い
て
は
、
自
治
法
一
七
二
条
三
項
但
書
に
「
臨
時

又
は
非
常
勤
の
職
に
つ
い
て
は
、
こ
の
限
り
で
な
い
」
と
規
定
さ
れ
、
会
計
年

度
任
用
職
員
は
非
常
勤
の
職
を
占
め
る
こ
と
か
ら
、
定
数
外
職
員
と
し
て
扱
わ

れ
る
。

　

フ
ル
タ
イ
ム
と
パ
ー
ト
の
会
計
年
度
任
用
職
員
で
は
給
与
体
系
が
異
な
っ
て

設
計
さ
れ
、
フ
ル
タ
イ
ム
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
、
従
前
通
り
自
治
法
二
〇

四
条
が
適
用
さ
れ
、
生
活
給
と
し
て
の
給
料
と
、
期
末
・
勤
勉
手
当
、
扶
養
手

当
や
住
居
手
当
な
ら
び
に
退
職
手
当
等
の
諸
手
当
を
支
払
え
る
と
し
た
。一
方
、

パ
ー
ト
会
計
年
度
任
用
職
員
に
は
、
こ
れ
ま
た
従
前
通
り
、
自
治
法
二
〇
三
条

の
二
の
適
用
に
よ
り
、
生
活
保
障
的
な
要
素
を
含
ま
な
い
報
酬
と
、
費
用
弁
償

と
し
て
の
通
勤
費
に
加
え
て
、
六
月
以
上
勤
務
の
者
に
期
末
手
当
（
二
四
年
度



� 82

 

以
降
は
勤
勉
手
当
も
）
を
支
払
う
こ
と
が
で
き
る
と
し
て
い
る
。

　

こ
の
よ
う
に
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、所
定
勤
務
時
間
の
長
短
に
よ
り
、

給
与
体
系
を
違
え
る
な
ど
、
労
働
時
間
の
差
異
に
よ
る
賃
金
差
別
を
合
法
化
す

る
も
の
だ
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
非
正
規
公
務
員
を
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
ま

ま
使
用
す
る
こ
と
を
制
度
化
す
る
も
の
だ
っ
た
。
な
お
、
運
用
段
階
に
入
っ
て

か
ら
の
惨
事
に
つ
い
て
は
後
に
詳
述
す
る
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
は
、
非
正
規
公
務
員
に
様
々
な
不
利
益
を

も
た
ら
し
た
。

　

第
一
に
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
を
導
入
し
た
改
正
地
公
法
は
、
そ
の
制

定
か
ら
七
〇
年
目
に
し
て
、
は
じ
め
て
無
期
雇
用
の
正
規
と
異
な
る
仕
組
み
で

採
用
さ
れ
る
有
期
雇
用
の
非
正
規
と
い
う
公
務
員
の
採
用
方
法
を
定
め
た
も
の

で
あ
る
が
、そ
れ
は
百
万
人
を
優
に
超
え
る
地
方
自
治
体
の
非
正
規
公
務
員
に
、

そ
れ
ま
で
曖
昧
で
あ
っ
た
「
任
期
」
と
「
再
度
の
任
用
」
と
い
う
概
念
を
新
た

に
導
入
し
、「
再
度
の
任
用
」
に
関
す
る
仕
組
み
と
し
て
「
公
募
」
制
度
の
導
入

を
迫
る
も
の
だ
っ
た
。
そ
し
て
、
三
〜
五
年
に
一
度
訪
れ
る
公
開
公
募
を
き
っ

か
け
に
、
各
地
で
大
量
雇
止
め
を
発
生
さ
せ
た
。

　

第
二
に
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
者
と
の
間
で
給
与
体

系
を
違
え
た
こ
と
で
あ
る
。
パ
ー
ト
の
会
計
年
度
任
用
職
員
と
は
、「
そ
の
一
週

間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
が
常
時
勤
務
を
要
す
る
職
を
占
め
る
職
員
の
一

週
間
当
た
り
の
通
常
の
勤
務
時
間
に
比
し
短
い
時
間
で
あ
る
も
の
」（
地
公
法
二

二
条
の
二
第
一
項
一
号
）
と
規
定
さ
れ
る
が
、
勤
務
時
間
が
何
時
間
以
上
で
あ

れ
ば
、
常
勤
と
み
な
さ
れ
る
の
か
の
基
準
も
な
く
、
制
度
化
後
の
地
方
自
治
体

の
運
用
は
、
一
日
一
五
分
だ
け
短
い
と
い
う
疑
似
パ
ー
ト
が
横
行
す
る
結
果
と

な
っ
た
。
い
う
な
れ
ば
、会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と
は
、「
労
働
時
間
に
よ
る

差
別
の
合
法
化
」
で
あ
っ
た
。

　

そ
し
て
第
三
に
、
民
間
事
業
者
に
雇
用
さ
れ
る
非
正
規
労
働
者
で
あ
れ
ば
適

用
さ
れ
る
保
護
法
制
を
適
用
除
外
の
ま
ま
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

公
務
員
の
雇
用
関
係
は
、
雇
用
契
約
で
は
な
く
、
行
政
処
分
と
し
て
の
任
命

権
者
の
任
用
行
為
に
よ
っ
て
な
さ
れ
る
も
の
で
あ
る
と
解
釈
さ
れ
、
任
命
権
者

が
採
用
す
る
と
の
意
思
を
示
さ
な
い
限
り
、
任
期
が
更
新
さ
れ
る
こ
と
は
な
い

と
さ
れ
て
い
る
。
し
た
が
っ
て
、
労
働
契
約
法
は
、
雇
用
契
約
で
は
な
い
と
い

う
た
だ
一
点
の
理
由
で
非
適
用
と
な
り
、
そ
の
結
果
、
無
期
転
換
申
入
権
も
解

雇
ル
ー
ル
か
ら
も
排
除
さ
れ
て
い
る
。

　

い
う
な
れ
ば
「
偽
装
解
雇
の
法
定
化
」
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
ほ
か
、
労
働
基
準
法
一
四
条
二
項
・
三
項
が
適
用
除
外
さ
れ
、
同
条
二

項
に
も
と
づ
く
、「
有
期
労
働
契
約
の
締
結
、
更
新
及
び
雇
止
め
に
関
す
る
基

準
」（
二
〇
〇
三
年
一
〇
月
二
二
日
、厚
生
労
働
省
告
示
三
五
七
号
）
も
適
用
さ

れ
ず
、雇
止
め
の
予
告
（
同
第
一
条
）、雇
止
め
の
理
由
の
明
示
（
同
第
二
条
）、

契
約
期
間
に
つ
い
て
の
配
慮
（
同
第
三
条
）
に
つ
い
て
、
自
治
体
任
命
権
者
が

民
間
事
業
者
と
同
様
の
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
に
は
な
っ
て
お

ら
ず
、
契
約
を
更
新
し
な
い
場
合
の
予
告
や
理
由
の
明
示
等
は
な
さ
れ
ず
、
任

期
を
長
く
す
る
こ
と
な
ど
も
配
慮
さ
れ
な
い
。

　

二
〇
年
四
月
一
日
か
ら
始
ま
っ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
に
つ
い
て
、
当

時
の
総
務
省
公
務
員
部
長
は
、「
四
半
世
紀
以
上
課
題
と
な
っ
て
き
た
臨
時
・
非

常
勤
職
員
に
つ
い
て
の
制
度
構
築
を
実
現
し
た
も
の
で〈
中
略
〉適
正
な
任
用
・

勤
務
条
件
を
確
保
し
て
い
く
た
め
の
大
き
な
礎
と
な
る
も
の
」と
評
し
て
い
た
。

だ
が
こ
の
法
改
正
は
、
全
地
方
公
務
員
の
三
割
を
占
め
、
市
区
町
村
で
は
民
間

労
働
者
の
非
正
規
率
よ
り
も
高
い
、
四
割
以
上
を
占
め
る
非
正
規
公
務
員
の
現

状
を
省
み
る
こ
と
な
く
あ
つ
ら
え
ら
れ
た
も
の
だ
っ
た
。
処
遇
は
思
っ
た
よ
う

に
は
改
善
せ
ず
、
正
規
職
員
と
の
格
差
も
解
消
せ
ず
む
し
ろ
拡
大
し
た
。
成
績

（
6
）

（
7
）



83

特集 2　非正規公務員問題―会計年度任用職員制度の現状と課題

主
義
の
建
前
の
も
と
、
長
期
間
雇
用
さ
れ
て
き
た
ベ
テ
ラ
ン
の
非
正
規
公
務
員

が
狙
い
撃
ち
の
よ
う
に
雇
止
め
の
憂
き
目
に
あ
っ
て
い
る
。
期
待
は
落
胆
へ
と

変
わ
っ
て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

２　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
の
動
機

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
の
動
機
は
、
第
一
に
、
二
〇
〇
〇
年
代
に

入
っ
て
、
非
正
規
公
務
員
数
が
激
増
し
て
い
た
か
ら
で
あ
り
、
第
二
に
、
司
法

に
お
い
て
非
正
規
公
務
員
の
権
利
性
を
保
護
す
る
判
決
が
相
次
い
で
い
た
か
ら

で
あ
る
。

⑴　

非
正
規
公
務
員
数
の
増
大

　

正
規
の
地
方
公
務
員
数
が
最
も
多
か
っ
た
年
は
一
九
九
四
年
の
三
二
八
万
二

四
九
二
人
で
あ
っ
た
。
そ
れ
か
ら
二
〇
二
〇
年
ま
で
の
二
七
年
間
に
お
い
て
、

一
時
的
な
微
増
を
除
き
、
一
貫
し
て
地
方
公
務
員
数
は
減
り
続
け
、
二
〇
年
に

は
、
ピ
ー
ク
時
よ
り
約
五
二
万
人
少
な
い
二
七
六
万
二
〇
二
〇
人
、
率
に
し
て

約
一
六
％
減
少
し
た
（
第
1
表
）。

　

最
も
削
減
人
員
が
多
か
っ
た
年
は
、
〇
五
〜
〇
九
年
ま
で
の
五
年
間
で
、
二

二
万
八
四
九
一
人
、
率
に
し
て
七
・
〇
％
の
大
幅
削
減
と
な
っ
て
い
る
。

　

こ
れ
は
、
〇
五
年
三
月
に
国
（
総
務
省
）
が
地
方
自
治
体
に
対
し
、
〇
五
年

四
月
〜
〇
九
年
度
の
五
年
間
を
集
中
改
革
プ
ラ
ン
と
し
て
、
五
年
間
で
四
・

六
％
以
上
の
地
方
公
務
員
数
の
純
減
を
迫
り
、
一
方
で
国
の
意
向
を
忖
度
し
た

地
方
自
治
体
側
が
計
画
を
上
回
っ
て
正
規
公
務
員
数
を
削
減
し
た
か
ら
で
あ
っ

た
。

　

同
じ
く
〇
五
年
、
総
務
省
は
非
正
規
公
務
員
数
の
調
査
に
着
手
す
る
。
正
規

（
8
）

第 4図　会計年度任用職員制度（2020年 4月 1日施行時）

〔出所〕筆者作成。

旧地公法 改正地公法2020年施行時

特別職非常勤（旧3条3項3号） （省令で定める有識者等に限定）

一般職非常勤（現行17条）

 会計年度任用職員
　　・パート（22条の２第1項第1号）
　　　…報酬＋費用弁償＋期末手当
　　・フルタイム（22条の２第1項第2号）
　　　…給料＋諸手当・退職手当

臨時職員（旧22条） （常時勤務を要する職の欠員に限定）



� 84

 

の
削
減
が
非
正
規
の
増
大
を
招
く
こ
と
を
見
越
し
た
か
の
よ
う
な
対
応
だ
っ
た
。

　

総
務
省
で
は
、
二
〇
〇
〇
年
以
降
、
改
正
地
公
法
が
制
定
さ
れ
る
一
七
年
ま

で
の
間
で
、
任
期
六
月
以
上
、
週
勤
務
時
間
が
常
勤
職
員
の
半
分
（
約
二
〇
時

間
）
以
上
、
四
月
一
日
現
在
在
職
の
要
件
を
満
た
す
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
関

す
る
実
態
調
査
を
四
回
実
施
し
て
い
る
。
一
回
目
の
調
査
は
先
の
〇
五
年
に
実

施
さ
れ
た
「
都
道
府
県
、
政
令
指
定
都
市
及
び
市
町
村
等
の
臨
時
・
非
常
勤
職

員
数
」（
以
下
、二
〇
〇
五
年
総
務
省
調
査
）
で
、臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
数
が

全
国
で
約
四
六
万
人
で
あ
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
。
三
年
後
の
〇
八
年
に

二
回
目
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
調
査
（
以
下
、
二
〇
〇
八
年
総
務
省
調
査
）

を
実
施
し
、臨
時
・
非
常
勤
職
員
数
約
五
〇
万
人
と
い
う
数
字
を
出
し
て
い
る
。

三
年
間
で
四
万
人
、
一
割
増
と
い
う
こ
と
に
な
る
。
一
二
年
に
は
三
回
目
の
調

査
が
行
わ
れ
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
数
は
約
六
〇
万
人
と
な
り
、
〇
五
年
か

ら
の
七
年
間
で
一
四
万
人
、
三
割
以
上
も
増
加
し
た
。
そ
し
て
、
二
〇
一
六
年

総
務
省
調
査
で
は
約
六
四
万
人
で
、
〇
五
年
比
で
約
一
九
万
人
、
四
割
以
上
増

加
し
た
。
先
述
の
集
中
改
革
プ
ラ
ン
期
間
中
、
正
規
公
務
員
は
二
二
万
八
四
九

一
人
の
大
幅
削
減
だ
っ
た
が
、
同
期
間
を
含
む
〇
五
年
か
ら
一
二
年
に
か
け
て

非
正
規
公
務
員
は
一
四
万
七
七
四
二
人
増
で
、
約
六
五
％
は
非
正
規
に
よ
っ
て

カ
バ
ー
さ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
よ
う
な
非
正
規
公
務
員
数
の
増
大
が
、
非
正
規
公
務
員
の
法
的
位
置
づ

け
を
明
確
に
す
る
こ
と
へ
と
国
を
向
か
わ
し
て
い
っ
た
。

⑵　

相
次
ぐ
司
法
か
ら
の
指
摘

　

二
〇
〇
〇
年
代
に
入
っ
て
、
非
正
規
公
務
員
の
処
遇
の
改
善
や
雇
用
継
続
の

期
待
権
を
認
め
る
な
ど
の
裁
判
例
が
相
次
い
で
い
た
。
こ
れ
ら
が
国
を
し
て
非

第 1表　正規の地方公務員数の推移（1994-2020年）

年 職員数
減少数

減少数
年 人

1994 3,282,492 ― ― ―　
1999 3,232,158 1995‒99 ▲ 50,334 ‒1.5%

2004 3,083,597 2000‒04 ▲ 148,561 ‒4.5%

2009 2,855,106 2005‒09 ▲ 228,491 ‒7.0%

2014 2,743,654 2010‒14 ▲ 111,452 ‒3.9%

2019 2,740,653 2015‒19 ▲ 3,001 ‒0.1%

2020 2,762,020 ― ― 　 ―　
1994‒2020 ― 　 ― ▲ 520,472 ‒15.9%

〔出所〕総務省「地方公共団体定員管理調査結果」より筆者作成。
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正
規
公
務
員
を
法
的
に
位
置
づ
け
る
こ
と
の
促
進
材
料
に
な
っ
た
。

　

ま
ず
、
〇
七
年
一
〇
月
に
、
東
京
高
等
裁
判
所
で
中
野
区
非
常
勤
保
育
士
再

任
拒
否
事
件
の
判
決
が
出
さ
れ
て
い
た
。

　

裁
判
は
、
雇
止
め
に
あ
っ
た
五
人
の
保
育
士
が
提
訴
し
た
も
の
で
、
判
決
の

内
容
は
、
区
に
対
し
て
一
人
当
た
り
二
〇
〇
万
円
の
賠
償
金
を
支
払
え
と
い
う

も
の
で
あ
っ
た
。
雇
止
め
に
あ
っ
た
保
育
士
は
、
任
期
は
一
年
で
あ
る
も
の
の

六
〜
一
〇
年
も
の
長
期
に
わ
た
り
勤
続
し
て
お
り
、
ま
た
中
野
区
の
採
用
手
続

の
実
態
を
見
る
と
、採
用
通
知
書
も
出
さ
ず
、更
新
時
に
も
保
育
園
長
か
ら
「
来

年
も
や
っ
て
い
た
だ
け
ま
す
よ
ね
」
と
口
頭
で
意
向
を
確
か
め
ら
れ
て
い
る
だ

け
だ
っ
た
。
長
く
勤
め
て
い
た
保
育
士
が
、
次
年
度
以
降
も
雇
い
続
け
ら
れ
る

と
期
待
を
す
る
の
が
当
然
で
、
こ
の
よ
う
な
「
雇
用
継
続
の
期
待
権
」
を
中
野

区
は
裏
切
っ
た
の
だ
か
ら
、
雇
止
め
に
あ
っ
た
保
育
士
の
一
年
分
の
報
酬
に
相

当
す
る
二
〇
〇
万
円
を
支
払
え
、
と
い
う
も
の
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

こ
の
中
野
区
事
件
の
東
京
高
裁
判
決
の
画
期
的
な
と
こ
ろ
は
、
有
期
雇
用
の

非
正
規
公
務
員
で
も
雇
用
継
続
の
期
待
権
が
生
じ
、
そ
の
侵
害
は
損
害
賠
償
の

対
象
で
あ
る
と
し
た
こ
と
で
あ
る
。

　

翌
〇
八
年
の
東
村
山
市
事
件
判
決
は
常
勤
・
非
常
勤
の
区
分
要
素
を
め
ぐ
っ

て
争
わ
れ
た
。
同
事
件
は
非
常
勤
嘱
託
職
員
に
一
時
金
や
退
職
金
が
支
給
さ
れ

る
の
は
不
法
な
支
出
で
あ
る
と
し
た
損
害
賠
償
請
求
の
住
民
訴
訟
で
あ
る
が
、

東
京
高
裁
は
、
週
勤
務
時
間
が
常
勤
職
員
の
約
半
分
の
非
常
勤
職
員
で
あ
っ
て

も
常
勤
職
員
と
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
者
は
常
勤
の
職
員
と
み
な
す
べ
き
で
あ

り
、
こ
れ
ら
非
常
勤
職
員
へ
の
一
時
金
等
の
支
給
は
違
法
で
は
な
い
と
判
示
し

た
。

　

さ
ら
に
一
〇
年
に
は
大
阪
府
の
茨
木
市
事
件
、枚
方
市
事
件
の
判
決
が
あ
り
、

こ
こ
で
も
非
常
勤
職
員
へ
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
を
容
認
す
る
と
判
断
さ
れ

た
。
と
く
に
枚
方
市
事
件
で
は
、
大
阪
高
裁
が
非
常
勤
職
員
で
も
勤
務
時
間
が

常
勤
職
員
の
四
分
の
三
に
相
当
す
る
時
間
以
上
を
勤
務
し
て
い
る
者
は
非
常
勤

で
は
な
く
、
常
勤
で
あ
る
と
判
示
し
た
。

　

さ
ら
に
、
一
三
年
の
大
分
県
の
中
津
市
事
件
で
あ
る
。
こ
れ
は
常
勤
職
員
と

同
じ
勤
務
時
間
で
三
三
年
間
勤
め
た
常
勤
的
非
常
勤
の
学
校
司
書
に
よ
る
退
職

金
請
求
事
件
で
、
一
審
の
大
分
地
裁
で
は
原
告
は
敗
訴
し
た
も
の
の
、
福
岡
高

裁
は
中
津
市
に
対
し
一
〇
八
〇
万
円
の
退
職
金
の
支
払
い
を
命
じ
た
。
中
津
市

で
は
、
一
般
職
職
員
の
退
職
手
当
支
給
条
例
は
制
定
し
て
い
た
も
の
の
、
一
審

原
告
は
特
別
職
非
常
勤
と
し
て
任
用
さ
れ
て
い
た
も
の
で
あ
り
、
退
職
手
当
条

例
の
適
用
は
な
い
と
被
告
中
津
市
は
主
張
し
て
い
た
が
、
福
岡
高
裁
は
、
労
働

者
性
を
有
す
る
職
員
、
つ
ま
り
一
定
の
業
務
に
携
わ
り
労
働
の
対
価
と
し
て
報

酬
を
支
給
さ
れ
、
使
用
者
の
指
揮
命
令
監
督
下
に
入
る
者
は
特
別
職
で
は
な
く

一
般
職
の
職
員
な
の
だ
か
ら
、
中
津
市
は
地
公
法
の
解
釈
を
誤
っ
て
原
告
を
特

別
職
と
し
て
任
用
し
た
の
で
あ
り
、
原
告
は
本
来
一
般
職
な
の
だ
か
ら
退
職
手

当
条
例
の
適
用
が
あ
る
と
し
、
中
津
市
に
退
職
手
当
の
支
払
を
命
じ
た
の
で
あ

る
（
最
高
裁
判
所
で
逆
転
敗
訴
）。

　

こ
れ
ら
の
裁
判
例
で
明
ら
か
に
な
っ
た
事
項
は
、
次
の
よ
う
に
、
ま
と
め
ら

れ
よ
う
。

　

① 　

自
治
法
二
〇
四
条
に
規
定
す
る
「
常
勤
の
職
員
」
の
要
件
は
、
勤
務
時
間
の
長
短
に

か
か
わ
ら
ず
常
勤
の
職
員
と
同
じ
職
務
（
常
勤
の
職
）
に
つ
い
て
い
る
こ
と
で
あ
る
。

ま
た
勤
務
時
間
の
観
点
か
ら
は
、
常
勤
の
職
員
に
割
り
振
ら
れ
た
勤
務
時
間
の
四
分
の

三
以
上
の
勤
務
時
間
を
勤
務
す
る
者
は
、
常
勤
の
職
員
と
み
な
さ
れ
る
。

　

② 　

有
期
任
用
の
非
正
規
公
務
員
で
あ
っ
て
も
雇
用
継
続
の
期
待
権
は
生
じ
る
。た
だ
し
、

任
用
制
度
の
も
と
で
は
雇
用
の
継
続
に
直
結
す
る
も
の
で
は
な
く
、
賠
償
請
求
の
対
象

に
と
ど
ま
る
。

　

③ 　

労
働
者
性
の
あ
る
非
正
規
公
務
員
は
、
一
般
職
の
職
員
と
し
て
採
用
さ
れ
な
け
れ
ば

（
9
）

（
10
）

（
11
）

（
12
）

（
13
）
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な
ら
な
い
。

第
二
章　

地
方
公
務
員
の
非
正
規
化
の
現
在

１　

�

非
正
規
公
務
員
依
存
を
高
め
る
地
方
自
治
体�
�

―
「
量
の
非
正
規
」

　

二
〇
年
四
月
一
日
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施
行
に
あ
わ
せ
総
務
省
が

実
施
し
た
「
地
方
公
務
員
の
会
計
年
度
任
用
職
員
等
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に

関
す
る
調
査
結
果
（
同
年
四
月
一
日
現
在
）」（
以
下
、
二
〇
二
〇
年
総
務
省
調

査
）
に
よ
る
と
、
従
前
の
人
数
カ
ウ
ン
ト
対
象
要
件
（
任
期
六
月
以
上
、
週
勤

務
時
間
一
九
時
間
二
五
分
以
上
）を
満
た
す
非
正
規
公
務
員（
会
計
年
度
任
用
、

臨
時
的
任
用
、
特
別
職
非
常
勤
）
は
六
九
万
四
四
七
三
人
で
、
二
〇
一
六
年
総

務
省
調
査
か
ら
約
五
・
一
万
人
、
八
％
増
え
て
い
た
。
要
件
付
非
正
規
率
（
要

件
付
非
正
規
公
務
員
数
／
正
規
＋
要
件
付
非
正
規
公
務
員
数
）
は
二
〇
％
で
あ

る
。

　

同
調
査
で
は
、
は
じ
め
て
上
記
対
象
要
件
未
満
の
非
正
規
公
務
員
の
実
数
も

調
べ
た
が
、
そ
の
人
数
は
四
三
万
一
二
七
三
人
に
及
ぶ
こ
と
も
判
明
し
た
。
そ

の
結
果
、
非
正
規
（
臨
時
・
非
常
勤
）
職
員
数
の
実
数
（
要
件
を
満
た
す
・
要

件
以
下
の
合
計
）
は
、
一
一
二
万
五
七
四
六
人
で
あ
っ
た
。

　

こ
の
実
数
に
も
と
づ
く
全
自
治
体
に
お
け
る
実
数
非
正
規
率
（
非
正
規
公
務

員
実
数
／
正
規
＋
非
正
規
公
務
員
実
数
）
は
二
九
・
〇
％
と
求
め
ら
れ
る
の
だ

が
、
住
民
に
最
も
身
近
な
市
区
町
村
で
実
数
非
正
規
率
を
求
め
る
と
、
政
令
市

を
含
む
市
区
町
村
で
は
四
〇
・
〇
％
、
政
令
市
を
除
く
市
区
町
村
で
は
四
四
・

一
％
と
な
っ
て
い
た
。

　

日
本
全
体
の
労
働
者
の
非
正
規
率
は
、総
務
省
「
労
働
力
調
査
」（
二
〇
年
四

月
分
）
に
よ
る
と
、
非
正
規
の
職
員
・
従
業
員
は
二
〇
一
九
万
人
で
三
六
％
で

あ
る
。「
労
働
力
調
査
基
礎
調
査
表
の
記
入
の
仕
方
」
に
は
、「
非
正
規
」
と
は

「
就
業
の
時
間
や
日
数
に
関
わ
り
な
く
、勤
め
先
で
『
パ
ー
ト
タ
イ
マ
ー
』、『
ア

ル
バ
イ
ト
』
又
は
そ
れ
ら
に
近
い
名
称
で
呼
ば
れ
て
い
る
人
」
等
と
あ
り
、
二

〇
二
〇
年
総
務
省
調
査
の
実
数
の
対
象
者
と
同
じ
で
あ
る
。
つ
ま
り
市
区
町
村

の
非
正
規
率
は
、日
本
の
労
働
者
の
平
均
非
正
規
率
を
上
回
り
、「
職
員
の
約
半

分
は
非
正
規
」
と
い
う
実
態
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
施
行
後
に
お
い
て
は
、
地
方
公
務
員
の
非
正
規
化

状
況
は
、
ど
の
よ
う
に
な
っ
て
い
る
の
か
。
直
近
の
「
令
和
六
年
度　

会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
等
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
に
関
す
る
調
査
結
果
」（
以
下
、二

〇
二
四
年
総
務
省
調
査
）
に
も
と
づ
き
作
成
し
た
の
が
第
2
表
で
あ
る
。

　

実
数
ベ
ー
ス
で
一
一
九
万
五
一
二
一
人
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
施
行
後

の
四
年
間
で
約
七
万
人
増
加
し
、
実
数
非
正
規
率
は
二
九
・
八
％
に
上
昇
し
、

政
令
市
を
含
む
市
区
町
村
で
は
四
〇
・
七
％
、
政
令
市
を
除
く
市
区
町
村
で
は

四
四
・
三
％
と
、
非
正
規
依
存
の
ト
レ
ン
ド
は
変
わ
ら
な
い
。

　

さ
ら
に
二
〇
二
四
年
総
務
省
調
査
か
ら
職
種
別
正
規
・
非
正
規
比
率
を
算
出

し
て
み
て
み
る
と
（
第
3
表
）、学
校
医
等
の
特
別
職
非
常
勤
が
多
く
を
占
め
る

医
師
を
除
く
と
、
図
書
館
職
員
、
給
食
調
理
員
の
四
人
中
三
人
、
保
育
士
は
二

人
に
一
人
以
上
は
非
正
規
公
務
員
な
の
で
あ
る
。

　

別
の
職
種
別
の
統
計
資
料
を
見
る
と
、
と
り
わ
け
非
正
規
化
が
進
展
し
て
い

る
相
談
支
援
業
で
は
、
た
と
え
ば
女
性
相
談
支
援
員
の
約
九
割
は
非
常
勤
で
あ

る
（
二
四
年
四
月
一
日
現
在
、
厚
生
労
働
省
社
会
・
援
護
局
総
務
課
女
性
支
援
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第 ２表　自治体階層別非正規公務員実数と非正規割合（2024年 4月 1日現在）
任期 6月以
上かつ 1週
当たり勤務
時間19時間
25分以上

A

左記要件未
満の臨時非
常勤職員数

B

全非正規
公務員実数
（A＋B）

正規公務員数
C

要件有
非正規割合
A/（A＋C）

 （％）

実数
非正規割合
（A＋B）/
（A＋B＋C）

 （％）
都道府県 176,687 122,402 299,089 1,432,094 11.0 17.3

政令市 76,713 71,079 147,792 361,879 17.5 29.0

市区 387,629 219,896 607,525 777,093 33.3 43.9

町村 85,197 36,298 121,495 138,095 38.2 46.8

一部事務組合等 16,198 3,022 19,220 102,581 13.6 15.8

合計 742,424 452,697 1,195,121 2,811,742 20.9 29.8

政令市含む市区町村 876,812 1,277,067 40.7

政令市除く市区町村 729,020 915,188 44.3

〔出所〕　 非正規公務員の数値は、総務省「令和 6年度地方公務員の会計年度任用職員等の臨時・非
常勤職員に関する調査結果」、正規公務員の数値は総務省「令和 6年地方公共団体定員管理
調査」（2024年 4月 1日現在）から筆者作成。

第 3表　職種別正規・非正規比率（2024年 4月 1日現在、単位：人）
職種 全非正規公務員実数 正規公務員

（一部事務
組合除く）

非正規割合
（％）会計年度任用 特別職 臨時的任用

一般事務職員 270,623 259,947 3,878 6,798 738,724 26.8
技術職員 11,333 10,199 615 519 202,123 5.3
医師 76,915 10,886 65,825 204 20,781 78.7
医療技術員 29,482 19,806 9,217 459 46,744 38.7
看護師等 44,783 44,287 45 451 138,691 24.4
保育士等 118,012 117,148 7 857 94,735 55.5
給食調理員 40,791 40,358 0 433 12,922 75.9
その他技能労務職員 80,072 78,047 656 1,369 50,934 61.1
教員・講師 170,643 96,113 173 74,357 718,244 19.2
図書館職員 24,746 24,541 21 184 7,873 75.9
その他 233,599 186,682 45,599 1,318 443,595 34.5
合計 1,100,999 981,068 126,036 86,949 2,475,366 30.8
〔備考〕　 1）  正規公務員の職種の分類については、「地方公共団体定員管理調査結果」の「第 4表 職

種別職員数」の区分・職員数を再分類したもの。
　　　　 2）  正規公務員の図書館員は、定員管理調査の司書（補）・学芸員（補）の数値。
　　　　 3）  正規公務員の職種別数値の内、一部事務組合分の職種別人数は除く（2024年での人数

は未公表のため）。
〔出所〕　第 2表に同じ。
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室
調
べ
）。
国
家
資
格
化
し
た
消
費
生
活
相
談
員
で
は
、「
定
数
内
職
員
」
と
い

わ
れ
る
正
規
公
務
員
は
七
一
人
で
全
体
の
二
・
五
％
に
過
ぎ
ず
、「
定
数
外
職

員
」
と
い
わ
れ
る
非
正
規
公
務
員
の
相
談
員
は
二
七
三
四
人
で
九
七
・
五
％
を

占
め
る
（
二
四
年
四
月
一
日
現
在
、消
費
者
庁
調
べ
）。
さ
ら
に
、放
課
後
児
童

支
援
員
の
六
六
・
六
％
（
二
三
年
こ
ど
も
家
庭
庁
調
べ
）、ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ

ラ
ー
は
全
員
が
会
計
年
度
任
用
職
員
で
あ
る
。

２　

�

公
務
の
非
正
規
化
は
な
ぜ
生
じ
た
の
か�
�

―
非
正
規
化
の
三
タ
イ
プ

　

そ
も
そ
も
非
正
規
公
務
員
は
、
い
か
な
る
要
因
を
も
っ
て
こ
れ
ほ
ど
増
え
て

き
た
の
だ
ろ
う
か
。

　

前
述
の
よ
う
に
、
正
規
の
地
方
公
務
員
数
の
ピ
ー
ク
は
一
九
九
四
年
（
全
自

治
体
で
三
二
八
万
二
四
九
二
人
）
で
あ
っ
た
。
一
方
、
非
正
規
公
務
員
数
に
関

わ
る
国
の
調
査
は
行
わ
れ
て
お
ら
ず
、唯
一
、全
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
（
以

下
、
自
治
労
）
の
組
織
基
本
調
査
が
あ
り
、
九
四
年
の
同
調
査
で
は
、
全
国
の

臨
時
・
非
常
勤
職
員
数
は
少
な
く
と
も
二
三
万
四
五
六
七
人
と
報
告
し
て
い

る
。
両
調
査
を
対
比
さ
せ
る
と
、
九
四
年
の
正
規
・
非
正
規
割
合
は
お
よ
そ
九

三
対
七
と
な
る
。

　

二
〇
二
四
年
の
正
規
公
務
員
数
は
二
八
一
万
一
七
四
二
人
な
の
で
、
一
九
九

四
年
か
ら
二
〇
二
四
年
ま
で
の
三
〇
年
間
で
四
七
万
七
五
〇
人
減
少
し
た
こ
と

に
な
る
。
一
方
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
は
、
要
件
ベ
ー
ス
で
み
る
と
五
〇
万
七

七
六
七
人
、
実
数
ベ
ー
ス
で
九
六
万
四
六
四
人
増
加
し
、
正
規
・
非
正
規
比
率

は
七
対
三
と
な
っ
た
（
第
5
図
）。

　

人
数
で
み
る
と
、
こ
の
三
〇
年
間
で
、
臨
時
・
非
常
勤
職
員
と
い
わ
れ
て
き

第 5図　正規公務員と非正規公務員数・割合（1994年、2024年）

〔出所〕　総務省（自治省）「定員管理調査」、全日本自治団体労働組合「組織基本調査」より筆者作成。
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た
非
正
規
公
務
員
は
正
規
公
務
員
の
削
減
を
補
っ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
増
加
要

因
は
そ
れ
だ
け
で
は
な
い
。
筆
者
は
、
非
正
規
公
務
員
の
増
加
タ
イ
プ
を
以
下

の
三
つ
に
分
類
し
、
説
明
し
て
い
る
。

　

① 　

代
替
型

―
急
速
に
非
正
規
公
務
員
が
増
加
し
て
い
る
の
は
、
正
規
か
ら
非
正
規
へ

の
置
き
換
え
が
進
ん
で
い
る
か
ら
で
あ
る
。
こ
こ
で
は
こ
の
現
象
を
代
替
型
と
呼
ぶ
こ

と
と
す
る
。
代
替
型
の
背
景
に
は
、
地
方
自
治
体
の
財
政
ひ
っ
迫
の
影
響
か
ら
公
務
員

を
削
減
し
つ
づ
け
て
き
た
と
い
う
問
題
が
あ
る
。

　
　

 　

総
務
省
調
査
か
ら
の
推
移
を
み
て
も
、
〇
五
年
か
ら
二
四
年
の
二
〇
年
間
で
、
要
件

付
非
正
規
公
務
員
数
は
二
八
万
六
五
八
四
人
増
、
一
方
、
正
規
公
務
員
は
二
三
万
三
七

三
人
減
で
、
非
正
規
増
と
正
規
減
の
推
移
は
平
仄
が
あ
っ
て
い
る
の
で
あ
る
（
第
4
表

参
照
）。

　
　

 　

こ
の
代
替
型
に
分
類
さ
れ
る
職
種
は
、
事
務
職
員
、
保
育
士
、
教
員
・
講
師
、
図
書

館
員
等
が
該
当
す
る
。

　

② 　

補
充
型

―
既
存
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
か
か
る
行
政
需
要
が
増
え
た
と
い
う
問
題
が

あ
る
。
増
加
す
る
行
政
需
要
に
対
し
、
正
規
で
は
な
く
非
正
規
で
充
当
す
る
方
法
を
、

こ
こ
で
は
補
充
型
と
呼
ぶ
こ
と
と
す
る
。

　
　

 　

た
と
え
ば
保
育
サ
ー
ビ
ス
の
よ
う
に
、
少
子
化
な
の
に
認
可
保
育
園
に
入
れ
な
い
待

機
児
童
が
大
量
に
発
生
し
て
い
る
と
い
う
問
題
で
あ
る
。
待
機
児
童
発
生
の
も
と
で
、

保
育
所
と
保
育
士
が
足
り
な
い
こ
と
が
露
呈
し
、
正
規
職
の
保
育
士
で
は
な
く
、
非
正

規
の
保
育
士
を
配
置
す
る
と
い
う
方
法
が
取
ら
れ
て
き
た
。
公
立
保
育
所
の
保
育
士
の

非
正
規
率
が
五
割
を
超
え
る
の
は
こ
の
た
め
で
あ
る
。

　
　

 　

さ
ら
に
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
（
以
下
、
Ｃ
Ｗ
と
表
記
）
で
あ
る
。
社
会
の
貧

困
化
の
な
か
で
生
活
保
護
受
給
者
が
急
増
し
た
。
法
律
上
は
、
Ｃ
Ｗ
一
人
が
担
当
す
る

生
活
保
護
世
帯
数
は
福
祉
事
務
所
設
置
市
で
は
八
〇
世
帯
が
標
準
だ
が
、
そ
れ
で
済
ま

せ
ら
れ
る
地
方
自
治
体
は
ほ
と
ん
ど
な
く
、
ま
ず
は
生
活
保
護
の
決
定
・
廃
止
に
関
与

し
な
い
面
接
相
談
業
務
を
非
正
規
化
し
、
そ
の
分
の
正
規
職
員
を
訪
問
調
査
に
あ
た
る

地
域
担
当
Ｃ
Ｗ
に
あ
て
て
き
た
。
専
任
の
生
活
保
護
面
接
相
談
員
の
五
七
％
は
い
ま
や

非
正
規
で
あ
る（
一
六
年
福
祉
事
務
所
人
員
体
制
調
査
）。
そ
れ
で
も
人
員
が
不
足
す
る

場
合
は
、
地
域
担
当
Ｃ
Ｗ
そ
の
も
の
も
非
正
規
で
補
充
す
る
よ
う
に
な
る
。
た
と
え
ば

釧
路
市
は
、「
地
域
生
活
支
援
員
」
と
い
う
名
称
の
非
常
勤
Ｃ
Ｗ
を
採
用
し
、軽
易
ケ
ー

ス
に
該
当
す
る
高
齢
保
護
世
帯
を
中
心
に
二
五
〇
〜
二
八
〇
ケ
ー
ス
を
受
け
持
た
せ
て

い
る
。
東
京
の
八
王
子
市
で
も
、
〇
六
年
度
に
正
規
Ｃ
Ｗ
一
人
が
受
け
持
つ
保
護
利
用

世
帯
数
が
一
五
七
世
帯
と
な
り
、
同
年
か
ら
、
満
六
五
歳
以
上
の
高
齢
保
護
世
帯
を
訪

問
し
て
生
活
保
護
業
務
を
実
施
す
る
非
正
規
の「
訪
問
等
専
門
員
」を
配
置
し
て
い
る
。

　

③ 　

新
規
需
要
型

―
新
た
な
公
共
サ
ー
ビ
ス
需
要
に
対
し
、
正
規
公
務
員
を
配
置
す
る

の
で
は
な
く
、
最
初
か
ら
非
正
規
公
務
員
を
採
用
し
て
配
置
す
る
こ
と
も
あ
る
。
先
に

指
摘
し
た
消
費
生
活
相
談
員
や
婦
人
相
談
員
の
よ
う
な
相
談
支
援
業
務
は
こ
の
典
型
例

第
4
表
　
非
正
規
公
務
員
数
・
非
正
規
割
合
の
推
移

年
2005

2008
2012

2016
2020

2023
2024

2005‒2024増
減

非
正
規
公
務
員
数
（
要
件
付
）

455,840
499,302

603,582
643,131

694,473
742,725

742,424
286,584

正
規
公
務
員
数

3,042,122
2,899,378

2,768,913
2,737,263

2,762,020
2,801,596

2,811,749
‒230,373

非
正
規
割
合
（
要
件
付
）

13.0%
14.7%

17.9%
19.0%

20.1%
21.0%

20.9%
7.9ポ

イ
ン
ト
増

〔
備
考
〕　

1
）  要

件
と
は
、

1
回
の
任
期
が

6
月
以
上
、
週
勤
務
時
間
が
常
勤
の
半
分
以
上
。

　
　
　
　

2
）  年

は
、
総
務
省
の
臨
時
非
常
勤
職
員
調
査
の
実
施
年
に
あ
わ
せ
た
。

〔
出
所
〕　

 正
規
公
務
員
数
は
総
務
省
定
員
管
理
調
査
、
非
正
規
公
務
員
数
は
総
務
省
臨
時
非
常
勤
職
員
調
査
か
ら
筆
者
作
成
。
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で
あ
る
。

　
　

 　

す
な
わ
ち
相
談
支
援
行
政
は
、
当
初
か
ら
、
圧
倒
的
に
非
正
規
公
務
員
に
よ
っ
て
担

わ
れ
て
き
た
の
で
あ
る
。

３　

非
正
規
化
す
る
専
門
職
―
質
の
非
正
規

⑴　

ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
前
提
の
正
規
公
務
員

　

仕
事
が
増
え
る
の
に
正
規
公
務
員
は
減
ら
さ
れ
る
。
こ
れ
に
対
処
す
る
た
め

に
、
非
正
規
公
務
員
が
活
用
さ
れ
て
き
た
わ
け
だ
が
、
正
規
公
務
員
の
働
き
方

も
大
き
く
変
貌
し
た
。
正
規
公
務
員
が
減
少
す
る
な
か
で
、
正
規
公
務
員
一
人

あ
た
り
が
担
う
仕
事
の
領
域
が
拡
大
さ
れ
た
の
で
あ
る
。
こ
れ
を
実
現
す
る
た

め
に
、
正
規
公
務
員
を
何
で
も
で
き
る
ジ
ュ
ネ
ラ
リ
ス
ト
と
し
て
育
成
す
る
た

め
に
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
が
強
化
さ
れ
た
。

　

正
規
公
務
員
数
が
減
少
に
転
じ
た
一
九
九
四
年
か
ら
三
年
後
の
九
七
年
に
、

旧
自
治
省
は
「
個
々
の
職
員
の
持
つ
能
力
を
最
大
限
に
発
揮
さ
せ
る
こ
と
を
人

事
管
理
の
目
的
の
一
つ
と
し
て
明
確
に
位
置
づ
け
」「
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ

ン
を
通
じ
て
様
々
な
職
場
を
バ
ラ
ン
ス
よ
く
経
験
す
る
こ
と
で
、
視
野
や
知

識
・
技
術
を
幅
広
く
深
い
も
の
と
し
て
い
く
」
こ
と
を
地
方
自
治
体
に
求
め
る

こ
と
を
通
知
す
る
。
そ
し
て
、
福
祉
職
や
司
書
職
と
い
う
専
門
職
採
用
枠
は
、

少
な
く
と
も
一
般
市
に
お
い
て
は
廃
止
さ
れ
て
い
き
、
本
来
、
長
期
間
の
業
務

経
験
を
要
す
る
専
門
職
に
も
、
汎
用
性
の
あ
る
一
般
行
政
職
採
用
の
正
規
公
務

員
の
異
動
で
配
置
す
る
よ
う
に
な
る
。
こ
の
結
果
、「
福
祉
行
政
の
体
制
を
構
築

す
る
う
え
で
は
、地
域
住
民
の
ニ
ー
ズ
を
正
確
に
把
握
し
て
い
る
こ
と
が
重
要
」

「
そ
う
し
た
ニ
ー
ズ
に
は
地
域
特
性
が
深
く
か
か
わ
っ
て
く
る
た
め
、な
る
べ
く

長
く
同
じ
人
物
が
福
祉
行
政
に
関
わ
っ
た
方
が
、
持
続
性
、
効
率
性
の
観
点
か

ら
は
好
ま
し
い
と
直
感
的
に
は
考
え
ら
れ
る
し
、
現
場
で
も
そ
の
よ
う
に
認
め

ら
れ
て
い
る
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
異
動
が
制
度
化
さ
れ
て
い
る
こ
と
で
、
そ

う
し
た
福
祉
行
政
を
敷
く
こ
と
が
難
し
く
な
っ
て
」
し
ま
っ
た
の
で
あ
る
。

　

一
方
で
、
長
い
業
務
経
験
を
要
し
、
資
格
さ
え
も
要
求
さ
れ
る
専
門
職
は
異

動
を
前
提
と
す
る
人
事
制
度
と
相
容
れ
な
い
も
の
と
な
り
、
畢
竟
、
異
動
す
る

こ
と
の
な
い
非
正
規
職
と
な
っ
て
い
く
。
同
時
に
、
内
部
で
育
成
す
る
よ
り
、

労
働
市
場
か
ら
ス
ポ
ッ
ト
的
に
調
達
す
る
ほ
う
が
、
即
戦
力
と
し
て
の
期
待
に

も
適
う
と
い
う
こ
と
に
な
る
。

　

つ
ま
り
、
非
正
規
公
務
員
問
題
を
は
じ
め
公
務
員
制
度
を
め
ぐ
る
諸
問
題
の

根
源
に
、「
様
々
な
公
務
需
要
に
対
応
す
べ
き
公
務
員
モ
デ
ル
と
し
て
徹
底
的
に

メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
の
何
で
も
で
き
る
が
何
も
で
き
な
い
総
合
職
モ
デ
ル
し
か

用
意
さ
れ
て
い
な
い
こ
と
」
が
あ
っ
た
の
で
あ
る
。

　

以
下
に
、
い
く
つ
か
事
例
を
紹
介
し
よ
う
。

⑵　

�

ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
非
正
規
で
補
わ
れ
る�

�

児
童
相
談
所
の
虐
待
対
応
体
制

　

た
と
え
ば
児
童
相
談
所
の
職
員
体
制
で
あ
る
。
児
童
相
談
所
に
配
置
さ
れ
る

職
員
は
児
童
福
祉
司
と
い
う
資
格
を
要
す
る
。
こ
の
資
格
は
国
家
資
格
で
は
な

く
、
児
童
福
祉
法
一
三
条
三
項
に
列
挙
さ
れ
た
要
件
を
満
た
し
た
職
員
の
中
か

ら
配
置
さ
れ
る
任
用
資
格
で
あ
る
。

　

第
5
表
で
二
〇
年
度
の
全
国
の
児
童
相
談
所
に
配
置
さ
れ
て
い
る
児
童
福
祉

司
の
任
用
資
格
状
況
を
み
る
と
、「
大
学
で
関
連
科
目
の
単
位
を
取
得
（
二
号
）」

（
一
三
四
三
人
、
三
〇
％
）
や
「
社
会
福
祉
主
事
を
二
年
以
上
経
験
」（
三
五
五

人
、
八
％
）
と
い
う
、
大
学
学
部
教
養
課
程
で
開
設
さ
れ
る
科
目
の
単
位
を
三

（
14
）

（
15
）

（
16
）
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つ
以
上
取
得
し
た
い
わ
ゆ
る
三
科
目
主
事
や
、「
同
等
以
上
の
能
力
を
有
す
る
と

認
め
ら
れ
る（
八
号
）」と
い
う
専
門
性
が
あ
る
と
は
言
い
難
い
要
件
で
任
命
さ

れ
る
者
（
四
六
三
人
、
一
〇
％
）
が
、
あ
わ
せ
て
二
一
六
一
人
、
四
八
％
を
占

め
て
い
る
。
こ
れ
ら
の
職
員
の
多
く
は
一
般
行
政
職
と
し
て
採
用
さ
れ
、
役
所

内
の
人
事
異
動
で
配
置
さ
れ
た
非
専
門
職
員
で
あ
る
。
そ
れ
が
児
童
福
祉
司
の

半
数
近
く
を
占
め
る
。

　

増
加
す
る
児
童
虐
待
相
談
や
過
酷
な
虐
待
事
例
に
対
応
す
る
た
め
、
た
し
か

に
都
道
府
県
・
政
令
市
・
児
童
相
談
所
設
置
自
治
体
は
、
児
童
相
談
所
の
人
員

確
保
に
動
い
て
い
る
。
だ
が
そ
の
結
果
、
二
〇
二
〇
年
度
で
は
業
務
経
験
三
年

未
満
の
児
童
福
祉
司
が
五
一
％
、
五
年
未
満
で
は
六
七
％
を
占
め
る
よ
う
に

な
っ
て
し
ま
っ
た
。

　

業
務
経
験
が
浅
い
の
は
、
専
門
職
性
が
尊
ば
れ
る
は
ず
の
児
童
福
祉
司
さ
え

も
が
、
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
に
巻
き
込
ま
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

大
阪
市
の
児
童
相
談
所
で
三
〇
年
以
上
勤
務
経
験
の
あ
る
Ｎ
Ｐ
Ｏ
法
人
「
児

童
虐
待
防
止
協
会
」
の
津
崎
哲
郎
理
事
長
（
当
時
）
は
、「
現
場
は
経
験
の
浅
い

職
員
ば
か
り
。
二
年
ほ
ど
前
か
ら
研
修
は
充
実
し
て
き
た
が
、
ど
ん
な
に
研
修

し
て
も
次
々
と
職
員
は
変
わ
っ
て
い
く
。
児
相
の
専
門
性
へ
の
認
識
が
人
事
担

当
者
に
欠
け
て
い
る
」
と
嘆
い
て
い
た
。

　

す
な
わ
ち
児
童
福
祉
司
の
三
分
の
二
以
上
が
経
験
年
数
五
年
未
満
の
非
専
門

職
員
で
占
め
ら
れ
て
い
る
の
は
、
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
を
前
提
と
す
る

公
務
員
人
事
の
弊
害
を
ま
と
も
に
受
け
て
い
る
か
ら
だ
。

　

公
務
員
削
減
と
増
加
す
る
行
政
需
要
へ
の
対
処
を
並
立
さ
せ
る
た
め
、
公
務

員
人
事
は
、
異
動
に
よ
り
広
範
に
職
務
を
経
験
さ
せ
る
と
い
う
Ｏ
Ｊ
Ｔ
を
基
本

と
す
る
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
養
成
型
ジ
ョ
ブ
・
ロ
ー
テ
ー
シ
ョ
ン
と
な
っ
た
。
正

規
公
務
員
は
三
年
程
度
で
異
動
す
る
。
そ
の
延
長
線
上
で
、
長
期
の
業
務
経
験

（
17
）

第 ５表　児童福祉司任用区分一覧
児童福祉
司等養成
校卒業又
は知事指
定講習会
の課程修
了者（ 1
号）

大学で所
定 3科目
の単位取
得

（ 2号）

医師
（ 3号）

社会福
祉士
（ 4号）

公認心
理士

（ 5号）

精神保健
福祉士
（ 6号）

社会福祉
主事経験
2年以上
（ 7号）

同等以上
の能力
（ 8号）

合計

2020年 4月 1日
現在 295 1,343 0 1,908 97 92 355 463 4,553

％ 7 30 0 42 2 2 8 10 100

2019年 4月 1日
現在 271 1,126 0 1,638 ― ― 321 461 3,817

％ 7 29 0 43 ― ― 8 12 100

2018年 4月 1日
現在 245 1,028 0 1,326 ― ― 263 363 3,225

％ 8 32 0 41 ― ― 8 11 100

〔出所〕　各年度の全国児童福祉主管課長・児童相談所長会議資料から筆者作成。
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を
要
し
広
範
な
異
動
に
不
適
な
専
門
職
の
正
規
採
用
は
敬
遠
さ
れ
、
専
門
資
格

職
は
非
正
規
職
員
で
賄
わ
れ
て
き
た
。

　

た
と
え
ば
茨
城
県
の
児
童
相
談
所
で
は
、
増
加
す
る
児
童
虐
待
通
告
等
に
対

処
す
る
た
め
、
専
門
職
を
非
正
規
公
務
員
と
し
て
採
用
す
る
こ
と
に
よ
り
体
制

を
拡
充
し
、
二
〇
年
度
で
は
、
県
内
児
童
相
談
所
の
職
員
約
二
六
〇
人
の
う
ち

四
割
が
非
正
規
と
な
っ
て
い
た
。
な
か
で
も
児
童
福
祉
司
や
児
童
心
理
司
の
資

格
要
件
を
持
つ
非
正
規
職
員
は
、
正
規
職
員
が
非
専
門
職
と
し
て
異
動
で
配
置

さ
れ
る
な
か
に
あ
っ
て
、
即
戦
力
と
し
て
虐
待
相
談
へ
の
対
応
な
ど
に
あ
た
っ

て
き
た
。

　

し
か
し
一
八
年
く
ら
い
か
ら
、
非
正
規
公
務
員
を
採
用
す
る
求
人
を
出
し
て

も
応
募
が
少
な
く
、
人
材
を
確
保
し
き
れ
な
く
な
っ
た
。
そ
こ
で
茨
城
県
は
、

虐
待
や
障
害
へ
の
対
応
と
い
う
責
任
の
重
い
難
し
い
仕
事
を
非
正
規
公
務
員
に

頼
る
の
は
限
界
と
判
断
し
、
二
一
年
度
に
は
一
五
人
を
正
規
職
員
と
し
て
採
用

し
た
。

　

茨
城
県
に
限
ら
ず
、
児
童
福
祉
司
の
非
専
門
性
の
弊
害
に
気
付
い
た
児
童
相

談
所
設
置
自
治
体
で
は
、
福
祉
専
門
職
採
用
を
復
活
す
る
よ
う
に
な
っ
て
き
て

い
る
。
二
〇
年
度
の
正
規
職
員
採
用
は
、
①
福
祉
全
般
に
関
す
る
専
門
職
（
児

童
家
庭
福
祉
関
係
以
外
に
高
齢
者
福
祉
、
障
害
者
福
祉
等
）
で
は
二
五
都
道
府

県
二
〇
政
令
市
三
中
核
市
、
②
児
童
家
庭
福
祉
関
係
に
限
定
し
た
福
祉
専
門
職

（
児
童
相
談
所
以
外
に
児
童
心
理
治
療
施
設
、婦
人
相
談
所
等
）
で
は
六
県
、③

児
童
相
談
所
に
限
定
し
た
専
門
職
で
は
一
〇
都
県
二
政
令
市
二
中
核
市
で
あ
る
。

　

正
規
公
務
員
の
異
動
と
専
門
職
を
非
正
規
に
頼
る
人
員
体
制
は
す
で
に
限
界

に
き
て
い
る
。

⑶　

完
全
非
正
規
依
存
の
市
区
町
村
の
家
庭
児
童
相
談

　

あ
ま
り
よ
く
知
ら
れ
て
い
な
い
こ
と
な
の
だ
が
、
児
童
虐
待
を
含
め
た
児
童

相
談
の
第
一
義
の
窓
口
は
、
児
童
相
談
所
で
は
な
く
市
区
町
村
で
あ
る
。
〇
四

年
の
改
正
児
童
福
祉
法
で
、児
童
相
談
は
市
区
町
村
の
業
務
と
位
置
づ
け
ら
れ
、

市
区
町
村
は
子
育
て
に
関
す
る
全
般
的
な
相
談
に
対
応
す
る
と
と
も
に
、
虐
待

の
未
然
防
止
や
早
期
発
見
に
つ
と
め
、
虐
待
さ
れ
て
い
る
ま
た
は
虐
待
の
お
そ

れ
の
あ
る
要
保
護
児
童
の
状
況
を
調
査
し
、
要
保
護
児
童
な
ら
び
に
保
護
者
に

対
す
る
援
助
を
実
施
し
、
一
時
保
護
所
等
を
退
所
し
た
児
童
に
つ
い
て
関
係
機

関
と
連
絡
を
取
り
な
が
ら
ア
フ
タ
ー
ケ
ア
を
進
め
る
な
ど
、
児
童
相
談
全
般
へ

の
対
応
も
進
め
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
第
一
線
現
場
と
位
置
づ
け
ら
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
地
方
自
治
体
で
は
、
正
規
公
務
員
の
削
減
が
進
む
な
か
で
専
門
職

の
確
保
も
難
し
く
、
児
童
虐
待
な
ど
の
困
難
な
事
例
へ
の
対
応
を
非
正
規
公
務

員
で
あ
る
家
庭
児
童
相
談
員
に
依
存
し
て
進
め
て
き
た
の
で
あ
る
。

　

第
6
表
に
示
し
た
よ
う
に
、
市
区
自
治
体
の
虐
待
対
応
窓
口
の
職
員
七
三
八

六
人
中
四
四
九
四
人
（
六
一
％
）、
ほ
ぼ
三
人
中
二
人
は
業
務
経
験
三
年
未
満

で
、正
規
公
務
員
に
限
っ
て
み
る
と
、四
八
五
六
人
中
三
一
六
三
人
（
六
五
％
）

は
業
務
経
験
三
年
未
満
の
職
員
で
あ
る
。
こ
れ
は
正
規
公
務
員
が
、
三
年
程
度

で
異
動
す
る
こ
と
が
影
響
し
て
い
る
。

　

そ
の
一
方
で
、
業
務
経
験
は
、
任
期
一
年
で
雇
止
め
の
危
機
に
常
に
晒
さ
れ

て
い
る
非
正
規
公
務
員
で
あ
る
家
庭
児
童
相
談
員
に
蓄
積
さ
れ
て
い
る
。
区
分

別
に
ま
と
め
て
み
る
と
、
児
童
相
談
所
が
あ
る
指
定
都
市
・
中
核
市
を
除
く
す

べ
て
の
市
区
で
、
一
〇
年
以
上
の
業
務
経
験
を
有
す
る
職
員
は
、
非
正
規
が
正

規
を
人
数
の
上
で
同
じ
か
（
市
・
区
人
口
三
〇
万
人
以
上
）、上
回
る
（
市
・
区

人
口
三
〇
万
人
未
満
）。
人
口
一
〇
万
人
未
満
の
市
・
区
で
は
、経
験
年
数
三
年

（
18
）

（
19
）
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以
上
の
職
員
の
過
半
（
五
三
％
）
が
、
任
期
一
年
で
雇
わ
れ
る
ベ
テ
ラ
ン
の
非

正
規
職
員
な
の
で
あ
る
。

　

こ
れ
ら
の
数
値
は
、
二
年
前
の
一
八
年
調
査
と
比
べ
る
と
担
当
す
る
者
の
人

数
は
増
え
、
こ
の
う
ち
正
規
は
非
正
規
を
上
回
っ
て
増
員
し
て
い
る
も
の
の
、

な
お
非
正
規
依
存
と
い
う
状
況
は
抜
け
出
て
い
な
い
。

　

〇
四
年
の
児
童
福
祉
法
改
正
の
際
の
議
員
修
正
で
、
同
法
一
〇
条
四
項
と
し

て
、「
市
町
村
は
、こ
の
法
律
に
よ
る
事
務
を
適
切
に
行
う
た
め
に
必
要
な
体
制

の
整
備
に
努
め
る
と
と
も
に
、
当
該
事
務
に
従
事
す
る
職
員
の
人
材
の
確
保
及

び
資
質
の
向
上
の
た
め
に
必
要
な
措
置
を
講
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
」
と
い
う

条
文
が
付
加
さ
れ
て
い
た
。
だ
が
、
専
門
的
技
術
を
要
す
る
職
員
は
、
役
所
内

の
広
範
な
異
動
に
な
じ
ま
な
い
こ
と
を
理
由
に
し
て
、
職
務
限
定
の
非
正
規
職

と
し
て
の
採
用
で
済
ま
さ
れ
て
き
た
。

　

児
童
虐
待
は
突
然
に
起
こ
る
も
の
で
は
な
く
、
一
つ
ひ
と
つ
の
家
族
に
刻
ま

れ
た
歴
史
か
ら
生
み
出
さ
れ
る
。
児
童
虐
待
は
対
症
療
法
的
措
置
で
は
根
本
的

解
決
に
は
至
ら
ず
、
継
続
的
な
見
守
り
や
家
族
と
の
信
頼
関
係
の
構
築
が
必
要

と
な
る
。
だ
か
ら
広
域
行
政
体
の
都
道
府
県
に
置
か
れ
る
児
童
相
談
所
で
は
な

く
、
基
礎
的
自
治
体
の
市
区
町
村
が
第
一
義
的
責
任
を
担
う
こ
と
と
な
っ
た
。

と
こ
ろ
が
、
長
期
ス
パ
ン
で
観
察
す
る
こ
と
を
要
す
る
業
務
に
あ
た
る
家
庭
児

第
６
表
　
市
区
自
治
体
虐
待
対
応
担
当
窓
口
職
員
の
常
勤
・
非
常
勤
別
業
務
経
験
年
数
（

2020年
4
月
1
日
）

配
置
人
数

正
規
・
非
正
規
別

％
業
務
経
験
年
数

3
年
未
満

業
務
経
験
年
数

3
年
以
上

6月
未
満

6月
～

1
年
未
満

1～
2年

未
満

2～
3年

未
満

3年
未
満

計
割
合

3～
5年

未
満

5～
10年
未
満

10年
以
上

3年
以
上

計
割
合

指
定
都
市
・
児
童

相
談
所
設
置
市

1,792
正
規

1,393
77.7

324
13

273
222

832
59.7

252
207

102
561

73.6

非
正
規

399
22.3

99
10

46
43

198
49.6

58
78

65
201

26.4

市
・
区
人
口

30万
人
以
上

1,209
正
規

831
68.7

235
7

184
126

552
66.4

142
107

30
279

62.0

非
正
規

378
31.3

69
16

75
47

207
54.8

69
72

30
171

38.0

市
・
区
人
口

10万
以
上

30万
人
未
満

1,889
正
規

1,195
63.3

338
37

249
181

805
67.4

213
138

39
390

56.9

非
正
規

694
36.7

135
35

115
113

398
57.3

102
126

68
296

43.1

市
・
区
人
口

10万
人
未
満

2,496
正
規

1,437
57.6

378
34

321
241

974
67.8

241
180

42
463

46.6

非
正
規

1,059
42.4

210
34

157
127

528
49.9

195
210

126
531

53.4

市
区
町
村
計

7,386
正
規

4,856
65.7

1,275
91

1,027
770

3,163
65.1

848
632

213
1,693

58.5

非
正
規

2,530
34.3

513
95

393
330

1,331
52.6

424
486

289
1,199

41.5

〔
出
所
〕　
こ
ど
も
家
庭
庁
「
平
成

30年
度
市
町
村
の
虐
待
対
応
担
当
窓
口
等
の
状
況
調
査
結
果
」
を
筆
者
加
工
。
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童
相
談
員
は
、
雇
用
不
安
を
惹
起
す
る
細
切
れ
雇
用
で
、
そ
の
処
遇
も
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
水
準
の
非
正
規
公
務
員
な
の
で
あ
る
。

　

児
童
虐
待
が
増
え
続
け
、
過
酷
事
例
が
続
出
す
る
の
は
、
児
童
相
談
の
第
一

義
窓
口
と
な
っ
た
市
町
村
の
職
員
体
制
整
備
が
進
ん
で
い
な
い
た
め
で
は
な
い

の
か
。
こ
れ
で
は
児
童
虐
待
に
行
政
は
対
処
し
て
い
な
い
と
の
誹
り
を
受
け
ざ

る
を
え
な
い
。

第
三
章　
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
も
た
ら
し
た
不
利
益

　

非
正
規
公
務
員
に
希
望
を
も
っ
て
迎
え
ら
れ
た
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
で

あ
っ
た
が
、
実
行
段
階
に
入
る
と
、
同
制
度
へ
の
評
価
は
失
望
へ
と
転
換
し
て

い
っ
た
。
い
っ
た
い
何
が
起
こ
っ
た
の
だ
ろ
う
か
。

１　

期
末
手
当
支
給
分
の
月
例
給
の
引
き
下
げ

　

会
計
年
度
任
用
職
員
を
は
じ
め
と
す
る
非
正
規
公
務
員
は
、
地
方
自
治
体
が

提
供
す
る
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
幹
的
職
員
な
の
だ
が
、
そ
の
処
遇
は
会
計
年
度

任
用
職
員
制
度
施
行
後
も
著
し
く
劣
悪
な
も
の
で
、
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
る

よ
う
に
な
っ
た
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
正
規
職
員
と
の
間
の
格
差
は
固
定
さ
れ
た

ま
ま
と
な
っ
た
。

　

二
〇
二
〇
年
総
務
省
調
査
か
ら
推
計
で
き
る
年
収
は
、
第
7
表
に
示
し
た
よ

う
に
、
一
般
事
務
職
員
で
は
一
八
六
万
七
四
九
六
円
（
平
均
時
給
九
八
三
円
、

平
均
勤
務
日
数
二
〇
日
、
平
均
勤
務
時
間
数
七
時
間
か
ら
推
計
で
き
る
月
収
は

一
三
万
七
六
二
〇
円
、
平
均
支
給
期
末
手
当
は
二
一
万
六
〇
五
六
円
）
で
、
図

書
館
職
員
で
二
〇
一
万
二
七
二
円
、
消
費
生
活
相
談
員
二
三
五
万
二
七
七
円
で

あ
る
。
こ
れ
に
対
し
正
規
公
務
員
は
六
四
四
万
一
二
四
六
円
（
総
務
省
「
令
和

二
年
地
方
公
務
員
給
与
実
態
調
査
結
果
」
よ
り
筆
者
推
計
）
で
、
四
分
の
一
強

か
ら
三
分
の
一
強
の
年
収
水
準
で
あ
る
。
義
務
教
育
の
会
計
年
度
任
用
職
員
の

非
常
勤
の
教
員
・
講
師
で
正
規
教
員
の
四
割
強
、
臨
時
的
任
用
の
臨
時
講
師
で

五
割
強
、
保
育
所
保
育
士
で
約
四
割
、
看
護
師
・
保
健
師
で
四
割
弱
で
あ
る
。

非
正
規
の
給
食
調
理
員
と
清
掃
作
業
員
は
一
般
事
務
職
員
と
並
ん
で
賃
金
水
準

が
低
い
部
類
に
入
り
、
し
た
が
っ
て
同
職
種
の
格
差
も
拡
大
し
、
三
割
前
後
と

な
っ
て
い
る
。

　

期
末
手
当
の
支
給
に
よ
る
改
善
効
果
は
ど
れ
ほ
ど
の
も
の
だ
っ
た
の
か
。
会

計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
前
の
一
八
年
四
月
一
日
の
職
種
別
正
規
・
非
正
規

賃
金
格
差
状
況
と
比
較
す
る
と
、一
般
事
務
職
員
の
正
規
・
非
正
規
間
格
差
は
、

一
八
年
が
、
非
常
勤
職
員
に
つ
い
て
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
た
場
合
と
し
て
得
ら

れ
る
推
計
年
収
額
が
一
七
三
万
六
四
六
〇
円
で
、
正
規
職
員
の
推
計
年
収
の
二

七
・
一
％
水
準
だ
っ
た
の
に
対
し
、
二
〇
年
は
、
実
際
に
支
払
わ
れ
た
で
あ
ろ

う
月
例
給
の
一
二
ヵ
月
分
と
期
末
手
当
を
合
算
し
た
年
収
水
準
が
一
八
六
万
七

四
九
六
円
で
、
正
規
職
員
の
年
収
換
算
額
と
の
対
比
に
お
い
て
は
二
九
・
一
％

に
な
り
二
ポ
イ
ン
ト
分
縮
小
し
た
に
過
ぎ
な
い
。他
の
職
種
も
同
様
の
傾
向
で
、

期
末
手
当
支
給
後
に
お
い
て
よ
う
や
く
一
八
年
の
非
常
勤
か
つ
フ
ル
タ
イ
ム
の

推
計
年
収
水
準
と
並
ぶ
と
い
う
も
の
で
あ
っ
た
。

　

な
ぜ
こ
の
よ
う
に
正
規
・
非
正
規
間
格
差
は
固
定
さ
れ
た
の
で
あ
ろ
う
か
。

そ
れ
は
期
末
手
当
支
給
に
よ
る
改
善
分
が
、
月
例
給
を
減
額
す
る
こ
と
で
吸
収

さ
れ
、
そ
の
効
果
は
微
々
た
る
も
の
と
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

二
〇
二
〇
年
総
務
省
調
査
に
よ
る
と
、「
給
料
（
報
酬
）
水
準
が
、制
度
導
入

前
の
報
酬
の
水
準
に
比
べ
て
減
額
と
な
っ
た
職
種
が
あ
る
か
」
を
地
方
自
治
体
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に
尋
ね
、
回
答
団
体
数
二
九
六
〇
団
体
中
、
七
〇
三
団
体
、
二
三
・
八
％
で
、

月
例
給
水
準
減
額
の
措
置
を
実
施
し
た
と
回
答
し
て
い
る
。

　

多
く
の
地
方
自
治
体
が
講
じ
た
、
期
末
手
当
を
支
給
す
る
が
月
例
給
を
下
げ

る
と
い
う
措
置
は
、
国
家
的
詐
欺
行
為
で
あ
る
。
な
ぜ
な
ら
期
末
手
当
支
給
分

の
財
源
は
、
法
改
正
を
主
導
し
、
地
方
自
治
体
に
会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
期

末
手
当
の
支
払
い
を
義
務
づ
け
た
国
（
総
務
省
）
が
地
方
交
付
税
と
い
う
形
で

第
７
表
　
職
種
別
正
規
・
非
正
規
年
収
格
差
（

2020年
4
月

1
日
現
在
、
単
位
：
円
）

非
正
規
公
務
員

正
規
公
務
員

格
差
　

X
/Y

推
計
月
収

 A
（

a×
ｂ
×

ｃ
）

平
均
期
末
手

当
支
給
額
　

B

年
収
換
算
額

（
A×

12月
＋

B）…
X
月
例
給
与
平

均
額
（

C）
期
末
手
当
平

均
額
（

D
）

年
収
換
算
額

（
C×

12月
+D
）…

Y
平
均
時
給

a

平
均

勤
務

日
数

/
月

 b

平
均

勤
務

時
時

間
/日

 
c

一
般
事
務
職
員

137,620
983

20
7

216,056
1,867,496

400,860
1,630,926

6,441,246
29.0%

図
書
館
職
員

149,100
1,065

20
7

221,072
2,010,272

31.2%

消
費
生
活
相
談
員

174,312
1,614

18
6

258,533
2,350,277

36.5%

教
員
・
講
師
（
義
務
教
育
）

215,740
1,541

20
7

222,266
2,811,146

409,003
1,783,762

6,691,798
42.0%

臨
時
教
員
（
義
務
教
育
）

261,865
1,609

21
7.75

568,455
3,710,832

55.5%

教
員
・
講
師（
義
務
教
育
以
外
）

202,160
1,444

20
7

236,943
2,662,863

431,414
1,869,293

7,046,261
37.8%

臨
時
教
員
（
義
務
教
育
以
外
）

268,049
1,647

21
7.75

592,971
3,809,562

54.1%

保
育
所
保
育
士

162,260
1,159

20
7

278,830
2,225,950

336,629
1,419,449

5,458,997
40.8%

給
食
調
理
員

134,995
1,015

19
7

221,750
1,841,690

349,134
1,576,832

5,766,440
31.9%

清
掃
作
業
員

149,100
1,065

20
7

219,464
2,008,664

407,408
1,687,127

6,576,023
30.5%

看
護
師

169,456
1,424

17
7

280,608
2,314,080

378,048
1,455,767

5,992,343
38.6%

保
健
師

173,859
1,461

17
7

253,028
2,339,336

39.0%

〔
出
所
〕　

 非
正
規
公
務
員
の
数
値
は

2020総
務
省
調
査
の
様
式
3
Ｂ

 職
種
別
の
給
料
（
報
酬
）
額
等
の
状
況
よ
り
。
正
規
公
務
員
の
数
値
は
、
総
務
省
「
令
和
2
年
地
方
公
務
員
給
与
実

態
調
査
結
果
」。
な
お
、
正
規
公
務
員
の
保
育
士
の
数
値
は
福
祉
職
で
あ
る
。
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そ
れ
ぞ
れ
の
自
治
体
に
配
分
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

一
九
年
一
二
月
二
〇
日
、
国
（
総
務
省
）
は
二
〇
年
度
地
方
財
政
対
策
を
公

表
し
、
期
末
手
当
等
の
支
給
原
資
と
し
て
約
一
七
〇
〇
億
円
を
地
方
交
付
税
と

し
て
措
置
す
る
と
し
、
あ
わ
せ
て
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
に
伴
い

必
要
と
な
る
財
源
が
確
保
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
を
踏
ま
え
」「
単
に
財

政
上
の
制
約
の
み
を
理
由
と
し
て
、
期
末
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
抑
制
を
図
る

こ
と
や
、
新
た
に
期
末
手
当
を
支
給
す
る
一
方
で
給
料
や
報
酬
に
つ
い
て
抑
制

を
図
る
こ
と
は
、
法
改
正
の
趣
旨
に
沿
わ
な
い
」
こ
と
を
通
知
し
た
。

　

と
こ
ろ
が
先
に
指
摘
し
た
よ
う
に
、
全
国
で
四
分
の
一
の
地
方
自
治
体
で
、

財
政
補
塡
の
あ
る
期
末
手
当
を
支
給
す
る
一
方
で
月
例
給
を
引
き
下
げ
、
こ
の

期
末
手
当
原
資
の
財
源
を
他
の
予
算
項
目
に
流
用
し
た
の
で
あ
る
。

　

総
務
省
も
月
例
給
削
減
と
い
う
事
態
は
放
置
で
き
な
い
と
し
て
、
二
〇
年
一

月
三
〇
日
、「
財
政
上
の
制
約
を
理
由
と
し
て
、合
理
的
な
理
由
な
く
短
い
勤
務

時
間
を
設
定
し
、フ
ル
タ
イ
ム
で
の
任
用
に
つ
い
て
抑
制
を
図
る
こ
と
」「
一
日

当
た
り
一
五
分
間
短
く
す
る
な
ど
、わ
ず
か
に
短
く
設
定
す
る
こ
と
」「
新
た
に

期
末
手
当
を
支
給
す
る
一
方
で
、
給
料
や
報
酬
を
削
減
す
る
こ
と
」
は
改
正
法

の
趣
旨
か
ら
不
適
切
で
あ
る
と
重
ね
て
通
知
し
た
。
だ
が
自
治
体
の
側
は
こ
れ

に
応
じ
ず
、
期
末
手
当
の
原
資
に
な
る
べ
き
地
方
交
付
税
増
額
分
を
他
の
使
途

に
流
用
す
る
た
め
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
月
例
給
を
引
き
下
げ
て
支
給
す
る

こ
と
を
組
み
込
ん
だ
二
〇
年
度
予
算
案
を
議
会
に
上
程
し
、
議
会
は
問
題
意
識

な
く
新
年
度
予
算
を
成
立
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

２　

パ
ー
ト
化
圧
力

―
労
働
時
間
差
別
の
実
態

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
の
移
行
に
際
し
て
、
パ
ー
ト
化
圧
力
が
高
ま
っ

た
。

　

移
行
前
の
二
〇
一
六
年
総
務
省
調
査
で
は
、
①
任
期
六
月
以
上
（
見
込
み
含

む
）、②
週
勤
務
時
間
が
常
勤
職
員
の
半
分
（
一
九
時
間
二
二
・
五
分
）
以
上
、

③
四
月
一
日
在
職
者
と
い
う
要
件
を
満
た
す
非
正
規
職
員
は
六
四
万
三
一
三
一

人
で
、
こ
の
う
ち
フ
ル
タ
イ
ム
（
週
勤
務
時
間
三
八
時
間
四
五
分
）
勤
務
者
は

二
〇
万
二
七
六
四
人
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者
と
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
者
の
割
合

は
、
そ
れ
ぞ
れ
三
一
・
五
％
、
六
八
・
五
％
で
、
三
人
に
一
人
は
フ
ル
タ
イ
ム

勤
務
の
非
正
規
公
務
員
だ
っ
た
。

　

と
こ
ろ
が
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
へ
移
行
す
る
と
、
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
者

は
一
三
万
八
一
〇
九
人
（
会
計
年
度
任
用
職
員
六
万
九
六
一
一
人
、
臨
時
的
任

用
職
員
六
万
八
四
九
八
人
）、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
勤
務
者
は
五
五
万
六
三
六
四
人

（
会
計
年
度
任
用
職
員
五
五
万
二
六
九
五
人
、
特
別
職
非
常
勤
職
員
三
六
六
九

人
）
と
な
り
、フ
ル
タ
イ
ム
（
一
九
・
九
％
）、パ
ー
ト
タ
イ
ム
（
八
〇
・
一
％
）

で
、
フ
ル
タ
イ
ム
は
五
人
に
一
人
へ
と
減
少
し
た
。
会
計
年
度
任
用
職
員
だ
け

を
と
り
だ
せ
ば
、フ
ル
タ
イ
ム
一
一
・
二
％
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
八
八
・
八
％
で
、

フ
ル
タ
イ
ム
は
一
〇
人
に
一
人
ま
で
減
少
し
て
い
る
。
直
近
の
二
〇
二
四
年
総

務
省
調
査
で
も
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
割
合
は
会
計
年
度
任
用
職
員
六
六
万
人
の

う
ち
七
万
二
〇
三
〇
人
（
一
〇
・
九
％
）
で
あ
る
。

　

パ
ー
ト
化
と
い
っ
て
も
、「
疑
似
パ
ー
ト
」
と
判
断
さ
れ
る
よ
う
な
勤
務
時
間

で
働
く
パ
ー
ト
の
会
計
年
度
任
用
職
員
は
少
な
い
規
模
と
は
い
え
な
い
。

　

第
8
表
は
そ
の
状
況
を
表
し
た
も
の
で
、
二
〇
年
に
お
い
て
は
、
全
自
治
体

合
計
で
は
、
週
勤
務
時
間
が
三
七
時
間
三
〇
分
以
上
、
す
な
わ
ち
一
日
の
勤
務

時
間
が
常
勤
よ
り
一
五
分
だ
け
短
い
だ
け
の
「
疑
似
パ
ー
ト
」
の
会
計
年
度
任

用
職
員
は
六
万
六
四
二
九
人
、
一
〇
・
七
％
と
な
っ
て
い
る
。
こ
の
傾
向
は
止

ま
ら
ず
、二
四
年
調
査
で
も
、五
万
四
六
一
六
人
（
八
・
三
％
）
が
「
疑
似
パ
ー

（
20
）

（
21
）
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ト
」
な
の
で
あ
る
。

　

で
は
な
ぜ
パ
ー
ト
化
圧
力
が
高
ま
っ
た
の
か
。
一
つ
の
理
由
は
、
退
職
手
当

請
求
権
の
発
生
を
避
け
る
た
め
で
あ
る
。
多
く
の
地
方
自
治
体
の
退
職
手
当
支

給
条
例
は
、
支
給
要
件
と
し
て
①
常
時
職
員
と
同
じ
勤
務
時
間
以
上
勤
務
し
た

日
が
月
に
一
八
日
以
上
あ
る
、
②
継
続
し
て
一
年
以
上
在
職
し
て
い
る
、
と
し

て
い
る
。
し
た
が
っ
て
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
会
計
年
度
任
用
職
員
で
あ
れ
ば
当

該
条
例
が
適
用
と
な
る
の
で
、
退
職
手
当
請
求
権
が
発
生
す
る
。
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
導
入
前
は
、
非
正
規
公
務
員
に
退
職
金
を
支
払
わ
な
い
方
法
は
、

継
続
在
職
期
間
が
一
年
を
超
え
な
い
よ
う
任
用
期
間
に
一
日
だ
け
雇
わ
な
い
日

（
空
白
期
間
）を
置
く（
た
と
え
ば
任
用
期
間
を
四
月
一
日
か
ら
翌
年
三
月
三
〇

日
ま
で
）
と
い
う
取
り
扱
い
が
な
さ
れ
て
き
た
。
と
こ
ろ
が
一
七
年
の
地
公
法

改
正
で
、
空
白
期
間
を
置
く
こ
と
が
で
き
な
く
な
っ
た
た
め
（
地
公
法
二
二
条

の
二
第
六
項
）、そ
の
代
替
措
置
と
し
て
、フ
ル
タ
イ
ム
で
な
く
パ
ー
ト
と
し
て

採
用
す
る
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。
い
わ
ば
一
五
分
だ
け
短
い「
空
白
時
間
」

を
置
く
よ
う
に
な
っ
た
の
で
あ
る
。

３　

実
施
さ
れ
な
か
っ
た
遡
及
改
定

　

労
働
基
本
権
制
約
の
も
と
に
お
け
る
人
事
院
勧
告
制
度
に
お
い
て
は
、
人
事

院
は
毎
年
四
〜
五
月
に
実
施
さ
れ
る
官
民
の
給
与
実
態
調
査
に
も
と
づ
き
、
夏

に
人
事
院
勧
告
を
行
い
、
そ
の
後
、
通
常
は
期
末
勤
勉
手
当
に
か
か
る
債
権
債

務
が
確
定
す
る
一
二
月
一
日
を
前
に
給
与
法
が
改
正
さ
れ
る
。

　

こ
こ
で
問
題
と
な
る
の
が
給
与
改
定
時
期
で
あ
る
。

　

民
間
事
業
者
に
お
い
て
は
春
闘
期
に
賃
金
改
定
交
渉
を
行
い
、
労
働
協
約
の

締
結
を
へ
て
、
四
月
に
賃
金
改
定
が
行
わ
れ
る
と
い
う
仕
組
み
と
な
っ
て
い
る

第 ８表　 1日15分勤務時間が短いパートタイム会計年度任用職員の任用件数（単位：人）
2020 21 22 23 24

1 日あたり15分短い勤務時間の
職への任用件数（A）※ 1 66,429 55,662 56,573 58,154 54,616

会計年度任用職員数（B）※ 2 ･ 3 ･ 4 622,306 622,306 622,306 661,901 661,368

（A）/（B）（単位：％） 10.7 8.9 9.1 8.8 8.3

※ 1　 令和 2年度調査では「全ての職」を調査対象としたが、令和 3年度以降は現在の「調査対象
部門・職種（13部門・職種）における全ての職」としている。

※ 2　 任用期間が 6ヵ月以上かつ 1週間当たりの勤務時間が常勤職員の半分（19時間25分）以上の
会計年度任用職員をカウント。

※ 3　 令和 2年度から令和 4年度は、直近である令和 2年度に実施した「地方公務員の臨時・非常
勤職員に関する調査」における令和 2年 4月 1日時点の職員数を計上。

※ 4　 令和 5年度から令和 6年度は、本調査における該当年度の 4月 1日時点の職員数を計上。
〔出所〕　総務省「令和 6年度会計年度任用職員制度の施行状況に関する調査結果（施行状況等）」
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が
、
公
務
員
の
場
合
は
、
給
与
決
定
制
度
特
有
の
問
題
と
し
て
、
給
与
法
の
改

正
を
ま
っ
て
賃
金
改
定
が
行
わ
れ
、
そ
の
給
与
法
改
正
が
一
〇
〜
一
一
月
と
い

う
の
が
常
態
と
な
っ
て
い
た
た
め
、
そ
の
年
の
四
月
に
遡
及
改
定
を
行
い
、
一

二
月
に
四
月
か
ら
の
改
定
差
額
分
を
支
払
う
と
い
う
方
式
が
長
年
取
ら
れ
て
き

た
。

　

二
三
年
の
人
事
院
勧
告
で
は
、
民
間
春
闘
の
賃
金
改
定
状
況
か
ら
プ
ラ
ス
改

定
と
な
る
こ
と
が
明
ら
か
に
な
っ
た
た
め
、
国
・
地
方
自
治
体
に
勤
務
す
る
非

正
規
公
務
員
の
給
与
改
定
に
つ
い
て
、
正
規
公
務
員
と
同
様
に
四
月
に
遡
っ
て

改
定
す
る
取
り
扱
い
と
す
る
こ
と
が
求
め
ら
れ
た
。

　

ま
ず
人
事
院
は
、
二
三
年
三
月
二
二
日
、
国
の
非
常
勤
職
員
の
給
与
に
関
す

る
指
針
を
改
正
し
、
常
勤
職
員
と
の
均
衡
を
よ
り
一
層
確
保
す
る
こ
と
を
目
的

と
し
て
、「
一
般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
第
二
二
条
第
二
項
の
非
常
勤

職
員
に
対
す
る
給
与
に
つ
い
て
」（
給
実
甲
第
一
〇
六
四
号
）
を
改
正
し
、「
一

般
職
の
職
員
の
給
与
に
関
す
る
法
律
等
の
改
正
に
よ
り
常
勤
職
員
の
給
与
が
改

定
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
非
常
勤
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
改
定
さ
れ
た
常

勤
職
員
の
給
与
の
種
類
そ
の
他
の
改
定
の
内
容
及
び
当
該
非
常
勤
職
員
の
任

期
、
勤
務
形
態
等
を
考
慮
の
上
当
該
常
勤
職
員
の
給
与
の
改
定
に
係
る
取
扱
い

に
準
じ
て
改
定
す
る
よ
う
努
め
る
こ
と
」
を
追
加
し
た
。

　

こ
れ
を
受
け
、
総
務
省
公
務
員
部
は
、
二
三
年
五
月
二
日
、「
常
勤
職
員
の
給

与
改
定
が
行
わ
れ
た
場
合
に
お
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
に
係
る
取
扱

い
に
つ
い
て
」（
総
行
給
第
二
一
号
、令
和
五
年
五
月
二
日
）
を
通
知
し
、そ
の

な
か
で
、「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
等
に
向
け
た
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア

ル
」（
以
下
、「
マ
ニ
ュ
ア
ル
」
と
い
う
）
に
次
の
項
目
を
加
筆
し
た
。

　

○ 　

常
勤
職
員
の
給
与
が
改
定
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
の
取

扱
い
に
つ
い
て
は
、
改
定
さ
れ
た
常
勤
職
員
の
給
与
の
種
類
そ
の
他
の
改
定
の
内
容
及

び
当
該
会
計
年
度
任
用
職
員
の
任
期
、
勤
務
形
態
等
を
考
慮
の
上
、
給
与
改
定
の
実
施

時
期
を
含
め
、
当
該
常
勤
職
員
の
給
与
の
改
定
に
係
る
取
扱
い
に
準
じ
た
改
定
を
基
本

と
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

○ 　

な
お
、
給
与
改
定
の
実
施
時
期
を
常
勤
職
員
に
準
じ
る
こ
と
と
す
る
会
計
年
度
任
用

職
員
の
範
囲
に
つ
い
て
は
、
国
の
取
扱
い
を
参
考
に
し
つ
つ
、
各
地
方
公
共
団
体
の
実

情
を
踏
ま
え
、
適
切
に
設
定
し
て
い
た
だ
き
た
い
。

　

さ
ら
に
二
三
年
一
二
月
二
七
日
に
は
、「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
適
正
な

運
用
等
に
つ
い
て
」
と
題
す
る
総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部
長
通
知
を
発
出

し
、そ
の
な
か
で
、「
常
勤
職
員
の
給
与
が
改
定
さ
れ
た
場
合
に
お
け
る
会
計
年

度
任
用
職
員
の
給
与
に
つ
い
て
は
、
改
定
の
実
施
時
期
を
含
め
、
常
勤
職
員
の

給
与
の
改
定
に
係
る
取
扱
い
に
準
じ
て
改
定
す
る
こ
と
を
基
本
と
し
、
適
切
に

対
処
す
る
こ
と
」「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
改
定
に
伴
い
必
要
と
な
る
財
源

に
つ
い
て
は
、
本
年
（
二
〇
二
三
年
）
一
一
月
一
〇
日
に
公
表
さ
れ
た
『
令
和

五
年
度
補
正
予
算
（
第
一
号
）
に
伴
う
対
応
等
に
つ
い
て
』
で
示
さ
れ
た
と
お

り
、
確
保
さ
れ
」
た
こ
と
を
示
し
た
。

　

だ
が
、
地
方
自
治
体
の
改
定
状
況
は
惨
憺
た
る
も
の
だ
っ
た
。

　

総
務
省
が
二
三
年
一
二
月
時
点
の
見
込
み
と
し
て
調
査
し
た
と
こ
ろ
に
よ
る

と
、「
二
〇
二
三
年
四
月
に
遡
及
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
を
遡
及
改
定

す
る
か
」に
つ
い
て
の
問
い
に
対
し
、都
道
府
県
で
四
七
団
体
中
四
二
団
体（
八

九
・
四
％
）、
政
令
市
で
二
〇
団
体
中
一
〇
団
体
（
五
〇
％
）、
市
区
町
村
で
一

七
一
九
団
体
中
九
三
三
団
体
（
五
四
・
二
％
）
が
遡
及
改
定
す
る
と
回
答
し
た

（「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
給
与
等
に
関
す
る
調
査
」）。
合
計
一
七
八
六
団
体
の

う
ち
、
半
数
弱
の
八
〇
一
団
体
（
四
四
・
八
％
）
が
四
月
遡
及
改
定
を
実
施
し

な
い
と
回
答
し
て
い
た
。

　

実
施
し
な
い
理
由
に
つ
い
て
、
最
も
多
い
回
答
が
「
任
用
時
に
労
働
条
件
に

（
22
）
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既
に
示
し
て
お
り
、
年
度
途
中
で
の
契
約
変
更
が
困
難
で
あ
る
た
め
」
が
四
三

二
団
体
、次
が
「
シ
ス
テ
ム
が
未
対
応
で
あ
る
た
め
」
二
九
七
団
体
、「
条
例
等

で
給
与
改
定
の
適
用
時
期
を
定
め
て
い
る
た
め
」
二
二
七
団
体
、「
事
務
手
続
き

の
負
担
が
大
き
い
た
め
」
二
一
四
団
体
が
続
い
た
。
い
ず
れ
も
遡
及
改
定
不
実

施
の
根
拠
と
し
て
は
希
薄
で
あ
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

た
と
え
ば
、「
任
用
時
に
労
働
条
件
に
既
に
示
し
て
お
り
、年
度
途
中
で
の
契

約
変
更
が
困
難
」
に
関
し
て
は
、
工
事
請
負
契
約
で
あ
れ
ば
資
材
や
人
件
費
の

高
騰
の
折
、年
度
途
中
で
契
約
変
更
し
、追
加
経
費
を
負
担
し
て
い
る
。「
シ
ス

テ
ム
が
未
対
応
で
あ
る
た
め
」
と
い
う
理
由
に
関
し
て
も
、
那
覇
市
を
は
じ
め

と
す
る
沖
縄
県
下
の
各
市
で
は
、
手
計
算
で
遡
及
改
定
時
の
支
払
う
べ
き
差
額

を
計
算
し
て
い
る
。

　

遡
及
改
定
不
実
施
は
、結
局
は
根
拠
不
明
で
、「
実
施
し
た
く
な
い
か
ら
実
施

し
な
い
」
と
い
う
も
の
で
し
か
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

４　

勤
勉
手
当
の
値
切
り

　

国
の
非
正
規
公
務
員
に
対
す
る
勤
勉
手
当
の
取
り
扱
い
に
関
し
て
は
、
〇
八

年
に
は
す
で
に
支
給
で
き
る
取
り
扱
い
と
な
っ
て
い
た
。
こ
の
年
、
人
事
院
は

「
非
常
勤
職
員
の
給
与
に
関
す
る
ガ
イ
ド
ラ
イ
ン
」（
二
〇
〇
八
（
平
成
二
〇
）

年
八
月
二
六
日
、
給
実
甲
一
〇
六
四
、
人
事
院
事
務
総
長
通
知
）
を
「
二
〇
一

七（
平
成
二
九
）年
七
月
一
二
日
給
実
甲
第
一
二
二
七
号
」を
も
っ
て
改
正
し
、

「
任
期
が
相
当
長
期
に
わ
た
る
非
常
勤
職
員
に
対
し
て
は
、期
末
手
当
及
び
勤
勉

手
当
に
相
当
す
る
給
与
を
、
勤
務
期
間
、
勤
務
実
績
等
を
考
慮
の
上
支
給
す
る

よ
う
努
め
る
こ
と
」と
し
た
。そ
れ
ま
で
は
期
末
手
当
だ
け
で
あ
っ
た
も
の
を
、

期
末
手
当
お
よ
び
勤
勉
手
当
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

実
際
、
内
閣
人
事
局
が
実
施
し
た
「
国
家
公
務
員
の
非
常
勤
職
員
の
処
遇
の

状
況
に
関
す
る
調
査
（
二
〇
一
八
年
七
月
一
日
現
在
）」
に
よ
れ
ば
、常
勤
の
期

間
業
務
職
員
一
万
二
八
七
六
人
の
う
ち
、
勤
勉
手
当
支
給
予
定
職
員
は
一
万
一

七
九
六
人
（
九
一
・
六
％
）
ま
た
、
勤
務
時
間
が
常
勤
の
三
／
四
超
三
八
時
間

四
五
分
未
満
の
期
間
業
務
職
員
一
万
九
七
四
九
人
の
う
ち
、
勤
勉
手
当
支
給
予

定
職
員
は
一
万
九
五
九
三
人
（
九
九
・
二
％
）、期
間
業
務
職
員
以
外
の
非
常
勤

職
員
二
万
五
〇
二
七
人
の
う
ち
、
勤
勉
手
当
支
給
予
定
職
員
は
二
万
二
三
〇
一

人
（
八
九
・
一
％
）
で
、
大
半
の
非
常
勤
職
員
に
支
給
し
て
い
る
と
い
う
実
態

に
あ
っ
た
。

　

一
方
、
一
七
年
に
通
知
さ
れ
た
総
務
省
マ
ニ
ュ
ア
ル
は
、
会
計
年
度
任
用
職

員
へ
の
勤
勉
手
当
の
支
給
に
つ
い
て
、
国
で
は
支
給
し
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら

ず
「
各
地
方
公
共
団
体
に
お
け
る
『
期
末
手
当
』
の
定
着
状
況
等
を
踏
ま
え
た

上
で
の
検
討
課
題
と
す
べ
き
も
の
と
考
え
て
い
る
」
と
し
て
い
た
。

　

こ
の
課
題
に
関
し
て
は
、
二
三
年
に
な
り
、
よ
う
や
く
自
治
法
二
〇
三
条
の

二
が
改
正
さ
れ
（
令
和
五
年
五
月
八
日
公
布
）、二
四
年
度
よ
り
、パ
ー
ト
の
会

計
年
度
任
用
職
員
に
対
し
て
も
勤
勉
手
当
を
支
給
で
き
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　
「
地
方
自
治
法
の
一
部
を
改
正
す
る
法
律（
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
勤

勉
手
当
の
支
給
関
係
）
の
運
用
に
つ
い
て
（
通
知
）」（
二
〇
二
三
年
（
令
和
五

年
）
六
月
九
日
、
総
行
給
第
二
九
号
、
総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部
長
）
で

は
、
パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
二
四
年
度
か
ら
、

対
象
と
な
る
職
員
に
、
勤
勉
手
当
を
適
切
に
支
給
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
、

フ
ル
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
も
、
マ
ニ
ュ
ア
ル
を
改
訂
し
、

二
四
年
度
か
ら
、勤
勉
手
当
を
適
切
に
支
給
す
べ
き
も
の
で
あ
る
こ
と
と
し
た
。

　

ま
た
同
通
知
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
に
対
す
る
勤
勉
手
当
の
支
給
に
あ

た
っ
て
の
基
本
的
な
考
え
方
と
し
て
、
期
間
率
や
成
績
率
の
取
扱
い
等
、
具
体
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的
な
支
給
方
法
に
つ
い
て
は
、
常
勤
職
員
の
取
扱
い
と
の
権
衡
を
ふ
ま
え
て
定

め
る
必
要
が
あ
り
、
成
績
率
に
つ
い
て
は
、
人
事
評
価
の
結
果
を
適
切
に
反
映

す
る
こ
と
や
、
単
に
財
政
上
の
制
約
の
み
を
理
由
と
し
て
勤
勉
手
当
の
支
給
に

つ
い
て
抑
制
を
図
る
こ
と
や
、
新
た
に
勤
勉
手
当
を
支
給
す
る
一
方
で
給
料
、

報
酬
や
期
末
手
当
に
つ
い
て
抑
制
を
図
る
こ
と
は
、
改
正
法
の
趣
旨
に
沿
わ
な

い
も
の
で
あ
る
と
し
た
。

　

さ
ら
に
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
適
正
な
運
用
等
に
つ
い
て
（
通
知
）」

（
二
〇
二
三
（
令
和
五
年
）
一
二
月
二
七
日
、総
行
公
第
一
四
一
号
、総
務
省
自

治
行
政
局
公
務
員
部
長
）
で
は
、「
会
計
年
度
任
用
職
員
の
勤
勉
手
当
の
支
給
等

に
伴
い
必
要
と
な
る
財
源
に
つ
い
て
は
、
本
年
一
二
月
二
二
日
に
公
表
さ
れ
た

『
令
和
六
年
度
地
方
財
政
対
策
の
ポ
イ
ン
ト
及
び
概
要
』で
示
さ
れ
た
と
お
り
、

確
保
さ
れ
る
見
込
み
と
な
っ
た
こ
と
」
が
強
調
さ
れ
た
。

　

と
こ
ろ
が
二
三
年
一
二
月
議
会
の
条
例
改
正
状
況
を
み
る
と
、
勤
勉
手
当
の

支
給
月
数
が
、
正
規
職
員
並
み
で
は
な
く
、
そ
の
約
半
分
を
下
回
る
定
年
前
再

任
用
短
時
間
勤
務
職
員
へ
の
支
給
割
合
で
あ
る
年
間
〇
・
九
七
五
月
分
と
す
る

自
治
体
が
生
じ
た
の
で
あ
る
。
た
と
え
ば
、
山
形
県
内
で
は
三
五
市
町
村
の
う

ち
正
規
職
員
と
同
様
の
条
件
で
支
給
す
る
方
針
と
答
え
た
の
は
、
わ
ず
か
六
市

町
村
と
県
全
体
の
一
七
％
に
と
ど
ま
り
、
二
八
市
町
村
は
半
額
以
下
を
支
給
す

る
方
針
で
、
そ
の
理
由
と
し
て
「
再
雇
用
さ
れ
た
職
員
と
の
差
を
つ
け
ら
れ
な

い
」「
正
規
職
員
と
は
勤
務
時
間
や
責
任
に
違
い
が
あ
る
」な
ど
と
説
明
し
て
い

た
（
Ｎ
Ｈ
Ｋ
山
形
Ｎ
Ｅ
Ｗ
Ｓ　
Ｗ
Ｅ
Ｂ
「
非
正
規
公
務
員
の
待
遇
改
善
手
当　

国
が
求
め
る
額
支
払
う
自
治
体
一
七
％
」
二
〇
二
四
年
二
月
二
七
日
）。

　

二
〇
二
四
年
総
務
省
調
査
で
は
、会
計
年
度
任
用
職
員
へ
の
支
給
に
つ
い
て
、

第
9
表
に
示
す
状
況
で
あ
る
こ
と
を
明
ら
か
に
し
て
い
る
。

　

す
な
わ
ち
、
勤
勉
手
当
が
支
給
で
き
る
こ
と
と
と
な
っ
た
二
四
年
に
お
い
て

第 ９表　勤勉手当の年間支給月数における常勤職員との関係（単位：団体数）

区分
全ての部門・職種で常勤
職員の年間支給月数

と同じ団体

常勤職員より年間支給月
数が高い部門・職種

がある団体

常勤職員より年間支給月
数が低い部門・職種

がある団体
都道府県 45（95.7％） 0（0.0％） 2（ 4.3％）
指定都市 19（95.0％） 0（0.0％） 1（ 5.0％）
市区 634（82.3％） 0（0.0％） 136（17.7％）
町村 703（82.3％） 0（0.0％） 151（17.7％）
一部事務組合等 889（84.8％） 0（0.0％） 159（15.2％）
合計 2,290（83.6％） 0（0.0％） 449（16.4％）
〔備考〕　 「常勤職員より年間支給月数が高い部門・職種がある団体」かつ「常勤職員より年間支給月

数が低い部門・職種がある団体」に該当する団体は、いずれにもカウント。
〔出所〕　第 8表に同じ。
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は
、
回
答
自
治
体
の
う
ち
、
四
四
九
自
治
体
、
一
六
・
四
％
で
、
常
勤
職
員
よ

り
年
間
支
給
月
数
が
低
く
値
切
ら
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。
さ
ら
に
、
二
〇
二
自

治
体
は
、
そ
も
そ
も
勤
勉
手
当
を
支
給
し
な
い
こ
と
と
し
た
。
こ
の
ほ
か
に
、

二
〇
年
に
期
末
手
当
の
支
給
が
可
能
と
な
っ
た
と
き
と
同
様
に
、「
勤
勉
手
当
支

給
に
よ
る
給
料
・
報
酬
及
び
期
末
手
当
の
引
き
下
げ
」
を
し
た
自
治
体
が
六
五

あ
り
、
あ
わ
せ
て
五
一
四
自
治
体
で
、
勤
勉
手
当
支
給
の
「
値
切
り
」
が
行
わ

れ
た
の
で
あ
る
。

５　

公
募
の
強
制
と
見
直
し

⑴　

公
募
制
の
導
入
と
そ
の
影
響

　

第
一
章
で
述
べ
た
通
り
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、
非
正
規
公
務
員
に

「
任
期
」
と
「
任
期
の
更
新
」
そ
し
て
、「
任
期
の
更
新
」
時
に
、
公
募
を
強
制

す
る
と
い
う
仕
組
み
を
導
入
し
た
。

　

一
八
年
に
改
定
さ
れ
た
総
務
省
マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、「
選
考
に
お
い
て
は
公
募

を
行
う
こ
と
が
法
律
上
必
須
で
は
な
い
が
、
で
き
る
限
り
広
く
募
集
を
行
う
こ

と
が
望
ま
し
い
。
例
え
ば
、
国
の
期
間
業
務
職
員
に
つ
い
て
は
、
平
等
取
扱
い

の
原
則
及
び
成
績
主
義
を
踏
ま
え
、
公
募
に
よ
ら
ず
従
前
の
勤
務
実
績
に
基
づ

く
能
力
の
実
証
に
よ
り
再
度
の
任
用
を
行
う
こ
と
が
で
き
る
の
は
原
則
二
回
ま

で
と
し
て
い
る
」
と
し
、
公
募
試
験
の
導
入
を
促
し
て
い
た
。

　

二
〇
二
〇
年
総
務
省
調
査
か
ら
公
募
に
係
る
回
答
状
況
み
る
と
、
再
度
任
用

の
方
法
に
つ
い
て
は
、「
①
毎
回
公
募
を
行
い
再
度
任
用
す
る
」
が 

一
二
五
四

団
体
（
三
八
・
二
％
）、「
②
公
募
を
行
わ
な
い
回
数
等
の
基
準
を
設
け
て
い
る
」

が
一
二
五
五
団
体
（
三
八
・
二
％
）
で
拮
抗
し
、「
③
毎
回
公
募
を
行
わ
ず
再
度

任
用
す
る
」
が
四
六
〇
団
体
（
一
四
・
〇
％
）
と
な
っ
て
い
た
。
②
公
募
を
行

わ
な
い
回
数
等
の
基
準
は
、
更
新
回
数
二
回
ま
た
は
四
回
が
多
く
、
三
年
な
い

し
は
五
年
目
で
公
募
試
験
を
強
制
さ
れ
る
こ
と
と
な
っ
て
い
る
事
例
が
多
い
。

　

制
度
施
行
を
前
に
、
従
前
か
ら
勤
務
し
て
い
た
非
正
規
職
員
に
公
募
試
験
を

受
け
る
こ
と
を
義
務
づ
け
た
自
治
体
も
多
く
、
ベ
テ
ラ
ン
の
非
正
規
職
員
を
雇

止
め
す
る
事
例
も
相
次
い
だ
。
山
陰
地
方
の
あ
る
自
治
体
で
は
、
非
正
規
職
員

の
組
合
運
動
を
主
体
的
に
担
っ
て
き
た
当
事
者
数
人
が
、
移
行
時
に
実
施
さ
れ

た
採
用
公
募
試
験
の
成
績
が
悪
か
っ
た
と
し
て
、
二
〇
年
度
の
任
用
を
打
ち
切

ら
れ
た
。
中
部
地
方
の
自
治
体
で
は
、
公
募
試
験
に
際
し
、
不
公
平
な
選
考
が

行
わ
れ
た
と
の
疑
念
が
生
じ
、
多
数
の
ベ
テ
ラ
ン
非
正
規
職
員
の
辞
職
を
招
い

た
。

　

雇
止
め
が
頻
発
し
た
の
は
、
制
度
導
入
に
あ
わ
せ
、
在
職
者
も
一
般
求
職
者

と
と
も
に
公
募
試
験
を
受
け
さ
せ
ら
れ
、
試
験
に
合
格
し
な
い
と
雇
用
が
継
続

で
き
な
い
と
さ
れ
た
か
ら
で
あ
る
。

　

公
務
員
に
は
労
働
契
約
法
が
適
用
さ
れ
な
い
。
し
た
が
っ
て
、
長
年
雇
わ
れ

て
い
て
も
無
期
転
換
申
入
権
は
発
生
し
な
い
。
に
も
か
か
わ
ら
ず
公
募
試
験
制

度
が
導
入
さ
れ
る
の
は
、
有
期
雇
用
の
公
務
員
に
お
い
て
も
、
損
害
賠
償
請
求

の
対
象
と
な
る
雇
用
継
続
の
期
待
権
が
生
じ
る
こ
と
が
裁
判
上
明
確
と
な
っ
て

い
る
か
ら
で
あ
る
。
そ
こ
で
、
雇
用
継
続
に
お
け
る
手
続
き
を
取
っ
た
と
い
う

外
形
を
整
え
る
た
め
に
公
募
試
験
を
強
制
し
、
そ
し
て
あ
ろ
う
こ
と
か
、
試
験

を
口
実
に
、
三
年
程
度
で
異
動
す
る
正
規
公
務
員
よ
り
も
一
つ
の
部
署
で
長
く

勤
務
し
、
業
務
遂
行
能
力
を
高
め
て
疎
ま
し
い
存
在
と
な
っ
た
非
正
規
公
務
員

を
、
こ
の
際
と
ば
か
り
に
雇
止
め
す
る
事
例
が
頻
発
し
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
は
先
の
山
陰
の
事
例
は
、
組
合
の
主
導
的
人
物
を
真
っ
先
に
雇
止
め

す
る
な
ど
、
労
働
組
合
法
が
適
用
さ
れ
て
い
れ
ば
不
当
労
働
行
為
に
該
当
す
る

（
23
）
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事
例
で
あ
る
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
は
一
般
職
の
地
方
公
務
員
で
地
公
法
が

全
面
的
に
適
用
さ
れ
、
同
法
五
八
条
に
よ
り
労
働
組
合
法
や
労
働
関
係
調
整
法

等
が
適
用
除
外
さ
れ
て
、
労
働
委
員
会
へ
の
申
し
立
て
も
で
き
な
い
。
つ
ま
り

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
と
は
、
労
働
基
本
権
剥
奪
の
法
定
化
で
も
あ
っ
た
の

で
あ
る
。

⑵　

�

大
量
雇
止
め
事
件
に
発
展
し
た
東
京
都
の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー

　

二
四
年
三
月
、
雇
用
不
安
の
感
情
を
高
め
、
や
り
が
い
を
く
じ
い
て
し
ま
う

事
件
が
発
生
し
た
。
東
京
都
教
育
庁
が
、
二
五
〇
人
も
の
会
計
年
度
任
用
職
員

の
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
（
Ｓ
Ｃ
）
を
一
斉
に
雇
止
め
し
た
の
で
あ
る
。

　

東
京
都
で
は
、
非
常
勤
職
員
の
任
期
を
一
年
と
し
、
更
新
回
数
四
回
ま
で
は

従
前
の
勤
務
実
績
に
も
と
づ
き
任
期
を
更
新
す
る
も
の
の
、
五
回
目
は
一
般
志

望
者
と
同
様
に
公
募
試
験
に
応
じ
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
い
う
取
り
扱
い
を
し

て
い
る
。
二
三
年
度
末
に
か
け
て
、
一
〇
九
六
人
が
五
年
目
公
募
に
応
じ
る
こ

と
に
な
り
、
こ
の
う
ち
四
分
の
一
に
あ
た
る
二
五
〇
人
が
不
合
格
と
な
っ
て
次

年
度
の
任
期
更
新
が
な
さ
れ
ず
、
雇
止
め
と
な
っ
た
。

　

非
常
勤
職
員
の
任
期
の
更
新
に
あ
た
り
公
募
試
験
に
応
じ
さ
せ
る
と
い
う
取

り
扱
い
は
、
国
が
一
〇
年
一
〇
月
に
運
用
し
た
期
間
業
務
職
員
制
度
で
導
入
し

て
い
た
。
こ
の
公
募
制
を
め
ぐ
り
衆
議
院
内
閣
委
員
会
で
質
疑
（
二
〇
一
六
年

一
一
月
二
日
）
が
あ
り
、
福
田
紀
夫
人
事
院
人
材
局
長
（
当
時
）
は
、
概
要
、

次
の
よ
う
に
答
弁
し
て
い
る
。

　

① 　

平
等
取
り
扱
い
・
成
績
主
義
原
則
の
観
点
か
ら
国
民
に
広
く
応
募
の
機
会
を
付
与

し
、
公
平
公
正
な
任
用
を
確
保
す
る
必
要
。

　

② 　

能
力
実
証
を
面
接
及
び
従
前
の
勤
務
実
績
に
基
づ
き
行
う
こ
と
が
で
き
る
場
合
は
、

例
外
的
に
公
募
を
行
わ
な
い
で
再
採
用
と
し
て
も
、
こ
れ
ら
原
則
に
反
し
な
い
。

　

③ 　

再
採
用
を
何
度
も
繰
り
返
す
と
、官
職
公
開
の
機
会
を
狭
め
る
の
で
、（
公
募
に
よ
ら

な
い
再
採
用
は
）
連
続
二
回
を
限
度
と
す
る
よ
う
努
め
る
。

　

と
こ
ろ
が
、
二
〇
二
四
年
六
月
二
八
日
、
人
事
院
は
、
③
の
三
回
目
公
募
制

度
を
廃
止
し
た
。

　

人
材
局
澤
田
晃
一
企
画
課
長
に
よ
る
と
、「
規
定
上
は
①
平
等
主
義
（
公
平

性
）・
成
績
主
義
（
公
正
性
）
に
基
づ
く
公
募
が
原
則
、②
例
外
と
し
て
（
在
職

者
の
）
従
前
の
勤
務
実
績
等
に
基
づ
く
能
力
実
証
で
再
採
用
で
き
る
、
③
例
外

の
例
外
と
し
て
公
募
に
よ
ら
な
い
採
用
は
連
続
二
回
ま
で
と
し
て
き
た
。
今
回

の
廃
止
措
置
は
例
外
の
例
外
で
あ
る
③
を
削
除
し
た
も
の
」
で
、
そ
の
理
由
は

「（
一
部
の
府
省
か
ら
）
公
募
に
よ
ら
な
い
再
採
用
の
上
限
回
数
を
連
続
二
回
ま

で
と
し
た
結
果
、
優
位
な
人
材
が
三
年
を
区
切
り
に
公
務
外
に
流
出
す
る
な
ど

の
弊
害
が
生
じ
て
い
る
」
と
の
意
見
が
寄
せ
ら
れ
て
い
た
か
ら
で
あ
っ
た
（
筆

者
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
へ
の
回
答
）。

　

三
回
目
公
募
を
廃
止
す
る
と
し
た
人
材
局
長
通
知
に
あ
わ
せ
て
発
出
さ
れ
た

人
材
局
企
画
課
長
通
知
で
も
、
公
募
に
よ
ら
ず
に
再
採
用
で
き
る
例
と
し
て
、

職
場
内
の
職
務
経
験
を
有
す
る
者
を
採
用
す
る
こ
と
が
公
務
の
能
率
的
な
運
営

に
相
当
程
度
資
す
る
こ
と
や
、
労
働
市
場
に
お
け
る
人
材
確
保
状
況
等
を
挙
げ

て
い
た
。
す
な
わ
ち
人
材
の
流
失
や
ひ
っ
迫
状
況
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
公
平
性
を

担
保
す
る
た
め
の
公
募
は
原
則
だ
が
、
従
前
の
勤
務
実
績
に
よ
る
能
力
実
証
等

で
公
正
性
を
確
保
で
き
れ
ば
、
在
職
中
の
非
常
勤
職
員
を
そ
の
ま
ま
従
事
さ
せ

る
こ
と
に
よ
る
効
率
性
・
公
益
性
が
重
視
さ
れ
る
と
し
た
の
で
あ
る
。

　

で
は
東
京
都
は
ど
の
よ
う
な
理
屈
で
二
五
〇
人
も
の
Ｓ
Ｃ
を
雇
止
め
し
た
の

か
。

　

二
四
年
二
月
二
八
日
、
大
量
雇
止
め
を
質
さ
れ
た
浜
佳
葉
子
教
育
長
は
「
四

回
ま
で
は
公
募
に
よ
ら
な
い
再
度
任
用
と
し
て
校
長
の
勤
務
評
価
等
に
よ
り
選

（
24
）
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考
し
」「
五
回
目
は
雇
用
機
会
公
平
性
の
確
保
の
趣
旨
か
ら
、
公
募
に
よ
る
任

用
」
と
し
て
い
る
と
都
議
会
で
答
弁
し
て
い
る
。
都
教
育
長
指
導
部
の
福
田
主

任
指
導
主
事
も
、
筆
者
の
問
い
合
わ
せ
（
二
四
年
一
〇
月
）
に
対
し
、「（
五
回

目
公
募
は
）
あ
く
ま
で
も
都
の
制
度
の
中
で
実
施
し
て
い
る
」
と
の
一
点
張
り

で
、「
公
募
制
に
よ
る
支
障
が
生
じ
て
い
な
い
の
か
」
と
の
問
い
か
け
に
も
、同

じ
回
答
を
繰
り
返
す
ば
か
り
だ
っ
た
。

　

こ
の
よ
う
に
都
教
育
庁
の
説
明
は
、
上
述
の
人
事
院
の
任
用
ル
ー
ル
の
説
明

と
ほ
ぼ
同
じ
な
の
だ
が
、
過
度
に
上
記
①
の
「
公
平
公
正
」
を
重
視
し
、
公
務

の
効
率
性
・
公
益
性
を
軽
視
す
る
も
の
だ
。

　

一
方
、
少
な
く
な
い
地
方
自
治
体
で
公
募
制
の
廃
止
が
相
次
い
で
い
る
。

　

全
国
的
に
は
、
公
募
の
実
施
に
関
す
る
基
準
が
な
い
自
治
体
は
、
先
述
の
通

り
、
二
〇
年
は
四
六
〇
自
治
体
だ
っ
た
が
、
二
〇
二
四
年
総
務
省
調
査
に
よ
れ

ば
五
三
七
自
治
体
（
回
答
自
治
体
の
一
八
％
）
に
増
加
し
、
毎
年
公
募
と
い
う

手
間
を
か
け
て
い
た
自
治
体
も
減
少
し
て
い
る
。

　

人
事
院
が
公
募
制
・
更
新
上
限
制
を
廃
止
し
た
後
の
二
四
年
一
〇
〜
一
二
月

に
、
日
本
自
治
団
体
労
働
組
合
総
連
合
（
以
下
、
自
治
労
連
）
は
任
期
の
更
新

の
見
直
し
状
況
に
つ
い
て
調
査
し
た（
四
八
四
自
治
体
か
ら
回
答
）。
そ
れ
に
よ

る
と
、会
計
年
度
任
用
職
員
を
公
募
な
し
で
再
任
用
す
る
上
限
回
数
に
つ
い
て
、

回
答
し
た
自
治
体
の
約
二
割
が
「
見
直
す
予
定
が
な
い
」
と
し
た
も
の
の
、
見

直
し
を
「
検
討
中
」「
今
後
検
討
予
定
」
が
二
七
・
四
％
、「
も
と
も
と
上
限
な

し
」「
廃
止
済
み
」
が
四
一
・
九
％
だ
っ
た
。

　

足
元
で
は
公
募
制
廃
止
が
ト
レ
ン
ド
な
の
だ
。

　

雇
止
め
さ
れ
た
Ｓ
Ｃ
は
都
教
育
庁
を
提
訴
し
た
。
裁
判
沙
汰
ま
で
起
こ
し
て

有
為
人
材
の
Ｓ
Ｃ
を
大
量
雇
止
め
す
る
こ
と
に
い
か
な
る
メ
リ
ッ
ト
が
あ
る
の

か
。
強
制
公
募
制
は
見
直
し
を
迫
ら
れ
て
い
る
。

第
四
章　

非
正
規
公
務
員
の
組
織
化
と
処
遇
改
善
事
例

　

上
述
の
通
り
、
正
規
公
務
員
は
削
減
さ
れ
、
そ
の
採
用
も
抑
制
さ
れ
て
き
た

な
か
に
あ
っ
て
、
非
正
規
公
務
員
は
増
え
続
け
、
い
ま
や
市
区
町
村
自
治
体
の

職
員
の
四
割
以
上
を
占
め
る
基
幹
職
員
と
な
っ
て
い
る
。

　

正
規
公
務
員
を
主
た
る
構
成
員
と
し
て
き
た
公
務
員
組
合
は
、
こ
れ
ら
に
ど

の
よ
う
に
対
処
し
て
き
た
の
か
。
と
り
わ
け
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、
非

正
規
公
務
員
に
公
務
員
法
を
適
用
す
る
も
の
で
、
法
的
に
は
正
規
公
務
員
と
同

じ
職
員
組
合
に
加
入
す
る
こ
と
を
可
能
に
し
た
も
の
で
あ
る
が
、
は
た
し
て
非

正
規
公
務
員
の
組
織
化
は
進
ん
だ
の
だ
ろ
う
か
。

１　

進
ま
な
か
っ
た
自
治
体
非
正
規
組
合
員
の
組
織
化

⑴　

組
織
化
の
現
況

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
発
足
に
際
し
、
地
方
公
務
員
を
は
じ
め
と
す
る

地
域
公
共
サ
ー
ビ
ス
に
従
事
す
る
職
員
・
労
働
者
を
構
成
員
と
す
る
自
治
労
と

自
治
労
連
は
、
当
時
は
臨
時
・
非
常
勤
職
員
と
い
わ
れ
て
い
た
非
正
規
公
務
員

の
組
織
化
を
進
め
た
。

　

だ
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
施
行
前
後
だ
け
を
取
り
出
し
て
み
る
と
、

自
治
体
に
勤
務
す
る
非
正
規
公
務
員
の
組
合
員
数
は
減
少
し
て
し
ま
っ
て
い
た

の
で
あ
る
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
を
法
定
す
る
改
正
地
公
法
が
成
立
し
た
の
は
一
七

（
25
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年
だ
が
、
自
治
労
が
非
正
規
労
働
者
組
織
化
を
重
点
方
針
に
し
た
の
は
そ
れ
よ

り
二
年
早
く
、一
五
年
一
〇
月
に
は
「
非
正
規
労
働
者
一
〇
万
人
組
織
化
計
画
」

を
策
定
し
て
い
た
。
ま
た
自
治
労
連
は
、
一
〇
年
に
「
よ
り
良
い
住
民
サ
ー
ビ

ス
を
め
ざ
す
『
誇
り
と
怒
り
』
の
大
運
動
」、一
七
年
か
ら
は
「
正
規
・
非
正
規

つ
な
ぐ
ア
ク
シ
ョ
ン
」、
二
二
年
か
ら
は
「
誇
り
と
怒
り
の
『
3
Ｔ
ア
ク
シ
ョ

ン
』」
を
進
め
、
組
織
化
に
取
り
組
ん
で
き
た
。

　

自
治
労
の
非
正
規
公
務
員
・
非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
の
推
移
を
み
る
と
、

民
間
労
働
法
が
適
用
さ
れ
る
民
間
事
業
所
の
労
働
組
合
を
含
む
す
べ
て
の
自
治

労
加
盟
組
合
に
お
い
て
、
組
合
組
織
化
の
対
象
と
な
る
臨
時
・
非
常
勤
職
員
並

び
に
民
間
の
パ
ー
ト
・
有
期
雇
用
労
働
者
数
は
、
一
九
年
が
六
四
万
七
五
八
五

人
、
二
一
年
六
七
万
七
三
〇
九
人
、
二
三
年
が
六
八
万
二
九
三
四
人
で
あ
る
。

こ
の
う
ち
自
治
体
に
勤
務
す
る
臨
時
・
非
常
勤
職
員
は
九
割
前
後
で
、
自
治
体

勤
務
の
臨
時
・
非
常
勤
職
員
が
大
半
を
占
め
る
。

　

自
治
労
の
自
治
体
組
合
な
ら
び
に
民
間
公
共
サ
ー
ビ
ス
組
合
が
組
織
化
し
て

い
る
臨
時
・
非
常
勤
・
パ
ー
ト
従
業
員
等
の
組
合
員
数
は
一
五
年
六
月
現
在
で

三
万
四
九
四
六
人
だ
っ
た
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
施
行
前
年
の
一
九
年

は
三
万
六
四
六
二
人
で
一
五
一
六
人
増
加
し
て
い
た
。
と
こ
ろ
が
会
計
年
度
任

用
職
員
施
行
か
ら
一
年
後
の
二
一
年
は
三
万
四
九
六
三
人
で
一
四
九
九
人
減
少

し
（
四
・
一
％
減
少
）、一
五
年
の
水
準
に
逆
戻
り
し
、さ
ら
に
二
三
年
に
は
、

三
万
一
一
九
〇
人
と
な
り
、二
一
年
比
で
三
七
七
三
人
減
少
、減
少
率
は
一
〇
・

八
％
だ
っ
た
。

　

組
織
率
は
組
合
員
対
象
者
が
増
加
し
て
い
る
た
め
、一
九
年
の
組
織
率（
五
・

六
％
）
か
ら
低
下
し
、
二
一
年
が
五
・
二
％
、
二
三
年
が
四
・
六
％
と
、
歯
止

め
が
か
か
ら
な
い
。

　

次
に
自
治
労
連
の
非
正
規
公
務
員
・
非
正
規
労
働
者
の
組
織
化
の
推
移
を
み

る
と
、
一
四
年
の
組
織
人
員
を
一
〇
〇
と
し
た
指
数
で
表
す
と
、
会
計
年
度
任

用
職
員
制
度
が
始
ま
っ
た
二
〇
年
に
は
一
四
〇
と
な
っ
て
順
調
に
推
移
し
た
も

の
の
、
二
四
年
は
一
〇
八
と
な
っ
た
。
二
四
年
段
階
の
非
正
規
公
務
員
・
労
働

者
の
組
合
員
は
二
万
人
強
で
、
全
組
織
人
員
の
約
一
五
％
で
あ
る
と
い
う
。

⑵　

非
正
規
公
務
員
・
労
働
者
の
組
合
員
数
の
減
少
が
発
生
し
た
理
由

　

な
ぜ
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
始
ま
っ
た
途
端
に
、
非
正
規
公
務
員
の

組
合
員
数
の
減
少
が
発
生
し
た
の
か
。

　

自
治
労
、
自
治
労
連
で
は
、
そ
の
原
因
に
つ
い
て
の
詳
細
な
分
析
は
、
い
ま

の
と
こ
ろ
進
め
ら
れ
て
い
な
い
よ
う
で
あ
る
が
、筆
者
は
理
由
の
一
つ
と
し
て
、

会
計
年
度
任
用
職
員
の
制
度
設
計
そ
の
も
の
に
あ
っ
た
と
分
析
し
て
い
る
。

　

前
章
で
記
し
た
よ
う
に
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
は
、
結
果
と
し
て
非
正
規

公
務
員
に
不
利
益
を
も
た
ら
し
た
。
し
た
が
っ
て
制
度
開
始
ま
で
は
新
制
度
に

と
も
な
う
処
遇
改
善
に
希
望
を
抱
け
た
も
の
の
、
制
度
開
始
後
は
様
々
な
不
利

益
が
顕
在
化
し
、
希
望
は
失
望
へ
と
転
化
し
、
そ
れ
が
組
合
員
数
の
減
少
を
起

こ
し
た
と
思
わ
れ
る
。

　

こ
の
点
に
つ
い
て
、あ
る
自
治
体
単
位
組
合
の
非
正
規
公
務
員
は
、「
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
は
、
個
々
の
非
正
規
職
員
が
一
年
雇
用
で
あ
る
こ
と
を
明
確

に
し
た
。
こ
の
た
め
雇
用
不
安
を
抱
え
た
方
が
、
組
合
員
で
あ
る
こ
と
に
関
す

る
杞
憂
か
ら
、
脱
退
し
て
い
っ
た
側
面
は
あ
る
。
ま
た
、
二
〇
二
〇
年
四
月
に

か
け
て
の
制
度
の
切
り
替
え
時
に
お
い
て
、
フ
ル
タ
イ
ム
で
働
い
て
い
た
非
正

規
職
員
が
パ
ー
ト
化
さ
れ
、
同
じ
仕
事
を
し
て
い
る
の
に
月
給
が
下
げ
ら
れ
る

な
ど
処
遇
が
悪
化
し
、
家
の
ロ
ー
ン
も
支
払
え
な
い
と
い
う
事
態
が
生
じ
た
こ

と
や
、公
募
制
導
入
に
よ
る
雇
用
不
安
が
生
じ
て
い
た
こ
と
が
あ
る
。結
局
は
、

組
合
に
入
っ
て
も
入
ら
な
く
て
も
同
じ
で
は
な
い
か
と
い
う
空
気
も
醸
成
さ
れ
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て
き
た
」
と
語
っ
て
い
た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
始
ま
っ
た
二
〇
年
四
月
に
は
、
タ
イ
ミ
ン
グ
が

悪
い
こ
と
に
、
年
初
か
ら
コ
ロ
ナ
・
パ
ン
デ
ミ
ッ
ク
が
広
が
っ
た
。
新
制
度
の

メ
リ
ッ
ト
を
生
か
そ
う
に
も
、
組
合
員
と
の
接
触
も
ま
ま
な
ら
か
っ
た
。
コ
ロ

ナ
は
、
非
正
規
公
務
員
の
組
合
離
れ
を
加
速
さ
せ
た
の
で
あ
る
。

　

さ
ら
に
根
底
に
は
、
正
規
・
非
正
規
間
の
身
分
格
差
と
い
う
べ
き
意
識
の
ズ

レ
が
横
た
わ
っ
て
い
る
よ
う
な
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
、
基
本
組
織
た
る
正
規

公
務
員
を
中
心
と
す
る
組
合
に
、
非
正
規
職
員
の
組
織
化
に
取
り
組
む
と
い
う

姿
勢
は
あ
ま
り
み
ら
れ
な
か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

自
治
労
の
調
査
に
よ
る
と
、
正
規
職
員
を
主
た
る
組
合
員
と
す
る
自
治
体
労

組
で
非
正
規
公
務
員
の
組
合
員
化
に
取
り
組
む
組
合
は
確
か
に
増
え
て
い
る
も

の
の
、
そ
の
数
は
加
盟
自
治
体
労
組
の
四
分
の
一
に
過
ぎ
ず
、
四
分
の
三
は
組

合
員
化
に
取
り
組
ん
で
い
な
い
。
組
織
人
員
も
、
組
織
し
て
い
る
組
合
の
約
四

分
の
一
は
五
人
未
満
で
あ
る
。

　

正
規
公
務
員
と
非
正
規
公
務
員
の
間
に
は
越
え
難
い
断
絶
が
あ
り
、
こ
れ
が

た
め
組
織
化
さ
れ
ず
、
結
果
的
に
非
正
規
公
務
員
が
抱
え
る
問
題
は
放
置
さ
れ

る
。
こ
の
構
造
は
微
動
だ
に
し
な
い
の
か
も
し
れ
な
い
。

２　

基
幹
職
員
化
し
た
非
正
規
職
員
を
組
織
化
す
る

　

上
記
の
よ
う
な
状
況
下
に
あ
っ
て
も
、
個
別
の
自
治
体
労
組
に
よ
っ
て
は
、

当
該
自
治
体
の
事
情
と
要
因
に
よ
り
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
処
遇
を
改
善
し

て
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
基
幹
的
な
担
い
手
に
ふ
さ
わ
し
い
水
準
に
近
づ
け
、
あ

わ
せ
て
組
合
組
織
化
に
結
び
付
け
よ
う
と
努
力
し
た
と
こ
ろ
も
あ
る
。

　

以
下
で
は
、
処
遇
改
善
と
組
織
化
を
同
時
に
進
め
た
、
正
規
職
員
を
中
心
と

す
る
自
治
体
労
組
で
あ
る
高
知
市
職
員
組
合
連
合
会
の
事
例
を
紹
介
し
、
当
該

職
員
組
合
連
合
会
が
な
ぜ
非
正
規
職
員
の
組
織
化
に
積
極
的
に
取
り
組
ん
だ
の

か
の
要
因
を
分
析
す
る
。

⑴　

高
知
市
の
非
正
規
化
状
況

　

高
知
市
は
、
人
口
三
二
万
人
余
り
で
、
県
内
人
口
の
四
七
％
が
集
中
す
る
中

核
市
で
あ
る
。
総
世
帯
数
は
一
六
万
余
り
、
高
齢
化
率
は
三
〇
・
四
％
と
な
っ

て
い
る
（
二
二
年
一
月
一
日
現
在
）。

　

高
知
市
の
非
正
規
化
状
況
は
、
非
正
規
公
務
員
の
各
総
務
省
調
査
の
実
施
年

の
四
月
一
日
時
点
の
状
況
で
み
る
と
、
第
10
表
の
経
過
を
辿
っ
て
い
る
。

　

非
正
規
化
率
は
、
〇
八
年
二
二
・
五
％
、
一
二
年
が
二
八
・
三
％
、
一
六
年

が
二
八
・
二
％
だ
っ
た
も
の
が
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
た
二

〇
年
に
は
要
件
ベ
ー
ス
の
非
正
規
化
率
が
三
五
・
五
％
、
実
数
ベ
ー
ス
が
三

九
・
〇
％
で
あ
る
。
こ
の
割
合
は
、
要
件
ベ
ー
ス
で
市
区
自
治
体
の
全
国
平
均

（
三
二
・
一
％
）
を
上
回
り
、
実
数
ベ
ー
ス
で
市
区
自
治
体
の
全
国
平
均
（
四

三
・
五
％
）
を
大
き
く
下
回
る
。
す
な
わ
ち
高
知
市
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員

の
勤
務
時
間
を
正
規
公
務
員
と
近
似
の
も
の
と
し
て
取
り
扱
う
よ
う
設
計
し
て

き
た
の
で
あ
る
。

　

人
数
に
着
目
す
る
と
、
〇
八
年
か
ら
一
二
年
に
か
け
て
正
規
公
務
員
は
二
四

二
人
減
少
し
、
こ
れ
に
代
替
す
る
よ
う
に
非
正
規
公
務
員
は
二
一
〇
人
増
加
す

る
。
一
二
年
か
ら
一
六
年
に
か
け
て
正
規
公
務
員
数
は
減
少
か
ら
増
加
に
反
転

し
七
二
人
増
え
る
が
、
非
正
規
公
務
員
も
二
六
人
増
え
、
非
正
規
が
正
規
の
代

替
と
い
う
存
在
か
ら
、
非
正
規
公
務
員
が
い
な
け
れ
ば
仕
事
が
ま
わ
ら
な
い
と

い
う
存
在
と
し
て
定
着
し
た
こ
と
が
推
察
さ
れ
る
。

　

そ
し
て
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
始
ま
っ
た
二
〇
年
度
に
な
る
と
、
正
規

（
26
）

（
27
）

（
28
）

（
29
）
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公
務
員
は
三
九
人
増
え
た
の
に
加
え
、
要
件
ベ
ー
ス
の
非
正
規
公
務
員
が
一
気

に
約
五
〇
〇
人
も
増
加
す
る
。
こ
れ
は
こ
れ
ま
で
任
期
が
六
月
未
満
で
要
件

ベ
ー
ス
で
は
カ
ウ
ン
ト
さ
れ
て
い
な
か
っ
た
臨
時
職
員
が
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
導
入
を
き
っ
か
け
に
任
期
一
年
の
任
用
と
な
り
要
件
ベ
ー
ス
を
満
た
す

こ
と
に
な
っ
た
た
め
で
あ
る
。

　

フ
ル
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
は
、
制
度
開
始
時
に
六
九
人
減
少
す
る

も
の
の
、
二
二
年
八
月
に
な
る
と
一
二
一
人
も
増
え
る
（
こ
の
間
、
実
数
ベ
ー

ス
の
会
計
年
度
任
用
職
員
は
一
六
三
人
増
）。パ
ー
ト
化
バ
イ
ア
ス
が
か
か
る
全

国
動
向
と
は
逆
向
き
の
ベ
ク
ト
ル
に
あ
る
。
こ
れ
が
高
知
市
に
お
け
る
会
計
年

度
任
用
職
員
制
度
導
入
時
の
特
徴
だ
っ
た
。

⑵　

�

高
知
市
職
員
組
合
連
合
会
の�

�

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
交
渉
の
キ
ー
ワ
ー
ド

　

高
知
市
職
員
組
合
連
合
会
は
従
前
よ
り
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
組
織
化
に
取

り
組
ん
で
き
た
も
の
の
、
組
織
人
員
は
非
常
勤
生
活
保
護
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
を

中
心
と
す
る
一
八
人
（
組
織
化
率
一
・
二
％
）
に
と
ど
ま
っ
て
い
た
。
こ
れ
が

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
時
の
交
渉
を
経
て
処
遇
改
善
を
果
た
し
た
結

果
、
保
育
士
を
中
心
に
約
八
〇
人
を
新
規
に
組
織
化
す
る
こ
と
と
な
っ
た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
に
係
る
臨
時
・
非
常
勤
職
員
の
処
遇
改
善
に

向
け
た
交
渉
は
、
基
本
組
織
で
あ
る
高
知
市
職
員
労
働
組
合
連
合
会
が
中
心
と

な
っ
て
行
わ
れ
る
。

　

第
一
回
の
交
渉
は
制
度
導
入
一
年
半
前
の
一
八
年
一
二
月
一
九
日
だ
っ
た
の

だ
が
、
交
渉
当
初
か
ら
、
要
求
時
の
キ
ー
ワ
ー
ド
と
し
て
用
い
ら
れ
た
の
が
、

「
正
規
化
す
べ
き
は
正
規
化
を
」「
準
正
規
職
員
と
し
て
の
位
置
づ
け
を
」
だ
っ

た
。

第 １0 表　高知市非正規化状況（各年 4月 1日現在、単位：人）
2008 2012 2016 2020 2022年 8月

（要件） （実数） （実数）
正規公務員 2,962 2,720 2,792 2,831 2,831 ―　
非正規公務員 862 1,072 1,098 1,570 1,807 1,970

うちフルタイム 538 619 618 549 ―　 670

非正規化率（％） 22.5 28.3 28.2 35.5 39.0 ―　
〔備考〕　 1） 要件とは、① 1回の任期が 6月以上（見込む含む）、②週勤務時間が常勤職員の半分以

上、③ 4月 1日現在在職者をいう。実数とは、要件にかかわらないすべての非正規職
員。

〔出所〕　 各年の総務省調査より筆者作成。2022年 8月の数値は高知市当局から提供。
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こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
が
意
味
す
る
と
こ
ろ
は
、
正
規
職
員
に
準
じ
る
職
務
に
従

事
す
る
非
正
規
職
員
に
つ
い
て
、
正
規
化
（
定
数
化
）
が
で
き
な
い
等
の
理
由

に
よ
り
会
計
年
度
任
用
職
員
に
移
行
す
る
場
合
は
準
正
規
職
員
と
し
て
位
置
づ

け
、
雇
用
の
継
続
性
と
処
遇
を
確
保
す
べ
き
と
す
る
も
の
で
あ
っ
た
が
、
こ
の

考
え
方
は
交
渉
時
の
要
求
に
と
ど
ま
ら
ず
、
そ
の
後
の
高
知
市
の
会
計
年
度
任

用
職
員
に
係
る
制
度
設
計
の
枠
組
み
を
つ
く
る
も
の
と
な
っ
て
い
く
。

　

な
ぜ
な
ら
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
の
背
景
に
は
、
労
使
間
の
共
通
認
識
に
な
ら
ざ

る
を
え
な
い
現
実
が
進
行
し
て
い
た
か
ら
で
あ
る
。

　

た
と
え
ば
高
知
市
福
祉
事
務
所
の
人
員
体
制
を
例
に
と
る
と
、
非
正
規
職
員

で
あ
る
生
活
保
護
事
務
支
援
員
を
は
じ
め
と
し
て
、
様
々
な
業
務
を
担
務
す
る

非
正
規
公
務
員
が
五
〇
人
ほ
ど
勤
務
し
、
そ
の
存
在
は
削
減
さ
れ
る
正
規
職
員

の
代
替
や
、
正
規
職
員
だ
け
で
は
対
応
し
き
れ
な
い
高
ま
る
行
政
需
要
へ
の
補

充
と
い
う
位
置
を
超
え
、
高
知
市
の
福
祉
行
政
に
お
い
て
な
く
て
は
な
ら
な
い

者
へ
と
質
的
転
換
＝
基
幹
化
を
な
し
て
い
た
の
で
あ
る
。
こ
の
た
め
低
処
遇
の

ま
ま
放
置
し
て
お
く
こ
と
は
、
も
は
や
辞
職
ド
ラ
イ
ブ
を
加
速
す
る
こ
と
と
な

る
こ
と
が
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
前
の
労
使
間
の
共
通
認
識
と
な
っ
て

い
た
。
そ
こ
で
高
知
市
で
は
、
労
使
間
で
の
協
議
を
通
じ
、
会
計
年
度
任
用
職

員
制
度
の
も
と
に
お
い
て
も
、
積
極
的
な
処
遇
改
善
策
を
進
め
ざ
る
を
え
な

か
っ
た
の
で
あ
る
。

　

高
知
市
以
外
の
多
く
の
自
治
体
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
設
計
に
あ

た
り
、
正
規
職
員
と
非
正
規
職
員
の
職
域
の
切
り
分
け
に
注
力
し
、
多
く
は
総

務
省
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
に
沿
っ
た
対
応
を
実
施
し
て
い
た
。

　

マ
ニ
ュ
ア
ル
で
は
、「
会
計
年
度
任
用
の
職
」
の
職
務
の
内
容
や
責
任
の
程
度

に
つ
い
て
は
、
常
勤
職
員
の
職
と
異
な
る
設
定
と
す
る
必
要
が
あ
る
と
し
な
が

ら
、
勤
務
時
間
と
任
期
の
有
無
で
常
勤
の
職
員
が
就
く
べ
き
職
と
会
計
年
度
任

用
職
員
の
就
く
べ
き
職
を
切
り
分
け
た
だ
け
で
、
非
正
規
公
務
員
が
担
っ
て
き

た
職
の
性
質
を
無
視
し
た
切
り
分
け
方
に
な
っ
て
い
た
（
第
6
図
）。

　

一
方
、
高
知
市
職
員
組
合
連
合
会
の
提
案
は
、
第
7
図
に
示
す
よ
う
に
、
非

正
規
公
務
員
が
担
っ
て
き
た
職
の
性
質
に
着
目
し
、
本
来
、
正
規
職
員
が
担
う

べ
き
職
で
あ
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
非
正
規
公
務
員
が
担
っ
て
い
る
職
が
あ
る

こ
と
を
労
使
間
の
共
通
認
識
と
な
る
よ
う
位
置
づ
け
、
処
遇
改
善
に
結
び
付
け

て
い
っ
た
の
で
あ
る
。

　

高
知
市
職
員
組
合
連
合
会
は
、キ
ー
ワ
ー
ド
の
提
案
の
背
景
に
つ
い
て
、「
本

市
で
は
、
事
実
、
相
当
期
間
任
用
さ
れ
、
専
門
性
を
蓄
え
、
市
民
・
地
域
・
関

係
機
関
な
ど
と
の
関
係
を
つ
く
り
、
制
度
や
法
改
正
に
も
柔
軟
に
対
応
し
な
が

ら
、
安
定
的
な
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
提
供
に
応
え
て
き
た
職
種
も
あ
る
た
め
、
本

法（
地
公
法
等
―
筆
者
）改
正
に
対
し
、国
の
マ
ニ
ュ
ア
ル
ど
お
り
で
は
な
く
、

法
の
隙
間
を
埋
め
る
つ
も
り
で
、
法
の
範
囲
内
で
市
独
自
の
考
え
方
を
も
っ
て

対
応
し
な
け
れ
ば
、
本
当
の
処
遇
改
善
に
は
つ
な
が
ら
な
い
」
と
説
明
し
て
い

た
。

　

す
な
わ
ち
こ
の
キ
ー
ワ
ー
ド
は
、
基
幹
化
し
た
非
正
規
公
務
員

─
そ
の
多

く
は
専
門
職
ジ
ョ
ブ
型
雇
用

─
の
存
在
を
「
見
え
る
化
」
し
、
自
治
体
職
員

体
制
の
中
に
位
置
づ
け
る
理
論
的
枠
組
み
だ
っ
た
の
で
あ
る
。

⑶　

高
知
市
会
計
年
度
任
用
職
員
に
係
る
処
遇
改
善
事
例

　

以
下
、
非
正
規
の
ケ
ー
ス
ワ
ー
カ
ー
で
あ
る
生
活
保
護
事
務
支
援
員
を
中
心

に
い
か
な
る
処
遇
改
善
策
が
実
行
さ
れ
た
か
を
記
す
こ
と
と
す
る
。

　

① 　

月
例
給

―
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
導
入
前
は
固
定
給
で
大
卒
初
任
給
程
度
（
給

料
表
一
級
二
五
号
給
。
二
〇
一
九
年
段
階
で
一
八
万
五
四
〇
〇
円
）。
導
入
後
は
、経
験

年
数
が
ゼ
ロ
の
者
は
初
任
時
が
大
卒
初
任
給
か
ら
八
号
給
落
ち
で
一
級
一
三
号
（
二
〇

（
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第 6図　国が示した正規職員と非正規職員の職の整理の区分

〔出所〕総務省「会計年度任用職員制度に向けた事務処理マニュアル」（第 2版）2018年10月。

③
臨
時
的
任
用
職
員

従
事
す
る
業
務
の
性
質
に
関
す
る
要
件

常
時
勤
務
を
要
す
る
職

①一般職の職員が従事すべき業務
②特別職非常勤職員が従事すべき業務
③臨時的任用職員
④会計年度任用職員

非
常
勤
の
職

第 7図　高知市職員組合連合会が提案した独自区分

〔出所〕高知市職員組合連合会インタビュー時提供資料。
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二
二
年
段
階
で
一
六
万
四
一
〇
〇
円
）
か
ら
出
発
し
、
経
験
年
数
一
年
に
つ
き
四
号
給

ず
つ
加
算
す
る
。
六
年
目
に
は
二
級
に
昇
格
し
最
高
号
給
は
二
級
四
一
号
給
（
同
二
五

万
七
四
〇
〇
円
）
を
上
限
と
す
る
。
上
限
に
達
す
る
ま
で
の
経
験
年
数
は
一
六
年
と
計

算
で
き
る
。
不
支
給
だ
っ
た
時
間
外
手
当
や
生
活
保
護
業
務
に
係
る
特
殊
勤
務
手
当
が

支
給
さ
れ
る
こ
と
と
な
り
、
通
勤
費
も
支
給
さ
れ
る
。

　

② 　

一
時
金

―
期
末
手
当
が
支
給
さ
れ
る
。
会
計
年
度
任
用
職
員
移
行
時
で
は
、
他
の

多
く
の
自
治
体
が
一
・
六
九
月
分
の
支
給
に
と
ど
め
た
の
に
対
し
、
高
知
市
で
は
、
二

〇
二
〇
年
四
月
一
日
以
前
か
ら
継
続
的
に
任
用
さ
れ
て
い
る
者
が
引
き
続
き
任
用
さ
れ

た
場
合
は
、
そ
の
期
間
も
期
末
手
当
支
給
の
た
め
の
在
職
期
間
と
し
て
算
入
し
、
正
規

公
務
員
に
適
用
さ
れ
る
二
・
六
月
分
の
期
末
手
当
を
、
格
差
を
生
じ
る
こ
と
な
く
支
給

し
た
。

　

③ 　

年
収
保
障

―
人
数
は
少
な
い
も
の
の
、
月
例
給
の
支
給
水
準
が
下
が
っ
た
者
に
つ

い
て
は
、
従
前
の
年
収
水
準
を
現
給
保
障
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

④ 　

勤
務
時
間

―
生
活
保
護
事
務
支
援
員
に
関
し
て
は
、
従
前
は
六
時
間
／
日
×
週
五

日
と
い
う
短
時
間
勤
務
で
あ
っ
た
も
の
を
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
（
七
時
間
四
五
分
／
日
×

週
五
日
）
と
し
た
。

　
　

 　

ま
た
従
前
に
お
い
て
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
で
あ
っ
た
生
活
保
護
事
務
支
援
員
以
外
の
非

正
規
公
務
員
は
、
担
う
べ
き
業
務
や
職
場
ニ
ー
ズ
を
考
慮
し
、
そ
の
一
部
を
制
度
導
入

後
も
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
と
し
た
。

　

⑤ 　

退
職
手
当

―
フ
ル
タ
イ
ム
勤
務
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
は
、
条
例
の
規

定
通
り
、
退
職
手
当
を
支
給
す
る
こ
と
と
し
た
。

　

⑥ 　

正
規
職
員
化

―
二
〇
二
二
年
度
か
ら
、
一
定
要
件
を
満
た
し
た
会
計
年
度
任
用
職

員
を
対
象
と
し
て
、
正
規
職
員
採
用
試
験
受
験
に
お
け
る
年
齢
要
件
等
を
緩
和
（
五
九

歳
ま
で
受
験
可
能
な
の
で
実
質
上
の
撤
廃
）
し
た
。
公
務
員
制
度
の
重
要
な
柱
で
あ
る

成
績
主
義
の
観
点
か
ら
、試
験
そ
の
も
の
を
課
す
こ
と
は
や
む
を
得
な
い
が
、パ
ー
ト
・

有
期
雇
用
労
働
法
に
準
じ
た
措
置
と
も
考
え
ら
れ
る
。

　

⑦ 　

任
用
資
格
の
明
確
化

―
従
前
の
生
活
保
護
事
務
支
援
員
の
任
用
資
格
要
件
は
、
社

会
福
祉
主
事
、
社
会
福
祉
士
ま
た
は
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
の
あ
る
者
で
六
五
歳
未

満
で
あ
っ
た
が
、
二
〇
二
〇
年
四
月
か
ら
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
移
行
に
と
も

な
う
職
の
明
確
化
を
図
る
た
め
、
任
用
に
際
し
て
の
資
格
要
件
を
社
会
福
祉
士
も
し
く

は
精
神
保
健
福
祉
士
の
資
格
を
有
す
る
こ
と
ま
た
は
当
該
業
務
に
直
接
役
立
つ
職
務
に

三
年
以
上
従
事
し
た
経
験
を
有
す
る
者
に
改
め
た
。

　

⑧ 　

任
期
の
更
新

―
公
募
に
よ
ら
ず
三
年
を
超
え
て
継
続
し
て
勤
務
で
き
る
こ
と
と
し

た
。

⑷　

基
幹
化
し
た
非
正
規
公
務
員
に
届
く
組
織
化
論
理
の
構
築

　

前
浦
穂
高
ほ
か
は
、
公
務
員
人
事
管
理
に
お
け
る
非
正
規
職
員
制
度
の
問
題

点
と
し
て
、「
専
門
性
の
高
い
業
務
の
遂
行
を
求
め
ら
れ
る
非
正
規
労
働
者
で

あ
っ
て
も
、
キ
ャ
リ
ア
伸
長
の
延
長
上
に
正
規
職
員
が
位
置
づ
け
ら
れ
て
い
な

い
」
こ
と
を
指
摘
し
、
非
正
規
職
員
が
ジ
ョ
ブ
に
お
け
る
キ
ャ
リ
ア
伸
長
を
果

た
し
て
も
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
も
と
で
は
、
正
規
職
員
に
は
つ
な
が

ら
な
い
と
い
う
キ
ャ
リ
ア
の
非
連
続
性
に
警
鐘
を
鳴
ら
し
た
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
過
程
で
、
総
務
省
は
正
規
と
非
正
規
が
担

う
職
は
厳
格
に
分
離
す
べ
き
と
強
調
し
、
そ
れ
ま
で
非
正
規
職
員
が
担
っ
て
き

た
職
の
領
域
や
責
任
の
範
囲
を
「
支
払
え
る
賃
金
水
準
」
に
縮
小
さ
せ
、
非
正

規
職
員
の
誇
り
を
傷
つ
け
、か
え
っ
て
正
規
・
非
正
規
間
の
分
断
を
も
た
ら
し
、

こ
れ
が
た
め
に
非
正
規
職
員
の
組
織
化
が
阻
害
さ
れ
た
。

　

追
求
さ
れ
る
べ
き
だ
っ
た
の
は
、
非
正
規
職
員
が
担
っ
て
き
た
職
の
領
域
の

縮
小
で
は
な
く
、
担
っ
て
い
る
職
の
領
域
に
ふ
さ
わ
し
い
処
遇
へ
の
改
善
だ
っ

た
。
高
知
市
の
非
正
規
公
務
員
の
組
織
化
の
経
験
は
、
こ
の
こ
と
を
教
示
し
て

い
る
。

（
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第
五
章　

問
題
点
の
整
理

　

い
ま
、非
正
規
公
務
員
制
度
の
見
直
し
が
始
ま
ろ
う
と
し
て
い
る
。そ
の
き
っ

か
け
を
作
っ
た
の
が
、
地
方
創
生
二
・
〇
を
掲
げ
る
石
破
政
権
だ
。
二
四
年
一

二
月
二
四
日
、
政
府
の
「
新
し
い
地
方
経
済
・
生
活
環
境
創
生
本
部
」
は
、
若

者
・
女
性
の
都
市
部
へ
の
流
出
に
歯
止
め
を
か
け
る
た
め
、
地
方
の
働
き
方
改

革
に
取
り
組
む
と
し
、
手
始
め
に
自
治
体
の
雇
用
改
善
策
と
し
て
「
会
計
年
度

任
用
職
員
」制
度
の
見
直
し
な
ど
の
検
討
を
進
め
、二
五
年
夏
に
ま
と
め
る「
基

本
構
想
」
に
反
映
さ
せ
る
と
し
た
。

　

女
性
活
躍
の
推
進
に
関
す
る
政
府
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
チ
ー
ム
（
座
長
・
矢
田

稚
子
首
相
補
佐
官
）も
、地
方
と
大
都
市
圏
の
男
女
賃
金
格
差
を
問
題
視
し
た
。

若
い
女
性
の
流
出
が
進
む
地
方
で
は
そ
の
差
が
よ
り
大
き
く
、
未
婚
男
性
の
比

率
も
高
い
傾
向
に
あ
る
と
の
分
析
も
公
表
し
て
い
た
。

　

石
破
首
相
の
意
を
受
け
た
も
の
か
ど
う
か
は
わ
か
ら
な
い
が
、
二
五
年
一
月

三
〇
日
、
平
井
伸
治
鳥
取
県
知
事
は
定
例
記
者
会
見
で
、
従
来
よ
り
短
時
間
の

働
き
方
で
も
正
職
員
と
し
て
の
待
遇
を
保
障
す
る
県
独
自
の
新
人
事
制
度
「
短

時
間
勤
務
正
職
員
」
を
導
入
す
る
と
発
表
し
た
。
二
五
年
三
月
議
会
で
条
例
案

が
可
決
さ
れ
、
二
五
年
四
月
か
ら
施
行
し
た
。

　

看
護
師
か
保
育
士
の
資
格
を
持
っ
て
お
り
自
身
の
育
児
や
親
な
ど
の
介
護
の

た
め
に
短
時
間
の
勤
務
を
希
望
す
る
人
が
対
象
で
、
従
来
の
週
四
〇
時
間
よ
り

短
い
三
〇
時
間
の
勤
務
の
正
職
員
と
し
た
。
平
井
知
事
は
「
地
方
公
務
員
法
や

地
方
自
治
法
を
精
査
し
て
取
り
入
れ
た
。『
鳥
取
方
式
』と
し
て
全
国
発
信
し
た

い
」
と
話
し
て
い
る
と
い
う
。

　

こ
の
鳥
取
県
の
構
想
は
、
県
の
若
手
職
員
に
よ
る
県
庁
働
き
方
改
革
緊
急
対

策
チ
ー
ム
の
中
間
報
告
と
し
て
提
案
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
が
、
同
中
間
報
告
に

は
、
よ
り
明
確
に
「
一
定
の
会
計
年
度
任
用
職
員
に
つ
い
て
短
時
間
勤
務
に
よ

る
正
職
員
導
入
」
と
記
さ
れ
て
い
る
。

　

新
制
度
の
短
時
間
勤
務
正
職
員
制
度
で
恩
恵
を
受
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員

の
規
模
は
そ
れ
ほ
ど
大
き
く
は
な
い
。

　

た
だ
、
正
規
職
員
の
要
件
の
一
つ
で
あ
る
常
勤
＝
フ
ル
タ
イ
ム
に
風
穴
を
あ

け
る
意
義
は
大
き
く
、
短
時
間
で
も
無
期
雇
用
の
正
規
職
員
に
な
る
可
能
性
を

開
き
、
ワ
ー
ク
・
ラ
イ
フ
・
バ
ラ
ン
ス
に
配
慮
し
た
働
き
方
改
革
に
も
資
す
る

こ
と
に
な
る
だ
ろ
う
。

　

だ
が
、
非
正
規
公
務
員
問
題
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら

な
い
課
題
が
山
積
し
て
い
る
。

　

筆
者
は
、非
正
規
公
務
員
に
係
る
問
題
群
を
、「
入
口
（
規
制
）」「
内
容
（
規

制
）」「
出
口
（
規
制
）」
と
い
う
区
分
に
も
と
づ
き
、次
の
よ
う
に
整
理
し
列
挙

し
て
き
た
。

⑴　

入
口
（
規
制
）
―
有
期
任
用
の
あ
り
方
を
め
ぐ
る
問
題

　

① 　

公
務
員
の
任
用
は
期
間
の
定
め
が
な
い
任
用
が
前
提
で
、任
期
付
任
用
（
有
期
任
用
）

は
、
例
外
で
あ
る
と
み
な
せ
る
か
。

　

② 　

有
期
雇
用
が
例
外
と
し
た
場
合
、
任
期
付
任
用
が
許
さ
れ
る
要
件
と
は
何
か
。

　

③ 　

恒
常
的
な
業
務
に
就
く
職
員
は
、
任
期
の
定
め
の
な
い
正
規
職
員
と
す
べ
き
で
は
な

い
か
。

　

④ 　

従
来
の
ジ
ェ
ネ
ラ
リ
ス
ト
型
（
総
合
職
型
）
の
任
期
の
定
め
の
な
い
正
規
職
員
と
は

異
な
る
類
型
と
し
て
、
ス
ペ
シ
ャ
リ
ス
ト
型
（
専
門
職
型
）
の
任
期
の
定
め
の
な
い
正

規
職
員
と
い
う
新
た
な
類
型
は
可
能
か
。

⑵　

内
容
（
規
制
）
―
同
一
価
値
労
働
同
一
賃
金
と
い
う
原
則
を
め
ぐ
る
問
題

　

① 　

自
治
法
二
〇
三
条
の
二
、
二
〇
四
条
改
正
問
題
。
非
常
勤
職
員
に
諸
手
当
の
支
給
を

（
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禁
じ
て
い
る
よ
う
に
解
釈
で
き
る
の
は
、
非
現
業
職
の
非
常
勤
公
務
員
に
の
み
適
用
さ

れ
る
自
治
法
だ
け
で
あ
る
。

　

② 　

パ
ー
ト
労
働
法
の
趣
旨
の
法
定
化
。
常
勤
職
員
と
み
な
さ
れ
る
べ
き
非
正
規
公
務
員

の
差
別
的
取
り
扱
い
を
禁
じ
る
と
と
も
に
、
全
般
的
に
処
遇
改
善
に
努
め
る
こ
と
を
義

務
づ
け
る
こ
と
の
必
要
性
。

⑶　

出
口
（
規
制
）
―
雇
止
め
に
関
す
る
非
正
規
公
務
員
の
法
的
利
益
の
保
護
の
問
題

　

① 　

解
雇
権
濫
用
法
理
を
類
推
適
用
す
べ
き
状
況
下
に
あ
る
非
正
規
公
務
員
に
つ
い
て
、

本
人
の
意
に
反
す
る
雇
止
め
そ
の
も
の
を
規
制
す
る
法
・
条
例
の
整
備
の
必
要
性
。

　

② 　

実
質
的
な
無
期
雇
用
転
換
権
を
位
置
づ
け
る
た
め
に
、
一
定
年
限
を
超
え
て
継
続
し

て
雇
用
さ
れ
て
き
た
非
正
規
公
務
員
が
任
期
の
更
新
を
申
し
入
れ
た
場
合
に
お
い
て

は
、
任
命
権
者
は
そ
の
任
期
を
更
新
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
と
す
る
と
す
る
規
定
の
、

法
・
条
例
上
の
整
備
。

　

③ 　

雇
止
め
に
あ
っ
た
非
正
規
公
務
員
に
つ
い
て
、
そ
の
任
用
継
続
保
障
に
係
る
期
待
権

に
つ
き
国
家
賠
償
法
に
も
と
づ
く
損
害
賠
償
法
理
の
適
用
。

　

以
下
、
上
記
の
各
課
題
に
つ
い
て
、
⑶
、
⑵
、
⑴
の
順
に
触
れ
て
い
く
こ
と

と
す
る
。
ま
ず
、
⑶
出
口
（
規
制
）
か
ら
話
を
進
め
る
。

　

解
雇
権
濫
用
法
理
を
類
推
適
用
す
べ
き
状
況
下
に
あ
る
非
正
規
公
務
員
に
つ

い
て
、
本
人
の
意
に
反
す
る
雇
止
め
そ
の
も
の
を
規
制
す
る
法
整
備
の
必
要
性

は
、
中
野
区
非
常
勤
保
育
士
再
任
拒
否
事
件
（
東
京
高
判
平
一
九
・
一
一
・
二

八
）
で
、
東
京
高
裁
が
説
示
し
て
い
た
こ
と
で
あ
る
。

　

す
な
わ
ち
同
事
件
の
判
決
に
お
い
て
、東
京
高
裁
は
、「
私
法
上
の
雇
用
契
約

の
場
合
と
、
公
法
上
の
任
用
関
係
で
あ
る
場
合
と
で
、
そ
の
実
質
面
に
お
い
て

は
、
多
数
回
の
更
新
の
事
実
や
、
雇
用
継
続
の
期
待
と
い
う
点
で
差
異
が
な
い

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
労
働
者
の
側
に
と
っ
て
そ
の
法
的
な
扱
い
に
つ
い
て
差
が

生
じ
、
公
法
上
の
任
用
関
係
で
あ
る
場
合
の
労
働
者
が
私
法
上
の
雇
用
契
約
に

比
し
て
不
利
と
な
る
こ
と
は
確
か
に
不
合
理
で
あ
る
」
か
ら
、「
反
復
継
続
し
て

任
命
さ
れ
て
き
た
非
常
勤
職
員
に
関
す
る
公
法
上
の
任
用
関
係
に
お
い
て
も
、

実
質
面
に
即
応
し
た
法
の
整
備
が
必
要
」
と
指
摘
し
て
い
た
の
で
あ
る
。

　

繰
り
返
す
ま
で
も
な
い
が
、
裁
判
所
の
判
断
は
、
任
期
付
の
任
用
も
任
命
権

者
の
任
命
と
い
う
行
政
処
分
で
あ
る
と
し
、
任
命
行
為
が
あ
っ
て
は
じ
め
て
勤

務
関
係
が
成
立
す
る
か
ら
、
私
法
上
の
労
働
関
係
の
よ
う
に
、
当
事
者
の
合
理

的
な
意
思
解
釈
な
い
し
は
黙
示
の
合
意
に
よ
っ
て
、
繰
り
返
し
任
用
が
「
任
期

の
定
め
の
な
い
任
用
」
に
は
転
化
せ
ず
、
私
法
上
の
解
雇
権
濫
用
法
理
を
類
推

適
用
す
る
余
地
は
な
い
と
し
て
い
る
。
そ
う
す
る
と
、
反
復
継
続
し
て
任
命
さ

れ
て
き
た
非
正
規
公
務
員
の
、
再
任
用
さ
れ
る
べ
き
立
場
に
あ
る
と
の
客
観
的

期
待
権
の
よ
う
な
利
益
を
保
護
す
る
に
は
、
本
人
の
意
に
反
し
て
雇
止
め
す
る

こ
と
を
禁
じ
る
法
律
上
の
縛
り
が
必
要
な
の
で
あ
る
。

　

民
間
部
門
で
は
、
二
〇
一
二
年
の
通
常
国
会
に
労
働
契
約
法
改
正
案
が
上
程

さ
れ
、
そ
こ
で
は
有
期
雇
用
の
労
働
者
が
同
じ
職
場
で
五
年
を
超
え
て
働
い
た

場
合
、
本
人
の
希
望
で
無
期
雇
用
の
労
働
契
約
に
転
換
さ
せ
る
と
の
「
出
口
規

制
」
を
新
た
に
付
加
し
て
い
る
。
た
し
か
に
切
り
替
え
期
限
の
五
年
を
前
に
雇

止
め
す
る
こ
と
が
続
発
す
る
の
で
は
な
い
か
と
の
懸
念
は
あ
る
も
の
の
、
少
な

く
と
も
「
出
口
」
ベ
ー
ス
で
、
判
例
法
理
と
し
て
確
立
し
て
い
る
解
雇
権
濫
用

法
理
の
類
推
適
用
を
法
定
化
し
よ
う
と
い
う
点
で
意
義
あ
る
改
正
だ
っ
た
と
い

え
よ
う
。

　

と
こ
ろ
が
公
務
員
の
世
界
で
は
、
正
規
公
務
員
と
し
て
の
任
用
行
為
と
非
正

規
公
務
員
と
し
て
の
任
用
行
為
は
別
々
の
任
用
行
為
な
の
だ
か
ら
、
労
働
契
約

法
の
よ
う
に
六
年
目
以
降
は
正
規
職
員
に
す
る
と
の
連
続
性
を
も
っ
た
解
決
方

法
は
取
り
え
な
い
。
そ
こ
で
当
面
の
措
置
と
し
て
、
一
方
的
な
雇
止
め
か
ら
非

正
規
公
務
員
を
保
護
す
る
た
め
、
任
用
継
続
に
関
す
る
客
観
的
な
期
待
権
が
生

じ
て
い
る
と
み
な
せ
る
非
正
規
公
務
員
に
つ
い
て
は
、本
人
が
辞
退
す
る
ま
で
、

任
用
を
義
務
づ
け
る
こ
と
の
法
整
備
が
必
要
な
の
で
あ
る
。
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し
か
し
こ
の
よ
う
な
法
整
備
は
検
討
さ
え
も
な
さ
れ
て
い
な
い
。
か
え
っ
て

自
治
体
段
階
で
は
法
令
に
定
め
が
な
い
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
公
募
制
を
導
入
す

る
な
ど
し
て
、
実
施
的
な
雇
用
年
限
制
度
の
導
入
が
行
わ
れ
て
い
る
。
時
代
の

流
れ
に
逆
行
し
て
い
る
と
い
わ
ざ
る
を
え
な
い
。

　

次
に
⑵
内
容
（
規
制
）
に
つ
い
て
論
じ
る
。
同
じ
価
値
の
あ
る
と
考
え
ら
れ

る
仕
事
を
し
て
い
れ
ば
、
同
じ
賃
金
を
支
払
わ
れ
る
と
い
う
同
一
価
値
労
働
同

一
賃
金
原
則
は
、
日
本
政
府
も
批
准
し
て
い
る
Ｉ
Ｌ
Ｏ
一
〇
〇
号
条
約
に
も
規

定
さ
れ
る
世
界
共
通
の
理
念
で
あ
る
。
こ
の
条
約
の
正
式
名
称
は
、「
同
一
価
値

の
労
働
に
つ
い
て
の
男
女
労
働
者
に
対
す
る
同
一
報
酬
に
関
す
る
条
約
」
と
い

い
、
男
女
間
の
賃
金
差
別
の
禁
止
を
主
要
な
タ
ー
ゲ
ッ
ト
と
し
て
い
る
が
、
日

本
で
は
、
正
規
―
非
正
規
間
の
賃
金
を
は
じ
め
と
す
る
処
遇
格
差
に
も
適
用
せ

ざ
る
を
え
な
い
状
況
で
あ
る
。

　

法
制
度
改
革
課
題
と
し
て
は
、
正
規
公
務
員
と
非
正
規
公
務
員
間
の
差
別
的

取
り
扱
い
を
禁
止
し
、
処
遇
格
差
を
是
正
す
る
こ
と
を
、
国
・
自
治
体
の
任
命

権
者
に
義
務
づ
け
る
こ
と
で
あ
る
。

　

非
正
規
公
務
員
に
と
っ
て
不
利
益
な
取
り
扱
い
が
、
な
ぜ
「
適
法
」
な
も
の

と
し
て
放
置
さ
れ
て
い
る
の
か
の
答
え
の
一
つ
が
、
非
正
規
公
務
員
の
処
遇
改

善
や
雇
用
安
定
に
向
け
た
法
的
義
務
を
、
民
間
事
業
者
と
異
な
り
、
国
・
地
方

自
治
体
の
使
用
者
が
免
れ
て
い
る
か
ら
で
あ
る
。

　

パ
ー
ト
有
期
雇
用
労
働
法
で
は
、
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
か
ら
求
め
が

あ
っ
た
と
き
は
、
短
時
間
・
有
期
雇
用
労
働
者
と
通
常
の
労
働
者
と
の
間
の
待

遇
の
相
違
内
容
お
よ
び
理
由
等
に
つ
い
て
説
明
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を

事
業
主
に
義
務
づ
け
て
い
る
。
だ
が
同
法
は
公
務
員
に
は
非
適
用
で
あ
る
。

　

し
た
が
っ
て
、
使
用
者
た
る
国
・
地
方
自
治
体
の
任
命
権
者
な
ら
び
に
そ
の

委
任
を
受
け
た
者
は
、
説
明
責
任
を
負
わ
ず
、
非
正
規
公
務
員
か
ら
の
ワ
ー
キ

ン
グ
プ
ア
水
準
の
賃
金
で
働
か
せ
る
こ
と
の
異
議
は
、「
問
答
無
用
」
と
ば
か
り

に
受
け
付
け
ら
れ
な
い
。

　

つ
ま
り
国
・
地
方
自
治
体
の
使
用
者
は
、
無
期
雇
用
に
転
換
す
る
こ
と
も
、

雇
用
期
間
を
長
く
す
る
こ
と
も
義
務
づ
け
ら
れ
ず
、
恒
常
的
な
業
務
に
従
事
さ

せ
て
い
る
に
も
か
か
わ
ら
ず
、
必
要
以
上
に
短
い
期
間
を
定
め
て
非
正
規
公
務

員
を
採
用
し
、
そ
の
有
期
雇
用
を
反
復
更
新
し
、
い
ざ
と
な
っ
た
ら
解
雇
に
類

す
べ
き
雇
止
め
を
行
な
い
、
非
正
規
公
務
員
か
ら
疑
問
を
呈
せ
ら
れ
て
も
応
答

す
る
必
要
も
な
い
と
い
う
、
お
よ
そ
民
間
労
働
者
に
適
用
さ
れ
る
法
環
境
で
は

許
さ
れ
な
い
行
為
を
、
な
ん
の
痛
痒
も
感
じ
ず
に
「
適
法
」
に
執
行
で
き
る
。

　

非
正
規
公
務
員
が
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
主
要
な
担
い
手
と
な
っ
た
今
日
の
状
況

下
に
お
い
て
は
、
こ
の
よ
う
な
不
作
為
は
も
は
や
許
さ
れ
な
い
と
い
う
べ
き
で

あ
っ
て
、
少
な
く
と
も
パ
ー
ト
有
期
雇
用
労
働
法
の
趣
旨
に
準
じ
た
取
り
扱
い

を
国
・
自
治
体
の
任
命
権
者
に
促
す
法
整
備
が
必
要
と
な
っ
て
い
る
。

　

最
後
に
⑴
入
口
（
規
制
）
の
課
題
に
触
れ
、
あ
ら
た
め
て
公
務
員
の
任
期
と

は
何
か
に
つ
い
て
考
え
て
み
る
。

　

公
務
員
法
上
、
公
務
員
の
任
用
は
期
間
の
定
め
が
な
い
任
用
が
前
提
で
、
期

限
付
任
用
は
そ
も
そ
も
例
外
で
あ
る
。
た
と
え
ば
地
方
公
務
員
法
二
七
条
二
項

は
「
職
員
は
、
こ
の
法
律
で
定
め
る
事
由
に
よ
る
場
合
で
な
け
れ
ば
、
そ
の
意

に
反
し
て
、
降
任
さ
れ
、
若
し
く
は
免
職
さ
れ
ず
」
と
し
、
定
年
退
職
で
さ
え

も
、
法
律
で
定
め
る
免
職
の
事
由
と
し
て
同
法
二
八
条
の
二
第
一
項
に
規
定
し

て
い
る
。つ
ま
り
公
務
員
は
仕
事
が
あ
れ
ば
、そ
の
任
期
は
無
期
限
な
の
だ
が
、

定
年
と
い
う
法
律
上
の
事
由
に
よ
っ
て
途
中
で
免
職
さ
れ
る
の
で
あ
る
。

　

当
初
の
雇
止
め
訴
訟
は
、
こ
の
点
を
も
っ
て
争
わ
れ
た
。
山
形
県
人
事
委
員

会
東
郷
小
学
校
事
件（
最
高
裁
判
昭
三
八
・
四
・
二
）に
お
い
て
、最
高
裁
は
、

職
員
の
任
用
を
無
期
限
の
も
の
と
す
る
の
が
法
の
建
前
で
あ
る
こ
と
を
示
し
た
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う
え
で
、
職
員
の
期
限
付
任
用
は
、
①
任
期
付
任
用
を
必
要
と
す
る
特
段
の
事

由
の
存
在
、
②
任
期
付
任
用
が
、
公
務
員
法
が
任
期
の
定
め
の
な
い
任
用
を
原

則
と
し
て
い
る
こ
と
の
趣
旨
（
＝
職
員
の
身
分
を
保
障
し
、
職
員
を
安
ん
じ
て

自
己
の
職
務
に
専
念
さ
せ
る
こ
と
）
に
反
し
な
け
れ
ば
、
と
く
に
法
律
に
期
限

付
任
用
を
認
め
る
旨
の
明
文
が
な
く
て
も
許
さ
れ
る
と
い
う
考
え
方
を
示
し
た
。

　

そ
う
す
る
と
次
は
、
任
期
付
任
用
が
許
さ
れ
る
特
段
の
事
由
と
は
何
か
が
争

わ
れ
る
。

　

こ
の
点
に
関
し
て
は
、
大
阪
大
学
（
図
書
館
事
務
補
助
員
）
事
件
（
最
高
裁

判
平
六
・
七
・
一
四
）
に
お
い
て
、
最
高
裁
が
、
当
図
書
館
の
業
務
は
正
規
任

用
に
係
る
常
勤
職
員
の
み
に
よ
っ
て
処
理
す
る
こ
と
が
で
き
る
範
囲
を
超
え
て

い
た
が
、
①
直
ち
に
常
勤
職
員
の
定
員
を
増
加
す
る
こ
と
は
実
際
上
困
難
、
②

特
別
の
習
熟
、
知
識
、
技
術
ま
た
は
経
験
を
必
要
と
し
な
い
代
替
的
事
務
、
と

い
う
理
由
を
挙
げ
て
、任
期
付
職
員
と
し
て
任
用
し
た
こ
と
が
、「
職
員
の
任
用

を
原
則
と
し
て
無
期
限
と
し
た
国
家
公
務
員
法
の
趣
旨
に
反
す
る
も
の
と
ま
で

は
解
し
難
い
」
と
し
た
。

　

つ
ま
り
、
任
期
付
任
用
が
許
さ
れ
る
特
段
の
事
由
と
は
、
①
業
務
繁
閑
な
ど

へ
の
対
処
＝
担
当
業
務
の
非
恒
常
性
、②
担
当
業
務
が
、特
別
の
習
熟
、知
識
、

技
術
ま
た
は
経
験
を
必
要
と
し
な
い
代
替
的
事
務
＝
補
助
的
業
務
と
い
う
も
の

で
あ
っ
た
。

　

こ
の
考
え
方
を
端
的
に
表
し
た
の
が
、
茨
木
市
臨
時
任
用
職
員
一
時
金
等
支

給
事
件
（
最
高
裁
判
平
二
二
・
九
・
一
〇
）
に
お
け
る
千
葉
勝
巳
裁
判
官
の
補

足
意
見
で
、
次
の
よ
う
に
述
べ
ら
れ
て
い
る
。

「（
非
正
規
公
務
員
の
）
勤
務
実
態
を
常
勤
と
評
価
さ
れ
る
よ
う
な
も
の
に
改
め
、
こ
れ
を
恒

常
的
に
任
用
す
る
必
要
が
あ
る
と
き
に
は
、
正
規
職
員
と
し
て
任
命
替
え
を
行
う
方
向
で
の

法
的
、行
政
的
手
当
を
執
る
べ
き
で
あ
ろ
う
。（
中
略
）
こ
れ
ら
の
対
応
の
た
め
に
は
、当
該

地
方
公
共
団
体
の
人
的
体
制
・
定
員
管
理
の
在
り
方
や
人
件
費
の
額
等
に
つ
い
て
の
全
体
的

な
検
討
を
余
儀
な
く
さ
れ
る
場
面
も
生
じ
よ
う
。」

　

こ
の
よ
う
に
公
務
員
の
任
用
の
原
則
は
、
任
期
を
付
さ
ず
、
無
期
限
で
あ
る

こ
と
が
前
提
な
の
で
あ
る
。

　

そ
う
す
る
と
正
規
公
務
員
数
よ
り
非
正
規
職
員
数
の
方
が
多
い
と
い
う
自
治

体
さ
え
あ
る
と
い
う
今
日
の
事
態
は
、
公
務
員
法
の
趣
旨
を
潜
脱
す
る
違
法
な

任
用
が
ま
か
り
通
る
異
常
な
状
況
だ
と
い
う
こ
と
が
で
き
る
。

　

違
法
性
を
回
避
す
る
た
め
の
対
応
は
任
命
権
者
の
側
か
ら
す
れ
ば
、
雇
止
め

か
、
任
用
替
え
か
で
あ
る
が
、
違
法
性
を
疑
わ
れ
る
今
日
の
事
態
を
招
い
た
責

任
は
、
一
義
的
に
は
任
命
権
者
の
側
に
あ
る
こ
と
を
ふ
ま
え
れ
ば
、
前
者
の
選

択
は
本
当
は
あ
り
得
な
い
。
さ
ら
に
非
正
規
公
務
員
と
い
う
存
在
は
、
我
々
が

想
定
し
て
い
る
以
上
に
公
共
サ
ー
ビ
ス
提
供
を
中
心
的
に
担
っ
て
い
る
た
め
、

そ
の
放
逐
は
、
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
質
の
低
下
を
も
た
ら
す
こ
と
に
も
な
る
。

　

今
は
、
当
面
の
措
置
と
し
て
出
口
段
階
で
雇
止
め
を
回
避
し
、
そ
し
て
入
口

段
階
で
は
、
何
ら
か
の
形
で
正
式
任
用
す
る
方
策
を
模
索
し
て
い
か
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
で
あ
る
。

お 

わ 

り 

に

　

非
正
規
公
務
員
問
題
の
研
究
を
す
す
め
る
な
か
で
、
筆
者
は
、
も
う
一
つ
の

課
題
を
発
見
し
た
。

　

そ
れ
が
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
公
務
員
人
事
管
理
の
問
題
で
あ
る
。

　

濱
口
桂
一
郎
が
提
唱
し
て
い
る
よ
う
に
、
日
本
型
雇
用
シ
ス
テ
ム
は
、
雇
用

維
持
を
第
一
に
考
え
る
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
雇
用
で
、
正
規
職
は
職
務
白
紙
委
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任
で
就
社
し
、
異
動
を
重
ね
て
い
く
。
そ
う
す
る
こ
と
で
雇
用
を
維
持
し
て
き

た
。
そ
の
一
方
で
、
専
門
職
の
よ
う
な
長
い
業
務
経
験
を
要
す
る
職
は
、
異
動

に
な
じ
ま
な
い
こ
と
を
理
由
に
し
て
非
正
規
化
さ
れ
て
き
た
。
そ
の
結
果
、
正

規
・
非
正
規
間
の
分
断
が
深
ま
り
、
日
常
的
に
非
正
規
公
務
員
が
接
し
て
い
る

何
ら
か
の
困
難
を
抱
え
る
住
民
の
ニ
ー
ズ
は
共
有
化
さ
れ
ず
、
さ
ら
に
孤
立
・

孤
独
を
深
め
て
い
る
。

　

こ
の
立
て
直
し
に
は
、
非
正
規
職
員
を
正
規
化
す
る
に
と
ど
ま
ら
ず
、
一
つ

の
職
務
の
エ
キ
ス
パ
ー
ト
を
重
視
し
た
職
務
限
定
の
専
門
職
型
公
務
員
（
ジ
ョ

ブ
型
正
規
雇
用
）
と
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
正
規
雇
用
が
併
存
す
る
デ
ュ
ア
ル

人
事
シ
ス
テ
ム
に
公
務
員
人
事
管
理
制
度
を
転
換
す
る
必
要
が
あ
る
と
い
え
よ

う
。

　

会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
を
、
メ
ン
バ
ー
シ
ッ
プ
型
一
辺
倒
の
公
務

員
人
事
管
理
制
度
全
般
の
見
直
し
へ
と
進
め
て
い
く
契
機
に
す
る
こ
と
が
望
ま

れ
て
い
る
の
で
あ
る
。

 
（
上
林
陽
治
）　

（
1
）　

詳
細
は
、
上
林
陽
治
『
非
正
規
公
務
員
の
リ
ア
ル
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
二
一
年
、

第
3
部
「
欺
瞞
の
地
公
法
・
自
治
法
改
正
、
失
望
と
落
胆
の
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
」

を
参
照
。

（
2
）　

高
橋
滋
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
運
用
と
今
後
の
課
題
」『
地
方
公
務
員
月
報
』

（
六
九
四
）
二
〇
二
一
年
五
月
号
、
八
頁
。

（
3
）　

茨
木
市
臨
時
的
任
用
職
員
一
時
金
支
給
事
件
（
最
二
小
判
平
二
二
・
九
・
一
〇
）『
判

例
タ
イ
ム
ズ
』（
一
三
三
五
）
二
〇
一
一
・
一
・
一
五
、
六
四
頁
以
下
。

（
4
）　

東
村
山
市
嘱
託
職
員
退
職
手
当
支
給
損
害
賠
償
請
求
住
民
訴
訟
事
件
（
東
京
高
判
平

二
〇
・
七
・
三
〇
）
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。

（
5
）　
「
一
分
で
も
勤
務
時
間
が
短
い
方
は
、パ
ー
ト
タ
イ
ム
の
会
計
年
度
任
用
職
員
と
い
う

こ
と
で
ご
ざ
い
ま
す
」（
第
一
九
三
回
国
会
衆
議
院
総
務
委
員
会
議
録
第
一
六
号
、二
〇
一

七
年
五
月
九
日
、一
四
頁
（
高
原
剛
総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部
長
（
当
時
）
答
弁
）。

（
6
）「
任
期
」
の
概
念
の
導
入
の
端
緒
に
な
っ
た
の
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
の
制
度
設
計

の
モ
デ
ル
で
あ
る
国
の
期
間
業
務
職
員
制
度
で
あ
る
。
期
間
業
務
職
員
制
度
は
、
二
〇
一

〇
年
一
〇
月
に
施
行
し
た
も
の
で
、
そ
れ
ま
で
は
日
々
雇
用
職
員
と
称
さ
れ
、
任
用
予
定

期
間
内
で
毎
日
任
用
さ
れ
て
い
る
と
い
う
も
の
だ
っ
た
。
こ
の
た
め
、
日
々
雇
用
職
員
制

度
を
廃
し
、期
間
業
務
職
員
制
度
へ
転
換
す
る
に
際
し
、任
期
の
取
り
扱
い
が
問
題
と
な
っ

た
。
日
々
雇
用
職
員
の
任
免
を
定
め
て
い
た
改
正
前
の
人
事
院
規
則
八－

一
二
（
職
員
の

任
免
）
の
（
旧
）
五
二
条
第
二
項
で
も
、「
日
々
雇
い
入
れ
ら
れ
る
職
員
が
引
き
続
き
勤
務

し
て
い
る
こ
と
を
任
命
権
者
が
知
り
な
が
ら
別
段
の
措
置
を
し
な
い
と
き
は
、
従
前
の
任

用
は
、
同
一
の
条
件
を
も
っ
て
更
新
さ
れ
た
も
の
と
す
る
」
と
定
め
て
い
た
の
で
あ
る
。

こ
の
規
定
内
容
は
、民
法
六
二
九
条 （
雇
用
の
更
新
の
推
定
等
）「
雇
用
の
期
間
が
満
了
し

た
後
労
働
者
が
引
き
続
き
そ
の
労
働
に
従
事
す
る
場
合
に
お
い
て
、
使
用
者
が
こ
れ
を
知

り
な
が
ら
異
議
を
述
べ
な
い
と
き
は
、
従
前
の
雇
用
と
同
一
の
条
件
で
更
に
雇
用
を
し
た

も
の
と
推
定
す
る
」
を
引
き
写
し
た
も
の
な
の
で
あ
る
。
な
お
こ
の
民
法
上
の
規
定
は
、

解
雇
権
濫
用
法
理
の
根
拠
規
定
に
な
っ
た
も
の
で
あ
る
。
す
な
わ
ち
期
間
業
務
職
員
制
度

や
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
が
導
入
さ
れ
る
前
に
お
い
て
は
、
任
命
権
者
が
特
段
の
措
置

を
し
な
い
限
り
、
非
正
規
公
務
員
の
雇
用
は
無
限
に
継
続
さ
れ
る
、
す
な
わ
ち
実
質
に
お

い
て
、
任
期
は
な
い
も
の
と
し
て
取
り
扱
わ
れ
て
い
た
の
で
あ
る
。

（
7
）　

大
村
慎
一
「
地
方
公
務
員
行
政
の
課
題
と
展
望
」『
地
方
公
務
員
月
報
』（
六
七
八
）

二
〇
二
〇
年
一
月
号
、
七
頁
。

（
8
）
上
林
陽
治
「
日
本
の
公
共
サ
ー
ビ
ス
の
非
正
規
化
・
民
営
化
の
影
響
と
解
決
に
向
け
た

道
筋
」
横
田
伸
子
他
編
『「
働
き
方
改
革
」
の
達
成
と
限
界 

日
本
と
韓
国
の
軌
跡
を
見
つ

め
て
』
関
西
学
院
大
学
出
版
会
、
二
〇
二
一
年
、
八
八－

八
九
頁
。

（
9
）　

中
野
区
非
常
勤
保
育
士
再
任
拒
否
事
件
（
東
京
高
判
平
一
九
・
一
一
・
二
八
）『
判
例

地
方
自
治
』（
三
〇
三
）
二
〇
〇
八
・
六
、
三
二
頁
以
下
。

（
10
）　

東
村
山
市
嘱
託
職
員
退
職
手
当
支
給
損
害
賠
償
請
求
住
民
訴
訟
事
件
（
東
京
高
判
平

二
〇
・
七
・
三
〇
）
裁
判
所
ウ
ェ
ブ
サ
イ
ト
参
照
。

（
34
）

（
35
）
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（
11
）　

茨
木
市
臨
時
的
任
用
職
員
一
時
金
支
給
事
件
（
最
二
小
判
平
二
二
・
九
・
一
〇
）『
判

例
タ
イ
ム
ズ
』（
一
三
三
五
）
二
〇
一
一
・
一
・
一
五
、
六
四
頁
以
下
。

（
12
）　

枚
方
市
非
常
勤
職
員
一
時
金
等
支
給
事
件
（
大
阪
高
判
平
二
二
・
九
・
一
七
）『
労
働

法
律
旬
報
』（
一
七
三
八
）
二
〇
一
一
・
二
・
二
五
。

（
13
）　

中
津
市
非
常
勤
職
員
退
職
手
当
支
給
請
求
訴
訟（
福
岡
高
判
平
二
五
・
一
二
・
一
二
）

『
判
例
時
報
』（
二
二
二
二
）
二
〇
一
四
・
七
・
二
一
、
一
二
三
頁
以
下
。

（
14
）　

自
治
省
行
政
局
公
務
員
部
長
通
知
「
地
方
自
治
・
新
時
代
に
お
け
る
人
材
育
成
基
本

方
針
策
定
指
針
に
つ
い
て
」
自
治
能
第
七
八
号
、
一
九
九
七
年
一
一
月
二
八
日
。

（
15
）　

西
村
幸
満
・
藤
間
公
太
「
管
理
職
の
意
思
決
定
過
程
」
国
立
社
会
保
障
・
人
口
問
題

研
究
所
編
『
地
域
で
担
う
生
活
支
援
』
東
京
大
学
出
版
会
、
二
〇
一
八
年
、
九
八
頁
。

（
16
）　

濱
口
桂
一
郎
「
公
務
員
と
ジ
ョ
ブ
型
の
ね
じ
れ
に
ね
じ
れ
た
関
係
」『
試
験
と
研
修
』

二
〇
二
二
年
三
月
、
三
九
頁
。

（
17
）　
『
毎
日
新
聞
』
二
〇
一
九
年
二
月
二
一
日
付
、
朝
刊
。

（
18
）　

Ｎ
Ｈ
Ｋ　

Ｗ
Ｅ
Ｂ
記
事
「
期
待
と
現
実 

や
り
が
い
・
責
任
感
で
は
〝
も
う
続
か
な

い
〞」
二
〇
二
一
年
六
月
一
四
日
配
信
。

（
19
）　
厚
生
労
働
省「
令
和
二
年
度
全
国
児
童
福
祉
主
管
課
長
・
児
童
相
談
所
長
会
議
資
料
」。

（
20
）　
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
施
行
に
向
け
た
留
意
事
項
に
つ
い
て
（
通
知
）」
総
行
公

九
五
号
、二
〇
一
九
（
令
和
元
）・
一
二
・
二
〇
、総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部
公
務
員

課
長
。

（
21
）　
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
施
行
に
向
け
た
質
疑
応
答
の
追
加
に
つ
い
て
」総
行
公

二
〇
号
、二
〇
二
〇
（
令
和
二
）・
一
・
三
一
、総
務
省
自
治
行
政
局
公
務
員
部
公
務
員
課

長
通
知
。

（
22
）　
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
等
に
向
け
た
必
要
な
準
備
等
に
つ
い
て（
通
知
）」

総
行
公
第
一
〇
二
号
他
、二
〇
一
七
（
平
二
九
）・
八
・
二
三
、総
務
省
自
治
行
政
局
公
務

員
部
長
。

（
23
）　
「
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
導
入
等
に
向
け
た
事
務
処
理
マ
ニ
ュ
ア
ル（
第
二
版
）」

総
行
公
第
一
三
五
号
等
、
二
〇
一
八
（
平
成
三
〇
）
年
一
〇
月
一
八
日
、
総
務
省
自
治
行

政
局
公
務
員
部
長
。
な
お
、
二
〇
一
七
年
八
月
の
第
一
版
に
は
、
こ
の
よ
う
な
記
載
は
な

く
、
第
二
版
で
新
た
に
挿
入
さ
れ
た
も
の
で
あ
る
。

（
24
）　

心
理
職
ユ
ニ
オ
ン
「
東
京
都
ス
ク
ー
ル
カ
ウ
ン
セ
ラ
ー
採
用
状
況
調
査
結
果
報
告
」

（
二
〇
二
四
年
三
月
）
掲
載
資
料
よ
り
。
同
資
料
は
、心
理
職
ユ
ニ
オ
ン
の
団
体
交
渉
（
二

〇
二
四
年
二
月
二
六
日
）
の
お
り
東
京
都
教
育
委
員
会
よ
り
提
出
さ
れ
た
も
の
。

（
25
）　

筆
者
は
、
二
五
年
二
月
一
三
日
、
石
上
千
博
・
自
治
労
中
央
執
行
委
員
長
な
ら
び
に

桜
井
眞
吾
・
自
治
労
連
中
央
執
行
委
員
長
に
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
実
施
し
た
。
本
文
記
載
の

組
織
化
の
経
過
や
組
合
員
数
等
の
数
値
は
、
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
い
た
だ
い
た
デ
ー
タ
に

も
と
づ
く
。
謝
し
て
こ
こ
に
記
す
。
な
お
、
記
載
内
容
の
文
責
は
、
筆
者
に
あ
る
こ
と
を

あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

（
26
）　

関
東
地
方
の
K
市
に
勤
務
し
て
い
た
非
正
規
公
務
員
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
よ
り
（
二

〇
二
〇
年
二
月
）。

（
27
）　

労
働
法
学
者
の
水
町
勇
一
郎
は
、正
規
・
非
正
規
間
に
は
三
つ
の
格
差
が
あ
る
と
し
、

そ
れ
は
処
遇
格
差
、
雇
用
格
差
、
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
格
差
だ
と
論
じ
た
。
と
り

わ
け
労
使
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
格
差
は
、
非
正
規
労
働
者
や
非
正
規
公
務
員
が
抱
え
る

問
題
が
労
使
交
渉
の
テ
ー
ブ
ル
に
の
ら
な
い
こ
と
か
ら
、
問
題
が
放
置
さ
れ
て
き
た
と
指

摘
す
る
。
水
町
勇
一
郎
「『
同
一
労
働
同
一
賃
金
』
は
幻
想
か
？ 

―
正
規
・
非
正
規
労
働

者
間
の
格
差
是
正
の
た
め
の
法
原
則
の
あ
り
方
」
同
他
編
著
『
非
正
規
雇
用
改
革
』、日
本

評
論
社
、
二
〇
一
一
年
、
二
七
二
頁
。

（
28
）　

単
位
組
合
に
お
い
て
非
正
規
公
務
員
の
組
織
化
が
進
ま
な
い
要
因
に
つ
い
て
、
石
上

自
治
労
委
員
長
は
「
単
位
組
合
の
な
か
に
は
、
会
計
年
度
任
用
職
員
制
度
の
組
織
化
は
、

正
規
職
員
増
を
求
め
て
い
る
運
動
と
矛
盾
す
る
と
い
う
姿
勢
の
と
こ
ろ
も
あ
る
」「（
組
織

化
し
て
も
）
任
期
の
あ
る
職
員
の
雇
用
を
保
障
で
き
な
い
の
で
二
の
足
を
踏
む
」
と
い
う

こ
と
が
あ
る
と
筆
者
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
に
回
答
し
た
。
ま
た
桜
井
自
治
労
連
委
員
長
も
同

様
に
、「
雇
止
め
問
題
に
取
り
組
ま
な
く
て
は
な
ら
な
い
こ
と
が
ハ
ー
ド
ル
に
な
っ
て
組
織

化
を
躊
躇
し
て
い
る
」
と
語
っ
て
い
た
。
雇
止
め
問
題
の
解
決
は
難
し
い
。
こ
れ
が
非
正

規
公
務
員
を
組
織
化
で
き
な
い
重
要
な
要
因
と
な
っ
て
い
る
。
だ
が
両
委
員
長
と
も
、
解

決
と
い
う
結
果
に
至
ら
な
く
て
も
、
取
り
組
む
こ
と
に
よ
っ
て
、
当
事
者
の
組
合
運
動
へ

の
理
解
は
得
ら
れ
る
は
ず
で
あ
る
こ
と
を
強
調
し
て
い
た
。

（
29
）　

高
知
市
職
員
組
合
に
お
け
る
会
計
年
度
任
用
職
員
に
関
す
る
ヒ
ア
リ
ン
グ
は
、
同
制

度
導
入
前
の
一
九
年
一
二
月
に
同
組
合
Ｔ
書
記
長
を
は
じ
め
と
す
る
役
員
に
対
し
実
施
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し
、
二
二
年
八
月
に
も
、
制
度
導
入
後
の
状
況
に
つ
い
て
同
市
職
員
組
合
の
役
員
な
ら
び

に
非
正
規
職
員
当
事
者
に
対
し
実
施
し
た
。
謝
し
て
こ
こ
に
記
す
。
な
お
、
本
稿
の
責
任

は
す
べ
て
筆
者
に
あ
る
こ
と
を
あ
ら
か
じ
め
お
断
り
し
て
お
く
。

（
30
）　
高
知
市
職
員
組
合
連
合
会
書
記
長
へ
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
時
に
提
示
さ
れ
た
資
料
よ
り
。

（
31
）　

前
浦
穂
高
・
古
谷
眞
介
「
地
方
自
治
体
に
お
け
る
非
正
規
労
働
者
の
『
準
内
部
化
』

―
福
祉
関
係
職
場
の
事
例
」『
日
本
労
働
研
究
雑
誌
』（
七
三
九
）二
〇
二
二
年
特
別
号
、

九
〇
頁
。

（
32
）　

社
会
問
題
は
、
閉
じ
ら
れ
た
「
世
間
」
か
ら
解
放
さ
れ
て
は
じ
め
て
、
み
ん
な
が
力

を
合
わ
せ
て
解
決
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
「
社
会
の
問
題
」
と
な
る
。
非
正
規
公
務
員
問

題
も
同
様
で
、
か
つ
て
、
い
や
今
で
も
職
場
と
い
う
「
世
間
」
の
中
で
の
出
来
事
と
い
う

認
識
を
変
え
、
社
会
の
問
題
と
す
る
よ
う
捉
え
直
す
必
要
が
あ
る
。
曲
が
り
な
り
に
も
、

非
正
規
公
務
員
と
い
う
ワ
ー
ド
が
流
布
す
る
よ
う
に
な
り
、
非
正
規
公
務
員
問
題
は
「
世

間
」の
問
題
か
ら「
社
会
」の
問
題
へ
と
な
っ
て
い
っ
た
。
そ
の
推
進
力
に
な
っ
た
の
が
、

非
正
規
公
務
員
問
題
を
主
要
テ
ー
マ
と
す
る
市
民
運
動
の
活
躍
で
あ
る
。

　

 　

た
と
え
ば
、
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
研
究
会
は
、
さ
ま
ざ
ま
な
調
査
活
動
を
実
施
し
、

毎
年
、「
な
く
そ
う
！ 

官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
〜
反
貧
困
集
会
」
を
開
催
す
る
。
同
集
会

の
実
行
委
員
会
は
、
大
阪
、
北
海
道
、
九
州
に
広
が
り
、
各
地
で
同
様
の
集
会
が
開
か
れ

て
い
る
。

　

 　

公
務
非
正
規
女
性
全
国
ネ
ッ
ト
ワ
ー
ク
（
通
称
「
は
む
ね
っ
と
」）
は
、二
一
年
三
月
二

〇
日
に
開
催
し
た
緊
急
集
会
「
官
製
ワ
ー
キ
ン
グ
プ
ア
の
女
性
た
ち 

コ
ロ
ナ
後
の
リ
ア

ル
」
の
開
催
準
備
に
当
た
っ
た
者
が
中
心
と
な
り
、
公
務
非
正
規
問
題
に
つ
い
て
継
続
し

て
取
り
組
む
市
民
団
体
で
あ
る
。こ
れ
ま
で
も
数
々
の
調
査
を
実
施
し
、公
表
し
て
い
る
。

　

 　

非
正
規
公
務
員voices

（
ヴ
ォ
イ
セ
ズ
）
は
、
非
正
規
公
務
員
の
現
職
、
退
職
者
で
構

成
さ
れ
る
唯
一
の
当
事
者
市
民
団
体
で
、
オ
ー
プ
ン
チ
ャ
ッ
ト
を
活
用
し
た
取
り
組
み
を

進
め
る
。
メ
ン
バ
ー
の
一
人
は
短
編
映
画
「
わ
た
し
は
非
正
規
公
務
員
」
を
制
作
、
職
を

失
う
恐
れ
か
ら
厳
し
い
労
働
環
境
を
訴
え
る
こ
と
も
で
き
ぬ
ま
ま
、
市
民
サ
ー
ビ
ス
の
現

場
に
立
ち
続
け
る
人
た
ち
の
「
声
な
き
声
を
」
伝
え
た
。

（
33
）　

上
林
陽
治
『
非
正
規
公
務
員
』
日
本
評
論
社
、
二
〇
一
二
年
、
二
八
三
頁
以
下
。

（
34
）　

濱
口
桂
一
郎
『
新
し
い
労
働
社
会
―
―
雇
用
シ
ス
テ
ム
の
再
構
築
へ
』
岩
波
新
書
、

二
〇
〇
九
年
。

（
35
）　

濱
口
桂
一
郎
『
ジ
ョ
ブ
型
雇
用
社
会
と
は
な
に
か
』
岩
波
新
書
、
二
〇
二
一
年
。


